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セキュリティ、イノベーション、影響力：.
エグゼクティブ ディレクターからのメッセージ 
2022 年は、経済的な逆風にもかかわら
ず、オープンソースと Linux Foundation 
は共に成功を収めることができました。多
くの課題に直面したこの1 年の成功は、メ
ンバー サポーターの皆様のおかげです。
あなた方は私たちと常に共にあり、コミッ
トメントを強化させました。ありがとうご
ざいました。また、私たちのプロジェクトを
運営する何十万人ものプロジェクト コン
トリビューターと、Linux Foundation の
優秀な従業員の勤勉さに感謝したいと思
います。関係者を賞賛いたします。

「数字」で振り返る2022年

2022 年も、すべての指標で力強い成長を
示し続けました。79 の新しいプロジェクト
を追加し、12,000 を超えるリポジトリから
毎週 5,260 万行のコードを出荷しました。
Linux Foundation は現在、オープンスタ
ンダードの分野で、主要なプレーヤーであ
り、多くの業界で 200 以上のオープン スタ
ンダードへの取り組みを行っています。さ
らに、オープンソース ユーザーは 126 億
のコンテナをダウンロードしています。

また、対面形式での活動も大幅に回復し、
176 ヶ国から 92,000 人を超える人々と 
12,000 を超える組織が 230 の公式イベ
ントに集まり、参加者数で新たな記録を打
ち立てました。最終的には、29,000 を超え
るコミュニティ ミーティングを開催できま
した。

2022 年には、270 万人以上が Linux 
Foundation からトレーニングと認定を
受けました。また、無料のオープンソー
ス セキュリティ トレーニング コースはリ
リースしたその日に、一万名以上の方が
サインアップしました。Linux Foundation 
Research は 2022 年に 15 のユニークな
レポートをリリースしました。私たちは研
究・洞察の分野を発展させ続けます。財務
面は、これまで以上に安定しています。収
益は増加し続けていますが、総収益の 1% 
を超えるメンバー企業はありません。2022 
年には、新会員加入記録を樹立し、3,000 
を超える組織が誇りを持って私たちのサイ
トに彼らのロゴを掲載しました。

オープンソースはグローバルに
影響力を拡大

Linux Foundationは、私たちの周りの世
界に影響を与えることを目指しています。
毎年、私たちは次のことを自問しています。

「私たちは目立った変化を起こすことが
できていますか？」と。2022年、その答えは
はっきりと「イエス」と言えるものでした。
簡単な思考実験です。現在、605,000 人の
テクニカル コントリビューターが私たちの
プロジェクトに取り組んでいます。プログ

ラマーの世界平均給与と就業時間に基づ
き、2022 年の開発者のコントリビューショ
ンを算出すると 260 億ドルに相当になり
ます。それでも、これは間違いなく低めの
見積もりです。コードの生産量がはるかに
少ない大手テクノロジー企業の研究開発
部門の給与予算でも、年間数百億ドルの
レベルです。Linux Foundationプロジェ
クト、およびそれら以外を含めた一般的な
オープンソースのコントリビューターは、
桁違いの規模で最大のグローバルな分散
型エンジニアリング労働集団を構成して
いると言っても過言ではありません。
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私たちは、中立的なファウンデーションの
後援の下で一緒に働き、協力することで、
やろうと決めたことはどんなことでもで
きます。私たちがプロジェクトで開発した
コードは、何十億の人々に影響を与え、地
球をより安全に、よりクリーンに、より公正
に、より繁栄させます。

 ⊲ 10 月、PyTorch が Linux Foundation 
に加入しました。PyTorch は、現在世界
で最も急速に成長しているオープンソー
スプロジェクトの 1 つであり、世界の人
工知能と機械学習アプリケーションの
半数以上がそのフレームワークに依存
しています。PyTorch は、疾患の予測、
自律走行車の誘導、新薬開発などのた
めのモデルのファウンデーションです。
PyTorch のようなプロジェクトが、すべ
ての人が平等に利益を得ることができ
る中立的な組織で運営されることを保
証するのは、大事なことです。

 ⊲ RISC-V は現在、世界で最も急速に成
長している半導体チップの命令セット 
アーキテクチャー (ISA) です。2018 年
に Linux Foundation に初めて登場し
たときは小さなプロジェクトでした。
現在では、RISC-V は 2025 年までに 
800 億のコンピューターのコアに最も
多く採用されるトップ ISA になる見込
みです。IoT、航空宇宙、自動車、モバ

イル デバイス、およびデータセンター 
ハードウェアを含め、多くの応用製品で 
RISC-V 設計が爆発的に増加していま
す。

 ⊲ U.S. Cyber Safety Review Board
（米国サイバー安全審査委員会：U.S. 
Transportation Safety Board、米国
運輸安全委員会に相当）が、「Log4J 
事件」のオフィシャル レビューを発
表しましたが、19 件の推奨事項のう
ち 9 件は、OpenSSFのOpen Source 
Software Security Mobilization Plan 
（『OSSセキュリティのための動員プラ
ン』邦訳あり）から直接得られたもので
した。

 ⊲ 2022 年に世界で最も興行収入を上
げた映画の 60% 以上で、Academy 
Software Foundationがサポートして
いるオープンソース ソフトウェアが使用
されました。これにより、映画・ゲーム
などの創造産業は、特殊効果や視覚効
果のための基本的なツールを作成する
コストを企業間で分担することができ
ます。

 ⊲ LF Energy と、ドイツ、ギリシャ、アイル
ランド、イタリア、ルーマニアの SOGNO 
Projectのメンバーは、電力供給効率
を改善しています。ヨーロッパでエネル
ギー価格が高騰していることを考える

と、SOGNO は、市民の生活に影響を与
え、国をまたがるような課題の取り組み
に、オープンソースがいかに重要かを示
しています。

 ⊲私たちは、OpenJS Foundation のコー
ドと Zephyr Project の IoT コードを
使用して構築されたオープンハードウェ
ア プロジェクトである Open Collar 
Initiative と、家畜の動きを監視する
ために提携しています。Peace Parks 
Projectは、南アフリカで、密猟者と戦
うためにオープンソースソフトウェアを
使用しています。

 ⊲  OS Climate プロジェクトは、カーボン
排出量とカーボン オフセットの効率的
なインベントリ管理と定義の共通化の
ためのソフトウェア標準とメカニズムを
作成する先駆的な取り組みであり、より
優れたカーボン トラッキングおよび取
引プラットフォームのための基盤を提供
します。

�「PyTorchのようなプロジ

ェクトが、すべての人が平

等に利益を得ることができ

る中立的な組織で運営され

ることを保証するのは、 

大事なことです。」
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これらの活動は、Linux Foundation を拠
点としたオープンソース コードとエコシス
テムの影響力の増大に拍車をかけていま
す。Linux は現在、地球上でもっとも優勢
なオペレーティングシステムになっていま
すが、Linux Foundation は Linux をはる
かに超えるものになっています。スーパー 
コンピューターから小さな IoT デバイス、
Android フォンから自動車、宇宙衛星、 
100 万台以上のドローンまで、世界はます
ますオープンソースで動いています。オー
プンソースの採用は加速し、拡大していく
だけです。

ダイバーシティとインクルージョ
ンにおいて業界標準を超える

私たちは、ダイバーシティとインクルージョ
ンを優先するという約束をし、これを達成
しました。Linux Foundation では、女性
が幹部メンバーの 32% を占めています。
これは、テクノロジー企業の平均の約 3 
倍です。主要なプロジェクトのボードメン
バーは、女性が28% を占めており、これは
テクノロジー企業のボードメンバーの 2 
倍の比率です。さらに、当社の従業員の半
数以上が女性であり、これはテクノロジー
業界全体の約 20% を上回っています。メ
ンターシップは、多様性を促進するため

の最も効果的なツールの 1 つです。LFX 
Mentorshipプログラムは、30 人の新しい
カーネル開発者を含む 240 人を超える
オープン ソース開発者を生み出していま
す。2022 年には、メンター制度への応募
者の 20% が女性で、70% が下位中流ま
たは労働者クラスの経済的背景の出身者
でした。過小評価されているコミュニティ
の 289 人、メンテナーと学生246 人に100 
万ドル以上の旅費を提供し、またダイバー
シティ登録費奨学金対象者104 人、経済
的支援の必要性に基づく登録費奨学金対
象者65 人に対して、キャリアを変えるイベ
ントに参加するための登録費免除措置を
提供しました。

これらの数字にとどまらず、さらに高いレ
ベルのダイバーシティ、エクイティ、インク
ルージョン (DEI) を促進するために、プ
ログラムとテクノロジーを継続して進化
させました。私たちのイベント チームは、
Linux Foundation のすべてのイベントに
対して包括的な DEI ポリシーを展開しま
した。これには、無料の託児所、授乳室、す
べてのジェンダー向けのトイレが含まれま
す。私たちのプロジェクトの多くは、Grace 
Hopper Celebrationに参加し、マイノリ
ティ、女性、ノンバイナリーの人々がフリー 
ソフトウェアやオープンソース ソフトウェ
ア プロジェクトに参加してコントリビュー

ションすることを奨励しました。今日、私た
ちの規模の大きなプロジェクトはすべて、
ダイバーシティ イニシアチブを実行してい
ます。注目すべき例は、Inclusive Naming 
Initiativeです。これは、インクルーシブな
用語使用のベストプラクティスと特定の
単語の選択に関するガイダンスを提供
します。Software Developer Diversity 
and Inclusion (SDDI) プロジェクトと 
Diversity Empowerment Summit は注
目を集め、拡大しています。また、コード
開発を通じて、ダイバーシティをインスタ
ンス化（実態のあるものに）することも検
討しています。Call for Code for Racial 
Justice の一部である Five-Fifths Voter 
Project は、投票行動に対する抑圧に対抗
することを目的としたアプリケーションで
す。

直面している課題： 
サイバーセキュリティと 
テクノナショナリズム

2022 年には、オープンソースの継続的な
成長と採用に対する主要な課題として、サ
イバーセキュリティとテクノナショナリズム
（技術国家主義）の台頭が見られました。
サイバーセキュリティの領域では、オープ
ンソース サプライチェーンを保護し、オー

「私たちは、ダイバーシ

ティとインクルージョンを

優先するという約束をし、

これを達成しました。 

Linux Foundation では、

女性が幹部メンバーの 

32% を占めています。 

これは、テクノロジー企業

の平均の約 3 倍です。」 
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プンソース コードが安全であることを保
証することが不可欠であり、国際的な関心
事になっています。ランサムウェアやマル
ウェアなどのサイバー攻撃がますます実
世界に影響を与えています。この 2 つの例
は、救急車の経路を変更することになった
病院や、トラックや飛行機の経路を変更で
きなくなった運送会社です。このようなこ
とから、OpenSSF と、ソフトウェア部品表、
コード署名、セキュアなコーディング、広範
な脆弱性スキャンにおける OpenSSF の
イニシアチブは、さらに重要になります。

コラボレーションと取引に対する制限が
強まると、世界はオープンソースとオープ
ン コラボレーションの利点を失うリスク
があります。私のヒーローの 1 人である元
米国務長官Madeleine Albrightが言った
ように、私たちは論争をより小さく区切り、
共通の関心分野について合意しなければ
なりません。オープンソースは、最良の方
法でやれば、ゼロサムにはなりません。そ
れがうまくいけば、誰もが利益を得ます。
Linux Foundation での私たちの仕事は、
テクノロジー イノベーションにおけるグ
ローバルな利益を推進するために、より
オープンなコラボレーションを提唱し続け
ることです。

2023 年に向けて、私たちは「影響力」、	
「ダイバーシティ」、そして気候変動、ソフト
ウェア セキュリティ、食料安全保障などの
大きくて複雑な問題の解決に向けて、「目
立った変化を起こすこと」に注力し、テクノ
ロジーの限界を押し広げることに引き続
きフォーカスします。私たちは、共に、より賢
く、より速く、より良くなります。このオープ
ンソースの旅を共に歩んでいく中で、来年
も皆様にお会いできることを楽しみにして
います。	
ご支援とご協力に感謝いたします。

 

Jim Zemlin	
Executive Director,	
The Linux Foundation

BA
CK

GR
O

U
N

D 
IM

AG
E 

TH
IS

IS
EN

GI
N

EE
RI

N
G:

 P
EX

EL
S

8LINUX FOUNDATION アニュアル レポート 2022



Linux Foundation でイノベーションとセキュリティを実現

Nithya Ruff, Board Chair

2022 年 Linux Foundation アニュアル レ
ポートにようこそ。私は Amazon でオープ
ンソース プログラム オフィス (OSPO) を
率いています。このアニュアル レポートは、
Board Chair of the Linux Foundationと
して 5 度目になるものです。

9 月下旬、私はカリフォルニア大学サンタ
クルーズ校 (UCSC) が主催するオープン
ソース シンポジウムに光栄にも参加させ
て頂きました。UCSC はオープンソースの
リーダーであり、このシンポジウムでは、
仲間とも再会し、自分が選んだ分野で新
しいことを学べる素敵なイベントでした。
それは素晴らしいものでもあり、それと同
時に自然に感じられるものでもありまし
た。 

2 年間、遠くから、ビデオ会議のレンズを通
して世界を見ていた後、私はその場に戻っ
て、多くの皆さんと直接対面で会うことを
非常に楽しみました。オープンソースで私
が気に入っていることの 1 つは、私たちが
築き上げたコミュニティの友情と個人的
な絆です。オープンソースは単なる方法論
や一連のプラクティス以上のものを持って

います。あなたが大切に思っている人々に
会うと、これは非常に明確になります。人
と直接会うこともイノベーションを促進し
ます。対面での廊下でのちょっとした会話
は、単なる挨拶だけでなく、洞察やアイデ
アを生み出し、新しいプロジェクトや技術
の種を蒔くことさえあります。

Linux Foundation の軌跡と、過去 1 年間
に多くの分野で達成した進歩には、非常
に感銘を受けました。Linux Foundation 

が新規参入者を導き、新しい分野でのコラ
ボレーションへの道を切り開く、オープン
ソース イノベーションの黄金時代に私た
ちは突入したと言っても過言ではありま
せん。メンバーである皆さんは、資金提供
と Linux Foundation のイニシアチブに
エンジニアとコードを提供することで、こ
の進歩を遂げました。また、2022 年に多く
の新しいプログラムとイニシアチブ ― LF 
Research、LFX、より多くのブログやポッ
ドキャスト、Web サイトの改善、ツールと
プロジェクト インフラストラクチャーの改
善など― でその水準を引き上げた Linux 
Foundation チームに敬意を表したいと
思います。

 今回のレポートのテーマはイノベーショ
ンとセキュリティであり、2022 年は Linux 
Foundation にとって両方の面で大きく
ブレイクした年でした。PyTorch のLinux 
Foundation への参加と RISC-V の急速
な採用が、CNCF とクラウドネイティブの
進行中のサクセス ストーリーに加わり
ました。これらは、また、Linux カーネル
の発展の上に創られたものです。Linux 
Foundation がホストするイノベーション 
コミュニティは、金融、輸送、エネルギー、

食料安全保障における世界共通の課題
に対して大きな進歩を遂げました。私たち
は、特にコードとインフラストラクチャーに
おいて顕著ですが、あらゆるレベルでオー
プンソースの大幅な拡大を目の当たりに
しています。また、ピア ベース(同格の仲
間)のイノベーションと協調的問題解決の
ための方法とプラクティスを開発し、洗練
させています。 

この壮大な拡張には、より大きな責任が
伴います。オープンソースが繁栄し続け、
世界がそれを受け入れていくためには、
オープンソースをよりセキュアにする必要
があります。これは自明のことであり、世代
を超えたテクノロジーの課題であり、真の
ムーンショットです。このムーンショット、月
探査ロケットは全員が協力してはじめて
着陸できるということです。問題があまり
にも広大で、複雑だからです。 
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月面着陸とは異なり、オープンソース セ
キュリティは、捉えるのが難しい動く標的
です。ソフトウェアとテクノロジーは常に
進化しており、数十億行の新しいコード
が毎日出荷されています。プロジェクト
のライフサイクルのあらゆる段階で、すべ
てのオープンソース ソフトウェアのセキュ
リティを強化するために、セキュリティ、
カルチャー、ツール、およびプログラムを
構築する必要があります。これは、Linux 
や Kubernetes のような大規模な取り組
みから、メンテナーは1人かもしれないが
ネットを騒がせそうな小さな JavaScript 
のディペンデンシーに至るまで、不可欠な
ものです。

OSSの利用の面からは、SBOM、コード署
名、セキュリティ スコアカードなどを使用
して、利用者がどのようなソフトウェアを
取得しているのかを正確に把握すること
を容易にする必要があります。OpenSSF 
は、多くのコントリビューターとコントリ
ビュートしている組織と共にこのタスクに
取り組んでいます。私は、今後数年以内に
オープンソースのセキュリティを大幅に改
善する道を進んでいると確信しています。

これらの大きな目標を達成するには、リ
ソース、人材、およびコミットメントが必要
です。外に出てあなたに会うたびに、私は
もっと勇気づけられて戻ってきます。計り
知れないほど大きなチャンスです。あなた
の継続的なサポートがそれを可能にしま
す。2023 年に皆様にお会いできることを
楽しみにしています。

Nithya Ruff 
Chair of the Board of Directors, 	
The Linux Foundation

��「これらの大きな目標を 

達成するには、リソース、

人材、およびコミットメン

トが必要です。外に出て 

あなたに会うたびに、 

私はもっと勇気づけられて

戻ってきます。計り知れな

いほど大きなチャンス 

です。あなたの継続的な 

サポートがそれを可能に 

します。」
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Linux Foundation ボード メンバー

Suzanne Ambiel
VMware

Erica Brescia
At-Large Director

Tim Bird
Sony—Gold Director

Peixin Hou
Huawei

Eileen Evans
At-Large Director

Xin Liu
Tencent

Melissa E. Evers
Intel

Chris Mason
Meta

Ben Maurer
Meta

Nithya Ruff
Chair

Jim Wright
Oracle

Hisao Munakata
Renesas—Gold Director

Jim Zemlin
Executive Director

Chris Wright
Red Hat

Jessica Murillo
IBM

Shojiro Nakao
Panasonic—Gold Director

Yuichi Nakamura
Hitachi

Phil Rob
Ericsson

Daniel Park
Samsung

Sarah Novotny
Microsoft

Keiichi Seki
NEC

Eric Johnson
GitLab, Inc.—Silver Director

Frank Fanzilli
At-Large Director / Treasurer

Ken Komoyama
Fujitsu

David Marr
Qualcomm 
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メンバーの皆様、ありがとうございました 
2 年間にわたる世界的なパンデミックの後、2022 年は、
明るい展望を持つ新しいオープンソースの時代の到来を
告げました。あなた方、LF メンバーの寛大なサポートと、
多様でグローバルなコントリビューター&メンテナー コ
ミュニティのサポートのおかげで、私たちは強力な新し
いオープンソース ソリューションの採用を促進させ、その
背後にあるコミュニティに再び火をつけました。オープン
ソースへの献身的な取り組みのおかげで、私たちは再び
イベントに参加することができます。各イベントで、私た
ちはプロジェクトの開発者、コントリビューター、レビュ
アー、およびメンテナーに直接合って賞賛します。彼らの
累積されてきた取り組みは現在、グローバルなソフトウェ
ア スタックの多くをサポートしています。

1月に、皆さんは、より高い持続可能性、インクルージョン、
グローバルな視点を求めました。私達はその声を聞きま
した。

それ以来、私たちは気候と環境への取り組みを拡大して
きました。LF Research を通して、実効的な洞察とデータ
セットを公開しました。私たちは、社会的に十分なサービ
スを受けていないコミュニティに数百の奨学金を提供し、
世界中の多様で才能のある人々をサポートし、より良い、
より公平なオープンソースの未来を築く手助けをしてきま
した。これらすべては、皆様のご支援のおかげで実現する
ことができました。

「協調的イノベーション」の精神のおかげで、デジタル ウォ
レットや AI などの最先端分野を含む多くの分野にわた
り、新しいプロジェクトを立ち上げました。私たちは政府
と企業を結びつけ、オープンソース ソフトウェアのセキュ
リティの状況を改善しました。地域固有のオープンソース
の変革の促進をヨーロッパで拡大しました。皆様の継続
的なご支援により、世界中の地域でオープンソースの変革
を推進していきます。

世界的な紛争、インフレの昂進、経済の混乱が特徴的に
なる年に向かう中、皆様の揺るぎない「協調的イノベー
ション」に対するサポートにより、新しい課題を解決し、革
新的なソリューションを生み出し、オープンソーステクノロ
ジーの採用を拡大することができます。

皆様のLinux Foundationにおけるオープンソースへのコ
ミットメントに感謝します。皆様の安全、繁栄、ソフトウェア 
セキュリティ、そして何よりも 2023 年の成功をお祈り申し
上げます。
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Linux Foundation メンバー
ゴールド メンバープラチナ メンバー
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シルバー メンバー
#
0Chain
1Crew
1NCE GmbH
1Password
23 Technologies GmbH
3-Shake Inc
3K Technologies
6WIND S.A.
99Cloud Inc.

A
A10 Networks
ABB Ltd
ACC ICT
ACKSTORM
AIA
AIFRICA
AIM (agile-im.de)
ALPS ALPINE
ANTMICRO LTD
APE FACTORY
APIIDA AG
AQSACOM
ARIMA
ARMO (Cyber Armor)
ASRock Rack Incorporation
ASUS Cloud Corporation
ATB Ventures
ATIX AG
AVEVA Group
AVL Software and Functions 

GmbH

AVSystem sp. j.
Aarna Networks
Absa Bank Limited
Accuknox
Acend GmbH
Acnodal, Inc.
Acorn Labs, Inc
Acornsoft
Acumatica Inc.
Ad Hoc LLC
Adaptive Financial 

Consulting Limited
Adfolks LLC
Adobe Inc.
Adva Optical Networking SE
Advanced Driver Information 

Technology Corporation
Advanced Micro Devices 

(AMD)
Adventium Labs
Aerospike
Affinidi Pte Ltd
Afi Technologies
Agenda d.o.o.
Agile Lab
Agree Technology Co., Ltd.
Ahana Cloud, Inc.
Airbnb
Airbyte
Airlock by Ergon Informatik 

AG
Airwayz
Aisin Corporation

Aiven Inc
Akamai Technologies, Inc.
Akatsuki inc.
Akenes SA (Exoscale)
Akuity, Inc.
Alauda, Inc
Alerant Zrt.
Algorand
Allianz Investment 

Management
Alluxio, Inc.
Allwinner Technology, Co. 

Ltd.
Altair
Alter Way Cloud Consulting
Althea
Altinity
Altoros
Amadeus IT Group, S.A.
Amantya Technologies, Inc
Amazon Web Services, Inc.
Ambassador Labs (f/k/a 

Datawire)
Amberflo.io
Ambient IT
Amdocs Limited
American Express Banking 

Corp.
American Tower Corporation
Amido
Ampere Computing
Anaconda, Inc
Anchnet

Anchore, Inc
Andes Digital
Anglepoint Group Inc
Anjuna Security, Inc.
Anodot Inc.
Anonyome Labs, Inc.
Ant Group Co., Ltd.
Aokumo Inc.
Apiiro
Apollo GraphQL
Appaegis, Inc.
Appddiction Studio
Apple Inc.
Appstellar
Apptio
Appvia Ltd.
Aqua Security Software, Inc.
ArangoDB
Arcadyan
ArcherOS Software Co., Ltd.
Archera
Arcontech Group PLC
Arduino
Argonaut
Arista Networks, Inc.
Arkamys
Arm Limited
Armory Inc.
Arnica
Arrikto, Inc.
Arvancloud
Ascensio System SIA

AsiaInfo Technologies 
(China) Co., Ltd.

Aspecto Inc
Aspen Mesh
Asserts
Astra Linux
Aternos GmbH
Atlassian Inc
AtomicJar Inc
Atos France
Audiokinetic Inc.
Augtera Networks
AuriStor Inc.
Authzed
Autodesk
Automat-IT
Automatic Data Processing, 

Inc. (ADP)
Automotive Intelligence and 

Control of China Co., Ltd.
Avanade Inc.
Avanza Innovations IT 

Solutions LLC
Avast Software, Inc.
Avesha
Avisi Cloud
Aviz Networks
Axcelinno
Axiata Digital Labs
Axis Communications

B
B1 Systems GmbH
BCW Group
BMC Software, Inc
BMW
BNP Paribas
BONbLOC Inc
BS Company Srl
Baidu USA LLC
Balena, Inc.
Bancolombia
Bank of America Corporation
Bank of Montreal
Bank of New York Mellon
Banma Information 

Technology
Baumer Management 

Services AG
BayLibre Inc.
BeOpenIt
BedRock Systems Inc.
Beechwoods Software, Inc.
Beijing Baolande Software 

Corporation
Beijing Big Data Co.,Ltd.
Beijing Datenlord 

Technology Co., Ltd.
Beijing Dosec Technology 

Co., Ltd
Beijing Huijun Technology 

Co. Ltd. (JD Cloud)
Beijing Ji Ke Tian Cheng 

Technology Co., Ltd 
(ScaleFlash)
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Beijing Proinsight 
Technology Co., Ltd.

Beijing Security Consensus 
Technology Co., Ltd

Beijing Shengxin Network 
Technology Co., Ltd. 
(QINGTENG)

Beijing Shuyue Mingjin 
Technology Co., Ltd.

Beijing Sup-info Information 
Technology Co. Ltd

Beijing Teamsun Technology 
Co., Ltd

Beijing VNET Broad Band 
Data Center Co., Ltd.

Beijing Xiaomi Mobile 
Software Co., Ltd

Bell Canada
BellSoft
BetterCloud
Biqmind Pte Ltd
Bitrock
Blameless Inc
Block, Inc.
Blockchain Technology 

Partners, Inc.
Bloomberg Finance L.P.
Blue Sentry
BlueArch Group Inc.
Boeing
Boer Technology (BTech)
BondEvalue Pte. Ltd.
Bonifii
Boost Security
Booz Allen Hamilton, Inc.
Bosch

Boston Consulting Group
BoxBoat Technologies
Brickdoc (Ningbo) Cloud 

Computing Technology 
co., ltd.

Broadcom Corporation
Brobridge
Bunnyshell
Buoyant, Inc.
Business-intelligence 

of Oriental Nations 
Corporation Ltd

Bytedance Ltd

C
CINQ ICT
CISEL Informatique SA
CME Group Inc.
CNO
CORE 24/7 LLP
CRYPTOSENSE
CSEngineering
CTO.ai
CVS Health
CYSEC SA
Cable Television 

Laboratories Inc.
Cachengo
Calyptia
Camptocamp
Camunda Services GmbH
CanaryBit
Canonical Group Limited
Capital One Services LLC
CarbonLaces

Carbonated
CasperLabs LLC
Cast AI Group, Inc.
Catalogic Software
Catalyst Cloud
Catena cyber
Caylent Inc
Centilytics
Cerbos
Certizen Limited
Chainguard
Chainyard
Chaitin Tech
Changzhou Citos Software 

Co., Ltd.
Charter Communications
Checkmarx
Chef Software Inc.
Chengdu Yuan Lai Yun Zhi 

Technologies Inc.
China Electronic System 

Cloud Data and 
Intelligence Technology 
Co., LTD. (CECLOUD)

China Mobile 
Communication Company 
Ltd

China Systems Holdings 
Limited

China Telecommunications 
Corporation

China Unicom
China-ASEAN Information 

Harbor Co., Ltd
Chronosphere, Inc.
Ciena Canada, ULC

Cinemo GmbH
Cirba d/b/a Densify
Circle Internet Services, Inc
Circulor Ltd.
Cirrus Logic
Citi
Civo Ltd.
Clastix SRL
Cleartrace
Clockwork.io
Cloud Kinetics
CloudBees, Inc.
CloudBolt Software
CloudControl, Inc.
CloudCover Pte. Ltd.
CloudFerro Sp. z o.o.
CloudFix
CloudIQ Technologies
CloudLinux
CloudMatos LLC
CloudNatix, Inc.
CloudOps Inc.
CloudZero
Cloudbase Solutions S.R.L
Cloudera, Inc.
Cloudical
Cloudshape Inc
Cloudside Technologies
Cloudsmith Ltd
Cloudsoft Corporation Ltd
Cloudstratex
Cloudthread
Cloudwiry

Cloudyuga Technologies 
Private Limited

Clyso GmbH
CoSoSys S.R.L.
Cockroach Labs
Codasip s.r.o.
Code Zero Technologies Inc
CodeWave
Codefresh, Inc.
Codethink
Cog Systems
Cognizant Technology 

Solutions
Coinbase Inc.
Colder Products Co
Collabora Ltd.
Comcast Cable 

Communications, LLC
Commvault Systems, Inc.
Component Soft Kft.
Connect 5G, Inc.
Conoa AB
ConsenSys AG
Constantia
ContainIQ
Container Solutions BV
Continental Automotive 

Systems
Contino
Contrast Security
Control Plane Corporation
ControlPlane.io
Convox Opco Inc.
CoolIT Systems Inc.
CoreHive Computing LLC

CoreStack
Coredge.io
Corsha
Cortex
Cosaic, Inc.
Cosmonic
Couchbase, Inc.
Cox Communications, Inc.
Crafter CMS
Crayon
Creationline, Inc.
Cribl Inc
CrowdStrike
Crunchy Data Solutions, Inc.
Cryptape Technology Co., 

Ltd.
Cuemby Inc.
Cybeats
CyberArk Software Ltd
Cybertrust Japan Co., Ltd.
Cybozu, Inc.
Cycode, Inc.

D
D2iQ, Inc. (f/k/a Mesosphere)
DAEKYO CNS
DB Systel GmbH
DENSO CORPORATION
DENX Software Engineering 

GmbH (DENX)
DLT Global Inc.
DNEG
Dalian Hi-Think Computer 

Technology, Corp.
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DaoCloud Network 
Technology Co., Ltd.

Daon Inc
Data Essential
Data Storage Research, LLC 

d/b/a DSR Corporation
DataCore Software
DataStax, Inc.
Databricks Inc.
Datachain, Inc.
Datadog, Inc
Datadrivers
Datree.io
Datto, Inc.
Daugherty Business 

Solutions
Daynix Computing LTD
Debricked
DeepFactor
Deepfence, Inc
Deepshore GmbH
Dellfer, Inc.
Deloitte Consulting LLP
Delta Electronics Worldwide
Dembach Goo Informatik 

GmbH & Co. KG
DeployHub, Inc.
Depository Trust and 

Clearing Corporation 
(DTCC)

Desay SV Automotive
Design Barn Inc
Desotech srl
Deutsche Bank AG
Deutsche Telekom AG

DevOps Institute
DevSamurai
DevsOperative
Dhiway Networks Private 

Limited
DiDi USA
Diagrid
Diamanti, Inc.
Dianomic
Didim365
DigiCert, Inc.
Digital Asset Holdings, LLC
Digital Impact LLC
DigitalOcean
Dimagi Inc
Direktiv
Distributed Ledger 

Technologies (DLT) Pte 
Ltd.

Dito
Docker, Inc.
DoiT International
Doppler
Dorado Software
DornerWorks, Ltd.
DreamBig Semiconductor 

Inc.
DrimAES
Dynatrace LLC

E
EGAR Global NoCode
EMQ Technologies Co., Ltd.
EPAM Systems, Inc
EXEM

EasyStack Inc.
Edge Delta
EdgeRay Technologies Co., 

Ltd
Edgecore Network 

Corporation
Edgeless Systems
Educational Testing Service 

(ETS)
Eficode Oy
Elasticsearch, Inc.
Elastisys AB
Elastx AB
Electronics and 

Telecommunications 
Research Institute

Elektrobit Automotive GmbH
Elementl
Elotl, Inc
EngineerBetter Ltd
Entando Inc.
Enterprise DB Corporation
Entigo O√ú
Enveil
Envisor
Eolinker
Equideum Health
Equinix, Inc.
Era Software, Inc.
Ernst & Young LLP
Escala24x7
Escape
Espeo Software
Esperanto Technologies Inc.
Estateably Inc.

Ethernity CLOUD
Exein
Exivity
Exotanium Inc.
Expedia Group
Expert Thinking
Exstratus
Extreme Networks, Inc.

F
F5, Inc.
Far-Galaxy Networks
FLANT EUROPE O√ú
FOSSA
Fabrick S.p.A
Fairwinds Ops, Inc
Fauna, Inc.
Federal Express
Federal National Mortgage 

Association (Fannie Mae)
Federated Wireless
Fidelity Technology Group, 

LLC
Filecoin Foundation
Finout
FireHydrant
Firecell
Flanksource
Flexera
FlexiDAO
Flowchain
FogHorn Systems
Ford Motor Company
Fortanix

Fortress Information 
Security

FossID
Foundries.io LTD
Fournine Cloud Solutions
FreedomFi
Fullstaq
FuriosaAI, Inc.
Futurewei Technologies, Inc.

G
G-Research
GRAVITI TECHNOLOGIES INC
GSBN
Gaia Information Technology
Garden Technologies Inc.
Gatsby Inc
Gemini Open Cloud 

Computing Inc.
GenX
GenXcomm Inc
General Electric Company
Genesis Global Technology 

Limited
Genvid Technologies Inc
German Edge Cloud GmbH
Ghost Locomotion Inc.
Giant Swarm GmbH
GienTech
GitHub, Inc.
GitLab Inc.
Gitpod GmbH
Globant LLC
Globo
Go Firefly, Inc

GoDaddy Operating 
Company, LLC

Goldman Sachs & Co. LLC
Golioth
GotoAdmins
Grafbase
GramLabs, Inc. (d/b/a 

StormForge)
Granulate Cloud Solutions 

Ltd
Grape Up Sp. z.o.o.
Grapheene inc
Gravitational, Inc ‚ÄúDBA‚Äù 

Teleport
Green Hills Software LLC
Gremlin, Inc.
Guangdong OPPO Mobile 

Telecommunications 
Corp., Ltd.

Guangxi Tidu Technology 
Co., Ltd. (TIDU)

Guangzhou Xiaopeng Motors 
Technology Co Ltd

Guida

H
HAProxy Technologies
HCL Technologies Ltd.
HENSOLDT Cyber GmbH
HERE Global B.V.
HP Inc.
HSA Foundation
HSBC
HackerOne
Hadean Supercomputing Ltd
Hammerspace

16LINUX FOUNDATION アニュアル レポート 2022



Hangzhou FIT2CLOUD 
Information Technology 
Co., Ltd

Hangzhou Harmony Cloud 
Technology Co., Ltd.

Hangzhou Langhe 
Technology Co. Ltd. 
(Netease)

Hangzhou MoreSec 
Technology Co., Ltd.

Hangzhou Nuowei 
Information Technology 
Co. Ltd.

Hangzhou WOQU 
Technology Co., Ltd.

Hanover Insurance Group
Harness Inc.
Harpoon Corp
Hartford Financial Services 

Group Inc.
HashiCorp Inc
Hasura, Inc.
Hedera Hashgraph LLC
Hedgehog
Helios
Helium Systems, Inc.
Hermes Fund Managers 

Limited (Federated 
Hermes)

Heroic Labs
Hewlett Packard Enterprise 

Development LP
Highway9 Networks
Honda Motor Co., Ltd.
Honor Device Co. Ltd
Horizon Robotics

Hound Technology Inc. dba 
Honeycomb

Hub Security
Humanitec
Humio
Hygraph
Hyland Software, Inc.
Hyundai Mobis Co., Ltd.
Hyundai Motor Company

I
IDnow GmbH
IFS World Operations AB
IGNW
IHS Markit
IITS Consulting
ILKI FRANCE
IN-COM Data Systems
ING Group
IO Builders Blockchain 

Technologies & Ventures
IOG Singapore Pte. Ltd
IOTech Systems Limited
IPChain Association
IPwe
ITAU BBA USA SECURITIES, 

INC.
ITRenew
IVIS Automotive Solutions
Iauro Systems
IdRamp
Identity Technologies Inc
Igalia, S.L.
Imagination Technologies 

Group Ltd.

Imperas Software Ltd
Indeed, Inc.
Index Analytics
Indicio
Indra
IndyKite Inc.
Infineon Technologies AG
InfinyOn Inc
InfluxData Inc
InfoCert
Infoblox Inc.
Information Data Systems
Infosys Limited
Infracloud Technologies INC
Infracost
Inigo
Innablr Pty Ltd
Innogrid
Inspur Group
Instaclustr
Instana, Inc.
IntellectEU
Intelligent Systems Services
InterCloud
Interdynamix
Intesa Sanpaolo
Intuit, Inc.
Intuitive Technology 

Partners, Inc.
InwinSTACK
IoT.bzh
Isovalent Inc.
Itera Technologies a.s.
Itopia

Ituum OU (DBA Dysnix)

J
JFrog, Inc
JMA Wireless
JPMorgan Chase
JVC KENWOOD Corporation
Jeli.io
Jetstack Ltd
Joby Aero
Joisto Group Oy
Jump Operations, LLC
Juniper Networks, Inc.

K
KBSYS Inc
KDDI Corporation
KINX
KNS Group LLC (trademark 

YADRO)
KPIT Technologies Limited
KPMG
KSOC
KUKA Deutschland GmbH
Kaleido
Kaloom Inc.
Kasten, Inc.
KatRisk LLC
Kentik
Kernkonzept GmbH
Keyless technologies LTD
Keysight Technologies Inc.
Kioxia Corporation
Kiratech SpA

KitBash3D
Kloia Software and 

Consulting Ltd
Klotho
KodeKloud
Komodor Inc.
Kong Inc.
Konsulko Group
Koor Technologies Inc
Kry10 Limited
Krypc Corporation
KubeOps
Kubermatic GmbH
Kubernetes Innovation Labs 

LLC (Kubeshop)
Kubiya Inc
Kublr
Kumina B.V.
KylinSoft Coporation 

(Beijing)
Kythera AI

L 
L4B Software GmbH
LG Electronics Inc.
LINBIT USA LLC
LMAX Exchange Ltd
LPI.org
LSD OPEN
Lablup Inc.
Lacework
Laird Connectivity, Inc
Lantronix Inc.
Larsen & Toubro Infotech Ltd
LatticeX Foundation

Lawrence Livermore 
National Laboratory 
(LLNL)

LeanIX GmbH
Lear Corporation
Legit Security
Lenovo (United States) Inc.
Li Auto Inc.
Lightbend Inc
Lightlytics
Lightrun Ltd
Lightstep, Inc.
Linaro Limited
Lineo Solutions, Inc.
LinkedIn Corporation
Linklogis Inc
Linode LLC.
Linutronix GmbH
Liquid Avatar Operations 

Inc.
Liquid Reply
Lockheed Martin
Loft Labs, Inc. (DevSpace 

Technologies)
Logiq.ai Inc.
Logshero Ltd.
Lumedic Acquisition Corp
Luxoft Global Operations 

GmbH

M
MATRIXX Software
MBDA Italia S.p.A
MDxBlocks Inc.
MIA s.r.l.
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MSys Technologies
MUFG Union Bank
MacStadium
MaibornWolff GmbH
Mail.Ru Cloud Solutions
MakinaRocks
Man Technology
Marelli Corporation
Marketnode
Marvell Semiconductors Ltd
MasterCard Incorporated
Matrix I.T CloudZone LTD
Mattermost, Inc.
Mavenir Systems, Inc.
Maxon Computer GmbH
MayaData Inc. (f/k/a 

CloudByte, Inc)
Mayfield Fund
Mazda Motor Corporation
McKinsey & Company, Inc
MediConCen Limited
MediaTek USA Inc.
MegaEase, Inc.
MegazoneCloud
Meinberg Funkuhren GmbH 

& Co KG
Memfault Inc
Mercedes-Benz Tech 

Innovation GmbH
Merck & Co., Inc.
MetaBlox Foundation
Metrics Design Automation 

Inc.
MetroStar Systems
Mezmo

Micro Focus International plc
Micron Technology
Micware Co. Ltd.
Mido Holdings Co., Ltd 

(Midokura)
Milligan Partners
Mindtree Limited
Minio, Inc
Mirantis, Inc.
Miraxia Edge Technology 

Corporation
Mission:data Coalition
Mithril Security
Mitsubishi Electric 

Corporation
Mitsubishi Motors 

Corporation
Mobilise Cloud Services
Model9
Mondoo
Monetago Inc
Monokee
Monostream AG
MontaVista Software, LLC
Morgan Stanley
Morpheus Data
Moscow Exchange (MICEX-

RTS)
MotoJeannie
Moxa Inc.
MyFitnessPal LLC
Mycelial

N
NAMUTECH Co., Ltd.

NCC Group
NCSOFT Corporation
NEOS
NGINX International Limited
NHN Corporation
NIO
NIPA
NSONE, Inc.
NTT Corporation
NTT DATA MSE  

CORPORATION
NVIDIA Corporation
NXP Semiconductors 

Netherlands B.V.
Nanjing Pengyun Network 

Technology Co., Ltd.
Nanjing eCloud Technology 

Co., Ltd.
NatWest
National Instruments 

Corporation
Navitas Business Consulting 

Inc.
NearForm Ltd
Nebulon
Neo4j, Inc.
NetApp, Inc
NetFoundry
Netdata
Netflix, Inc.
Netgate
Nethopper
Netris, INC.
Neuroglia
Nevexis

New Black
New H3C Technologies Co., 

Ltd
New Relic, Inc.
NexCloud
NextGen Tek Consulting
Niantic
Nikon Corporation
Nippon Seiki Co. Ltd.
Nirmata, Inc.
Nissan Motor Co. Ltd.
Nokia Corporation
Nomura Holding America
Nomura Research Institute, 

Ltd.
Noname Security
Nordic Semiconductor ASA
Numbers
Nutanix, Inc.
Nuvitek

O
OBSS
OGIS-RI Co., Ltd.
OKESTRO
OSNEXUS
OVH SAS
Occentus Network
Octo Consulting Group
OctopusDeploy
OhmConnect Inc
Okteto
OnGres
Ondat
Opaque Systems Inc.

Open Raven
Open Source Alliance
Open Source Automation 

Development Lab (OSADL) 
eG

Open Source Consulting Inc.
Open Source Security, Inc.
OpenNebula
OpenSynergy GmbH
OpsLevel
OpsMx
OpsVerse
Opsera
Optic
Optum/UnitedHealth Group
Orange SA
Orca Security, Inc.
Ori Industries
Origoss Solutions Ltd
Orkes Inc
Ortec Finance
Osaka NDS Co., Ltd.
Oteemo Inc.
Oticon A/S
Ovoo Sp√≥≈Çka z o. o.
Oxeye
Ozone Cloud Inc.

P
PANTHEON.tech s.r.o
PBG Consulting
PRODYNA
Paladin Cloud
Palm NFT Studio
Palo Alto Networks

PantaRei Design
Paramount Software 

Solutions Inc.
Parasoft
Particule
PayPal Holdings, Inc.
Pegasystems Inc.
Peloton Interactive
Penten
Percepio AB
Percona
Permit.io
Phoenix Software 

International
Phylum
Ping An Technology 

(Shenzhen) Co., Ltd
PingCAP
Pioneer Corporation
Pionix GmbH
Pipekit Inc
PlanetScale, Inc.
Plat’Home Co., Ltd
Platform9 Systems, Inc.
Point72, L.P.
Polar Signals Inc
Polar Squad
Polyverse Corporation
Portainer.io
Posedio - Professional Cloud 

Consulting
Poste Italiane SPA
Postman
Precisely Holdings, LLC
Precision Innovations Inc
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Prefect
Pricewaterhouse Coopers 

LLP
Prisma Data, Inc
Prodigy Education
Profian
Profisea
Progressive Insurance
Project N
Proofcraft Pty Ltd
ProsperOps
Pulumi
Puppet, Inc.
Pure Storage
Puzzle ITC GmbH

Q
QAware GmbH
Qamcom Group AB
Qiming Information 

Technology Co., Ltd.
QingCloud Technologies 

Corp.
Quali
QualitySoft Corporation
Qualys, Inc.
Quant Network
Quobyte Inc.

R
R3 LLC
RADTONICS
RANDA Solutions
RBC Capital Markets, LLC
REALTO GROUP INC

REGnosys Limited
RNG Technology
RStudio PBC
RTE (Reseau de Transport 

dElectricite)
RX-M, LLC
Rackner
Rackspace US, Inc.
Radisys Corporation
Rafay Systems, Inc.
Raft
Raftt
Raintank, Inc. ‚Äì Grafana 

Labs
Rapid Silicon
RapidAPI
RapidFort, Inc.
Raytheon Technologies
ReadMe
Reblaze
Recurve
Red Date (Hong Kong) 

Technology Limited
Red Kubes BV
Red Reply
Redeploy
Redpanda Data
Release Technologies, Inc.
Reliance Jio Infocomm 

Limited
Replicated, Inc.
ReversingLabs
Revolgy
Rezilion

Ribbon Communications 
Operating Company, Inc.

Ricoh Company, Ltd.
Ripple, Inc.
Rivos Inc
Roadie
Robin Systems, Inc
Robusta.dev
Rocket Software, Inc.
RodeoFX
Rookout Ltd.
Royal Dutch Shell
Ruby Protocol

S
S&P Global Inc.
SADA Systems
SAIC Motor Corporation Ltd
SANCLOUD LTD
SAP
SAS Institute Inc.
SHE BASH
SHINESOFT
SICPA SA
SIGHUP, Inc
SIMBA Chain
SMBC Americas
SOCNOC AI
SOLIZE Corporation
SORAMITSU CO., LTD.
STMicroelectronics 

International N.V.
SUSE LLC
SVA System Vertrieb 

Alexander GmbH

SWIFT, INC.
SYSGO GmbH
Saleor Commerce
Salesforce.com, Inc.
Salsify
Saltware
Sartura
Sateliot
Sauce Labs Inc
Savoir-faire Linux
Scaleway
Scality Inc.
Scantist Pte. Ltd.
Scarf Systems, Inc
Schaeffler Technologies
Schellman & Company, LLC
Schneider Electric
Schwarz IT GmbH & Co. KG
Science Applications 

International Corporation
Scott Logic Ltd
ScoutAPM
Scribe Security
Seagate Technology LLC
Searce
Second State
SecureKey Technologies, 

Inc.
Seekret Software Security 

Ltd.
Selective Insurance Group
Selector Software, Inc.
Sempre.ai
Senofi
Sense Reply

Sentara Healthcare, Inc.
ServeTheWorld AS
Serverless
Services4-IT
Shanghai Mandao 

Technology Co., LTD
Shanghai Pudong 

Development Bank
Shanghai Sectrend 

Information Technology 
Co.,Ltd

Shanghai Vonechain 
Information Technology 
Co., Ltd

Shanghai Yunzhou 
Information Technology 
Co. Ltd (ZStack)

Shanghai Zhuyun 
Information Technology 
Co., Ltd.

Shenzhen Forms Syntron 
Information Co. Ltd

Shenzhen Goodix 
Technology Co.,Ltd.

Shenzhen Jiangxing 
Intelligence Inc.

Shenzhen Wise2C 
Technology Co.,Ltd

Shenzhen ZhiLiu Technology 
Co., Ltd.

ShiftLeft
Shipa
Shopify Inc.
Shoreline
SiFive
Sibros Technologies
Sidero Labs

Siemens AG
Silicon Laboratories Inc.
SingleStore, Inc.
Singularity Data
Sirius XM Radio Inc.
Sivantos GmbH
Skyloud
Slim.AI
Smallstep
SmartBear Software, Inc.
Smartiful, Inc.
Snapper Future Tech Pvt Ltd
Snow Software Inc
Snyk Limited
SoKube
Soci√©t√© G√©n√©rale
Socket
SoftBank Corp.
SoftIron Inc
Softax SP.j.
Softchoice LP and 

Softchoice Corporation
Software Mind
SoftwareONE AG
SolidRun Ltd
Solo.io
Sonatus, Inc.
Sonatype, Inc.
Sosivio
Spacelift, Inc.
Sparkfabrik srl
Spectral
Spectro Cloud, Inc.
SpeedScale
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SphereEx
Spirent Communications Inc
Splunk Inc.
Spotify AB
Sprint Corporation
Spyderbat
Squarespace, Inc.
StackHawk
Stacklet
Stackwatch Inc
Starburst Data
Stark & Wayne LLC
State Farm Mutual 

Automobile Insurance 
Company

Steamhaus
Stellate
StepZen, Inc.
Sterlite Technologies 

Limited
StorPool Storage AD
Storm Reply GmbH
Strata Identity
Stratascale
Strategic Blue
Stratox Cloud Native
StreamNative
Structsure, LLC
Styra Inc
Successive Technologies
Sumo Logic, Inc.
Super Micro Computer, Inc.
SuperOrbital, LLC.
Superblocks
Supercritical

Suzhou Beyondcent & 
Software Co., Ltd. 
(BoCloud)

Suzuki Motor Corporation
Swisscom
Symbridge LLC
Symphony Communication 

Services LLC
Synax GmbH
Sync Computing
Synechron, Inc.
Syngenio
Synopsys, Inc
SysEleven Gmbh
Sysdig, Inc.

T
TDT AG
TELUS Corporation
TL Consulting Group
TLM Partners
TO THE NEW
Tafi
Tangem AG
Target Corporation
Tata Communications 

Limited
Teal Communications, Inc.
Tech Mahindra Limited
Technology Innovation 

Institute
Tectonic Labs Ltd.
Telaverge Communications
Telechips, Inc.

Telecom Italia Mobile (TIM) 
S.p.A.

Temporal Technologies Inc
Tenable, Inc.
TenneT
TensorSecurity Technology 

Ltd
TensorWorks
TenxCloud
TeraSky
Ternary
Tetrate.io
Teuto.net Netzdienste GmbH
Texas Instruments 

Incorporated
Thales SA
The 4th Paradigm 

Technology Co., Ltd
The Constant Company, LLC 

/ Vultr
The Foundry Visionmongers 

Limited
The Guild
The Medium
The Qt Company Oy
The Scale Factory Limited
Thebes Cloud Management 

Limited
Thnk
Thought Machine Group 

Limited
ThoughtWorks, Inc
Thunder Software 

Technology Co. Ltd.
Tick42
Tidelift, Inc.

TietoEVRY
Tigera, Inc.
Timescale
Timesys Corporation
Timspirit
TmaxCloud
Tokentrust AG
TomTom International B.V.
Torch Consulting Group
Toyota Tsusho Corporation
Traceable
Traceroute42
Traefik Labs SAS
Trail of Bits
Translucent Computing
Transposit Corporation
Transwarp Technology 

(Shanghai) Co., Ltd
Travelers
Travelping GmbH
Trend Micro Incorporated
Trilio Data
True B.V.
Truepic, Inc.
Turk Telekom√ºnikasyon 

A.S.
Turnium Technology Group 

Inc
Tuxera Inc.
Twitter Inc.
Tyk Technologies Ltd.

U
UBS AG
ULAK HABERLESME A.S.

UMB AG
UNIBERG
US Navy
USAA
UWS Inc.
Ubiquitous AI Corporation
Uffizzi
Ultraviolet Consult DOO
UnifabriX
Union.ai
UnionTech Software 

Technology Co., Ltd.
Uniserver
Unisys
Unity Technologies
UpCloud Ltd
Upbound
Upsolver Data, Inc.
Utilidata
UtilityAPI

V
VA Linux Systems Japan K.K.
VES LLC
VEXXHOST, Inc.
VNC Automotive Limited
VSHN AG
ValueCloud
Valve Corporation
Vapor IO
Vattenfall Eldistribution AB
Vaxowave
Veea Inc.
Vega Cloud Inc

Vela
Velocity
VeriSilicon, Inc.
Vertiv
Viable Data
VicOne Inc.
Vicom Infinity, Inc.
Videndum Media Solutions 

Spa
Virtasant
Virtual Power Systems
Visa Inc.
Vodafone Group Plc.
VoerEir AB
Volkswagen 

Aktiengesellschaft

W
WSO2 Inc.
Wallarm
Walmart Inc.
Wanclouds Inc.
Wandelbots
Wargaming.net Limited
WattCarbon
Wavelabs
Wayfair
We.Trade Innovation DAC
WeHealth Solutions PBC
WeScale SAS
Weaveworks Inc.
Webera, LLC
Wegmans Food Markets
Wellington Management 

Company, LLP
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Western Digital Corporation
Wevr
WhaTap Labs Inc
WhiteSource Ltd.
Whitestack LLC
WhizUs GmbH
Wind River Systems, Inc.
Windmill Engineering
Wingtecher Technology Co., Ltd.
Winning Health Technology Group
Wipro Limited
Wistron Corporation
Witekio Holding
Wowjoy Technology
Wuhan Lotus Technology Co.,Ltd

X
Xcalibyte
Xenit AB
XenonStack Inc.
Xevo Inc.
Xi’an Tieke Jingwei Information Technology 

Co.,Ltd. (CARS)
Xilinx Inc
Xopero Software

Y
YLD! Limited
Yahoo Japan Corporation
Yazaki Corporation
Yellowbrick Data
Yotascale

Z
ZEDEDA, Inc.
ZTE Corporation
Zebrium, Inc.
Zeeve Inc
Zelarsoft LLC
ZenHub
Zenlayer Inc
Zerto, Inc.
Zettabytes, Inc.
Zilliz
Zoi
Zoss Team, LLC
ZutaCore
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追悼：Shubhra Kar
今年、私たちは親愛なる友人、同僚、そしてオープ
ンソース コミュニティの真のチャンピオンを失い
ました。当社の CTO である Shubhra Kar は、パン
デミック以降初めて開催した対面式の全社会議
で、LF の従業員全員と一緒にいたときに突然亡く
なりました。

彼と一緒に仕事ができたことを光栄に思った
人は、彼が特別なリーダーであり、素晴らしい
人間だったことを知っているでしょう。何よりも、
Shubhraは、成果の功績を自分自身ではなくチー
ムに速やかに渡すようなリーダーでした。 彼の謙
虚な精神と絶え間ない笑顔は、彼の周りから称
賛されていました。彼は、ここ、LFで構築したワー
ルド クラスのチームを非常に誇りに思っていまし
た。それは、彼のキャリアを通じて、彼を慕ってあ
る組織から別の組織へ移ってきたエンジニアとの
共同作業のおかげでもありました。

また、Shubhraが無私無欲のリーダーであり、報
酬よりも仕事に関心があることも、私たちは知っ
ていました。同時に、彼は非常に野心的で、Linux 
Foundation を変革するだけでなく、世界中の
オープンソース開発コミュニティをサポートするプ
ラットフォームを構築したいと考えていました。そ
れは、彼のチームが LFX プラットフォーム全体の
重要な新しい拡張機能を発表した週でした。それ
は、彼がビジョンを現実に導いたプロジェクトで
した。多くの人 、彼自身のチームのメンバーでさえ
もが、成功への道は不可能だと彼に告げていまし
た。彼は変革をもたらすリーダーであり、彼の遺産
をここに残しました。

彼は自分の仕事とチームに情熱を傾けていまし
たが、それ以上に家族を愛していました。実際、彼
の子供たちは、一日中、ビデオ通話中、彼の後ろに
いることがよくありました. 彼は素晴らしい夫であ
り父親でした。私たちは彼の妻、息子、娘が彼を私
たちと分かち合ってくれたことにとても感謝してい
ます。

Shubhraは特別なリーダーであり、素晴らしい人間でし

た。彼は常に自分自身よりも自分のチームに成果の功

績を認めていました。彼の謙虚な精神と絶え間ない笑

顔は、彼の周りから称賛されました。彼は自分が作り

上げたワールド クラスのチームをとても誇りに思って

いました。彼のチームのエンジニアのほとんどは、あ

る組織から別の組織へと彼を慕って移動した人です。

これは、Shubhraがそういうタイプのマネージャーで

あったことの真の証です。
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986 以上のオープンソース プロジェクト コミュニティにサービスを提供

 Cloud, Containers, & Virtualization 23%

 Networking & Edge 16.5%

 Web & Application Development 12%

 AI, ML, Data, & Analytics 10.4%

 Cross-Technology 5.6%

 Privacy & Security 4.4%

 IoT & Embedded 4.1%

 DevOps, CI/CD, & Site Reliability 3.7%

 Blockchain 3.7%

 Open Source & Compliance 
Best Practices 3.5%

 System Administration 2.4%

 Linux Kernel 2.3%

 System Engineering 2.2%

 Storage 2.2%

 Open Hardware 1.7%

 Safety-Critical Systems 1.4%

 Visual Effects 0.9%

 Open Source Software 73%

 Open Standard / Specification 19%

 Open Data 3%

 Open Hardware 2%

 Peer Network 1%

 Open Governance Network 1%

Project technical 
segment Project type
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進化する Linux カーネルによるイノベーション
セキュリティと並び、より良い世界を創造
するためのオープンソース イノベーショ
ンを育成することもLinux Foundation 
の活動の中心です。昨年、私たちは Linux 
カーネルの 30 周年を祝いました。2022 
年、Linux は開発速度の点で世界のオー
プンソース プロジェクトのトップ 3 に入
っています。各リリースは、世界中の何千
人ものコントリビューターとさまざまな
組織の成果です。カーネル コミュニティ
は、Linux の足跡を拡大し、そのケイパビ
リティを向上させるために、革新的な改善
を着実に、積極的に推進しています。

Dublinで開催された 2022 Linux 
Plumbers イベントの参加者は、より高
速で、より用途が広く、より安全な将来の 
Linux について議論しましたが、同時に新
しいコミットでコードに導入されるバグの
数を減らすためにリグレッション テストの
方法を改善したいという要望も高まって
います。開発者 Thorsten Leemhuis が率
いる新しいカーネル リグレッション トラッ
キング システム regzbot は、現在、初期テ
スト中です。

Rust で開発された最初のモジュールが 
Linux 6.1 で公開される予定であり、メモ

リの安全性に向けた新たな旅の始まり
を示していることは、非常に喜ばしいこと
です。

また、Linux eBPF サブシステム ランタイ
ムが、パケット フィルタリングの範囲を超
えてプロセス スケジューリングの調整を
したり、新しい入力デバイスへの対応を容
易にしたりするユーティリティ ツールに変
わりつつある状況を開発者が示している
ことにわくわくしています。io_uring など
の新機能は、カーネルへの多くのシステム 
コールを排除することで、Linux を大幅に
高速化します。ほとんどのオープンソース 
プロジェクトは健全な寿命が10 年以下で
あることを考えると、なおいっそう、Linux 
がそのイノベーションを加速するスピード
は驚くべきものだといえます。
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Linux Foundationに
ホストされている
アクティブな
オープンソース
プロジェクトは850
以上ある 

2022 年度の
アクティブ メンバー
のコントリビュー
ションは13%増。
148,000件は新しい
コントリビューターに
よるものだった。

Linux Foundation 
オープンソース 
コミュニティは、2022 
年に320万を超える
プロジェクト ビルド
にコントリビュート。

2022年には 135,000
人の開発者が
トレーニング コースに
登録し26,000の認定
を取得。前年比15%増。 

プロジェクト コミュニ
ティによって毎週
5,200 万行以上の
コードが生成されてい
る。前年比13%増。 

LFX Securityは
2022年に
264,000件の
コード脆弱性
を検出し、開発者に
よる迅速な修正を支援。

82万7,000人の開発
者が Linux Foundation
プロジェクトにアクティ
ブにコントリビュートし
ている。2022年には
12%増。 

Linux Foundationが
主催するイベントには
前年比120%増の

合計188,000人
が参加。 

2022年には 17,000
のグローバル組織が 
Linux Foundation
オープンソース
プロジェクトに
コントリビュートした。

LFXメンターシップ
に10,700件の
申し込み
があった。

2022年には

2022年
Linux Foundationは
321の
新しいメンバー
を獲得した。

今年は、LFXクラウド
ファンディングを通じ
て 330万ドルの資金
が調達された。

成長、品質、速度の促進
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イノベーターを称える

歴史を通じて、イノベーションは危機や逆境の時代に
多数生まれてきました。この1年間も例外ではありま
せんでした。PyTorch などの新しいプロジェクトを歓
迎し、Linux Foundation Europe とその OpenWallet 
Foundation を立ち上げ、私たちは引き続きコミュニ
ティを支え、成長させてきました。 

また、紛争鉱物の追跡から、貧しく、隔絶地のコミュニ
ティへのブロードバンドの提供、絶滅危惧種の保護活
動の一環としての動物トラッキングのためのオープン
ソース技術の作成まで、世界を変えることを目指すイ
ノベーションが生まれるのを見てきました。以下に、
2022 年のイノベーションのまとめと、プロジェクトの
イノベーターを紹介します。 

26  LINUX FOUNDATION アニュアル レポート 2022



イノベータ―を称える

世界に影響を与えるイノベーション 

野生生物の保護： 
Peace Parks Foundationと
OpenJS Foundation
The Peace Parks Foundation は、
Node-RED、Electron、jQuery、Lint、
Moment などの OpenJS がホストするテ
クノロジーを活用して、アフリカの国立公
園での密猟と闘っています。彼らは、絶滅
の危機に瀕した野生生物を監視するカメ
ラのネットワークを使用して、密猟者を特
定し、地元の警察にリアルタイムで通知す
る低コストでスケーラブルなシステムを作
成しました。

監視システムは、イベント駆動型アプリ
ケーション用のローコード プログラミング
言語 Node-RED に大きく依存しています。
Node-RED は Node.js 上に構築されてい
るため、ネットワークのエッジで低コスト
のハードウェアやクラウドで実行するのに
最適です。OpenJS テクノロジーにより、限
られたリソースで運用されている Peace 
Parks Foundation のような組織が、大き
な規模で、密猟者と戦い、絶滅の危機に瀕
した生態系を保護することを可能にさせ
ています。

OpenCollar アニマル トラッキ
ングと Zephyr リアルタイム オ
ペレーティング システム
OpenCollar Initiativeは、野生生物モニ
タリングプロジェクト用のオープンソース
のトラッキング首輪(collar)のハードウェ
アおよびソフトウェアを設計、サポート、
展開する保護協調のイニシアティブです。
OpenCollar は、LoRa、GSM、Bluetooth 
LE、および GPS テクノロジーをZephyr リ
アルタイム オペレーティング システム上
に統合し、シームレスな野生生物監視ソ
リューションを提供します。OpenCollar 
Initiative は、ハードウェアとソフトウェア
をオープンソースにすることで、才能のあ
る学生、研究者、技術に精通した保護活動
家を惹きつけ、刺激を与えて、さまざまな
動物のニーズに対応するためのよりカス
タマイズ可能なトラッキング システムを開
発することを目指しています。 

OpenCollar Initiativeは、象用トラッキン
グ首輪の設計と展開から始まり、その後拡
大してきました。現在、サイ、ライオン、チー
ター、ヨーロッパバイソン、野生の犬、およ
びその他の動物をトラッキングするための
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フィールド テスト済みのソリューションを
提供しています。

 ⊲ https://www.zephyrproject.org/
portfolio/opencollar/

 ⊲ https://www.smartparks.org/
opencollar-io/ 

気候変動のデータ モデリング：
OS-Climate
OS-Climate は、気候変動の緩和とその
行動を促進するためのデータとソフトウェ
ア ツールを構築しているオープンソー
スのコラボレーション コミュニティです。
OS-Climate は、グリーン テクノロジー、イ
ンフラストラクチャー、およびビジネスプラ
クティスへの投資シフトを加速するために
設立され、業界全体のステークホルダー
が持続可能性の目標達成に向け連携する
のを支援しています。この連携により、新し
いビジネス モデルの採用を加速し、Paris 
Climate Accords（パリ気候協定）で大枠
として定めた目標を達成するための行動
を進めることができます。

OS-Climate は、利用可能なデータ、モデ
リング、コンピューター サイエンスの最良
の成果を一体化することで、気候に優し
い経済活動に基づいて構築される未来

に、組織が備えるのを支援しています。本
コミュニティは、AI により強化された物理
的経済モデルの開発に取り組んでいます。
そのようなモデルは、オペレーティング シ
ステムのように機能し、気候統合型投資 
(climate-integrated investing) のため
の強力なアプリケーションを提供可能に
します。

電気自動車のオープン充電：
EVerest (LF Energy)
電気自動車 (EV) の需要が高まり続ける
中、LF Energy の EVerest プロジェクト
は、EV 充電インフラストラクチャー用の
オープンソース ソフトウェア スタックを開
発しています。EVerest プロジェクトは、EV 
充電ソリューションの展開を加速し、相互
運用性を確保し、孤立したインフラストラ
クチャーを回避することを目的としていま
す。モジュール性とカスタマイズ性を念頭
に置いて開発された EVerest は、スマー
ト充電、DC 充電、双方向充電、さらには
停電時に使用するための緊急エネルギー 
バックアップを含む、あらゆるタイプの高
速充電ステーションで動作します。

EVerest は、EV 充電の世界でオープン
ソースのすべての利点を活用することによ
り、エレクトロモビリティ(e-mobility)のイ

ノベーションと採用を促進しています。将
来的には、このプロジェクトは、ローカル
エネルギー管理、太陽光発電(PV)統合、グ
リッド対応などの新機能の提供にフォー
カスしていく予定です。

鉱山から製造業者まで、紛争鉱
物のトレーサビリティ：Circulor 
(Hyperledger Foundation メ
ンバー) 
Circulor のブロックチェーンベースのシ
ステムは、待ち望まれていたタンタルの鉱
山から製造業者までの出所、来歴を提供
する史上初の紛争鉱物のためのトレーサ
ビリティ ソリューションです。Circulor を
使用することで、製造業者は、ルワンダで
購入したタンタル鉱石の採掘、輸送、加工
を、OECD が承認した条件の下で、奴隷労

働や児童労働なしで確実に行うことがで
きます。

タンタルは、太陽系で最も希少な化学元
素の 1 つであり、さまざまな業界で需要
が高まっています。また、紛争鉱物でもあ
ります。つまり、その供給の一部は、奴隷
にされた人々や子供たちを採掘に参加さ
せているコンゴの武装勢力から来ていま
す。OECD、米国、EUは トレーサビリティを
改善するための規制法を通過させました
が、これまで鉱山から製造業者までタンタ
ルを正確に追跡する方法はありませんで
した。Hyperledger Fabric を使用して構
築された Circulor のトレーサビリティ ソリ
ューションを使用することで、製造業者と
各国政府は、タンタルなどの希土類元素
が倫理的かつ持続可能な方法で調達され
ていることを確認することができます。

Circulor のブロックチェーンベースのシステム：史上初の紛争鉱物の鉱山から製造業者までの 
トレーサビリティ ソリューション。 
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従業員と学生の健康診断：
Cardea

LF Public HealthのCardeaプロジェクト
は、健康データを共有するための、分散化
されたオープンソースの個人情報保護ソ
リューションです。Cardea プロジェクトは
当初、COVID-19 の検査とワクチン接種の
ための健康データの共有をサポートする
ために構築されましたが、その後拡大し、
企業従業員と学生の健康確認や薬物検
査での使用事例が追加されました。

Cardea の基盤となるアーキテクチャー
は、センシティブなプライバシー情報を共
有するために最適化されています。個人の
健康データを改ざんのできないデジタル
認証情報として送信でき、同意に基づいて
のみ特定のデータを共有することができ
ます。これは、紙ベースの方法に依存して
学生や従業員の健康要件を確認している
大学や組織に最適です。Cardea は、便利
で、デジタル処理に適し、プライバシー保
護を優先した方法で個人の健康証明書を
確認できます。

十分なサービスを受けていない
コミュニティのネットワーク ア
クセスを改善：Magma

Magmaプロジェクトは、辺鄙な地域や社
会的に十分なサービスを受けていないコ
ミュニティが、インターネットや LTE ネット
ワーキングへのアクセスを改善できるよう
支援しています。豊富なネットワークポリ
シーを持つ エッジとシンプルなネットワー
ク機器構成を採用し、広範囲な適用を可
能にいているMagmaプロジェクトの設計
は、さまざまな低サービス地域で使用で
きるように、柔軟でスケーラブルな低コス
トのネットワーク ソリューションを提供し
ます。北米に広がるFirst Nationsコミュニ
ティは、Magma を利用したプライベート 
LTE ネットワークを使用してインターネッ
ト アクセスを制御できるようになり、重要
な通信とともに、同コミュニティの文化資
産関連の通信をサポートできるようになり
ました。 

オープンソース ソフトウェアをよ
りセキュアに：OpenSSF

Open Source Security Foundation 
(OpenSSF) は、政府と業界のリーダーを
集めて、オープンソース ソフトウェアのセ
キュリティの状況を改善します。2022 年に 

OpenSSF によって、対象を絞ったイニシア
ティブがいくつかリリースされました。これ
には、教育コース、ベストプラクティス、ワシ
ントン D.C. のオープンソース サミットが含
まれ、政府と業界の代表者が集まり、オー
プンソース セキュリティへの行動と投資に
ついて議論しました。

OpenSSF によって促された業界横断的
な会話は、オープンソース ソフトウェアの
セキュリティの状況を改善するための 10 
ワークストリームへの投資を特定し、それ
を実行する包括的な「動員プラン」の発表
につながりました。OpenSSF はまた、さま
ざまな重要オープンソース プロジェクトの
セキュリティ チームやプロジェクトに資金
を提供し、また、セキュアなソフトウェア開
発を可能にするための新しいツールもリ
リースしました。OpenSSFは95 を超えるメ
ンバー組織の支持を得て、私たちの世界を
動かしているオープンソース ソフトウェアを
よりセキュアにするために実行可能な措置
を講じています。

OSS North America 2022
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ようこそ.
PyTorch Foundation
9月、私たちは PyTorch を Linux 
Foundation 下の新しいプロジェクトと
して受け入れ、PyTorch Foundation を
設立しました。2016年の最初のリリース
以来、2,400 人を超えるコントリビュー
ターと180,000 を超える組織が、学術
研究および本番環境で、 PyTorch ML フ
レームワークを採用しています。そして
昨年、PyTorch は 65,000 以上のコード
コミットを数え、Linux カーネルおよび
Kubernetes と並んで、世界で最も急速に
成長している 5 つのオープンソース ソフト
ウェア コミュニティの 1 つになりました。

PyTorch は、世界で最も重要で成功して
いる機械学習ソフトウェア プロジェクトの 
1 つです。このプロジェクトでLFを信頼し
てくれた Meta のチームと、Amazon Web 
Services、AMD、Google、Microsoft、
NVIDIA の創設メンバーに感謝します。

来年は、PyTorch が AI および 機械学習
コミュニティで確立した成功をさらに発展
させていくことを楽しみにしています。人
工知能と機械学習は、オープンソースの
中で、重要なテクノロジーであり続けてお
り、Linux Foundation の中立的な拠点が 
PyTorch コミュニティにさらに多様なコン
トリビューションをもたらすことを私たち
は知っています。PyTorch に中立的なホー
ムを提供することで、さらなるコラボレー
ション、イノベーション、および成長の可能
性が開かれます。PyTorch のメンテナーと
コントリビューターに、トレーニング、認定
プログラム、および LFXプラットフォームへ
のアクセスを提供できることを嬉しく思い
ます。

Mark Zuckerberg が、最初に、彼の Facebook ページで PyTorch 
Foundation を発表しました。

Linux カーネルの創作者である Linus Torvalds (左) は、今年、Dublinで開催された Open Source 
Summit Europe で、PyTorch の創作者である Soumith Chintala (右) と会談しました。
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ヨーロッパのイノベーションへの投資：.
Linux Foundation Europeの立ち上げ 
デジタル トランスフォーメーションのペー
スがヨーロッパで加速しているため、私た
ちは、この地域でのプレゼンスを確立し、
競争上の重要な差別化要因としてのオー
プンソースの役割を促進する必要がある
ことを認識しました。ヨーロッパのオープ
ンソース コミュニティに根をおろすことに
より、地域で協力しながらグローバルに
オープンソースのイノベーションを推進す
るという高い理想を追求し、またヨーロッ
パ流儀のオープンソース イノベーターに
中立的な場を提供するというビジョンを
明確にしています。

9月、アイルランドのDublinで開催され
た Open Source Summit Europe で、
15 を超える創設メンバーと共に Linux 
Foundation Europe を正式に立ち上げ
ました。Brusselsを拠点とする非営利団
体であり、ゼネラル マネージャーとして 
Gabriele Columbro が率いる予定です。
彼はイタリア生まれで、ヨーロッパのオー
プンソース エコシステムの長年の支援者
です。

 

同ファウンデーションの使命は、ヨーロッ
パのすべてのオープンソース支持者が直
面する課題と機会に焦点を当て、オープ
ン コラボレーションの取り組みの成長を
加速させることです。Linux Foundation 
Europe は、公共部門と民間部門の人々
に、参加のための入り口を提供し、ヨー

ロッパのプロジェクトと企業が協調し、大
きな成果が出せるようにします。

Linux Foundation のエグゼクティブ ディ
レクター Jim Zemlin は、この地域の機会
について次のように説明しました。

世界中のさまざまな地域で次のように言
われています。「私たちは独自のデジタル 
コミュニティと大きなデジタル エコノミー
を持ちたいと考えています。この地域で、
私たちは新しい雇用を創出し、イノベー
ションを促進したいと考えています。その
理由は、地域の固有の状況が存在するこ
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ともあるし、あるいは、この地域の人々同
士であれば、お互いにより迅速に理解し、
協調することができるからです。」そこで、
自由で、有機的で、グローバルなイノベー
ション エンジンがオープンソースであると
いうことで、各地域でのバランスも保たれ
ます。

ヨーロッパには、個人から企業、政府に
至るまで、オープンソース コントリビュー
ターの活発なコミュニティがあり、地域
や世界にプラスの影響を与えるイノベー
ションを提供しています。今日、政策立案
者は、Digital Commonsやデジタル主権
(digital sovereignty)など、野心的なヨー
ロッパ全体の目標を達成するためのユ
ニークなツールとして、オープンソースを
広く認識しています。Columbroによれば、

「LFはすでにヨーロッパにあります。メン
バー組織の 3 分の 1 以上がヨーロッパ出
身で、地域間で均等に分かれています。で
は、なぜ Linux Foundation のヨーロッ
パ支部を立ち上げるのでしょうか? 第一の
理由は、ヨーロッパが、目標を調整し、国
境を越えた協力の枠組みを定義する超国
家的組織 (E.U.) を含むユニークな地域で
あることです。そして、この種のコラボレー
ションをサポートするニーズがあることに
気付きました。ヨーロッパは、オープンソー
スによるイノベーション リーダーシップ

を発揮する大きな可能性を秘めていると
私が考える地域です。私たちは、ここヨー
ロッパでスタートするコラボレーションを
確実に実現し、その後、世界規模にまで拡
大したいと考えています。」

立ち上げの際、私たちは Scott Logic と共
同で調査した World of Open Source: 
Europe Spotlight 2022 を公開しまし
た。この調査では、ヨーロッパ全体のオー
プンソースの状況が説明されています。
同サミットで、Linux FoundationのVP of 
Researchを務める Hilary Carter は、次
のように述べています。	
「この調査は、オープンソースは依然とし
てDigital Commonsを育成するための
政治と無関係で、キーとなるものであり、
ヨーロッパで生まれ、世界中で使用され
る事実上の標準になるイノベーションを
可能にするものであることを示していま
す。」

OSS EU Dublin
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OpenWallet Foundation：デジタル ウォレットの相互運用性を促進 
Dublinで開催された Open Source 
Summit Europe で発表されたように、
LF Europe の最初のプロジェクトである 
OpenWallet Foundation (OWF) の使命
は、誰もがソリューションを構築するため
に使用できる、セキュアで、相互運用可能
な多目的ウォレットを作成するためのオー
プンソース エンジンを開発することです。

OWF は、相互運用可能で、セキュアで、プ
ライバシーを保護するウォレットを構築す
るための出発点として、誰もが使用できる
オープンソースコードでの協調作業を通じ
て、デジタル ウォレット テクノロジーのベ
ストプラクティスを整えることを目的とし
ています。
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立ち上げから2か月も経たないうちに、LF 
Europe は最初にホストするプロジェクト
としてSylva を発表しました。

ヨーロッパの主要な通信事業者とベン
ダー (Deutsche Telekom、Ericsson、
Nokia、Orange、Telecom Italia、
Telefonica、および Vodafone) とのコラ
ボレーションである Sylva は、ヨーロッパ
において、新しいオープンソースの実運用
可能なレベルの通信事業者向けクラウド
スタックを作成することを目的に創設され
ています。Sylva の共通クラウド ソフトウェ
ア フレームワークとそれに隣接するリファ
レンス実装は、通信とエッジ サービスの
クラウド インフラストラクチャー レイヤー
のフラグメンテーションを減らし、既存の
オープンソース プロジェクト上で、実装、
拡張していくことができます。

Sylva プロジェクトの具体的な目標には
次のものが含まれています。

 ⊲要件に優先順位を付け、既存のオープ
ンソース コンポーネントの範囲で統合
されたソリューションを開発し、商用製
品内で活用される実運用可能なレベル
のソリューションを作成するクラウド ソ
フトウェア フレームワークをリリースす
ること。

 ⊲このクラウド ソフトウェア フレーム
ワークのリファレンス実装を開発し、ク
ラウド内にネットワーク機能の採用を
加速させために、統合・検証用プログラ
ムを作成すること。

Sylva について詳しくは、 https://gitlab.
com/sylva-projects/sylva をご覧くだ
さい。
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ソフトウェア サプライチェーンの	
セキュリティ

Linux Foundation は、2022 年の大部分を費やして、社
会にとって重要であり、繰り返しニュースで取り上げられ
ているオープンソース ソフトウェア (OSS) サプライチェー
ンをセキュアにするという緊急のタスクに対応するため
のコミュニティの構築に取り組みました。このセクショ
ンは、Open Source Security Foundation (OpenSSF)、
OpenChain、SPDX、および Linux Foundation の下で活
動するその他のサイバーセキュリティ活動に関する詳細
な情報が含まれています。
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ソフトウェア サプライチェーンのセキュリティ

世界中で公共部門が.
オープンソース ソフトウェアに関与
2022 年を通じて、Linux Foundation は、
オープンソース ソフトウェア (OSS) コミュ
ニティとそのエコシステムの持続可能性
に関するいくつかの重要な会話の中心に
いました。私たちの世界中での取り組みの
多くは、セキュリティを含めオープンソース 
ソフトウェアについて公共部門および民間
部門のリーダーを教育することにフォーカ
スしてきました。具体的には、次の 3 つが
重点分野になっています。

1.	OSS エコシステムにおけるセキュリ
ティの向上とシステミック リスクの軽
減

2.	トレーニングと教育の取り組みを改善
して人材不足を解消

3.	オープンであることの価値とコミュニ
ティの重要性の啓蒙

これには、米国、シンガポール、日本、英
国、EU などのサイバーセキュリティ リー
ダーとの間で行われたプレゼンテーショ
ン、情報請求に対する回答、非公式の議論
が含まれます。
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ソフトウェア サプライチェーンのセキュリティ

OpenSSF

１ https://openssf.org/blog/2022/09/13/alpha-omega-project-announces-over-1-5m-in-grants-to-critical-open-source-projects-and-new-omega-analysis-toolchain/ 
２ https://openssf.org/blog/2022/07/20/openssf-supports-movements-toward-multi-factor-authentication/

OpenSSF は、ターゲットを絞った活動、
教育、およびベストプラクティスを通じた 
OSS セキュリティの改善に向け、リーダー
を結集させる業界を超えたコラボレー
ションです。2022 年を通して、OpenSSF 
メンバーシップは 95 メンバーに増加しま
した。プレミア メンバーは、1Password、
AWS、Atlassian、Capital One、Cisco、
Citi、Coinbase、Dell Technologies、
Ericsson、Fidelity、GitHub、Google、
Huawei、Intel、IBM、JFrog、JPMorgan 
Chase、Meta、Microsoft、Morgan 
Stanley、Oracle、Red Hat、Snyk、
Sonatype、VMware、Wiproです。

2022年のハイライト

 ⊲ 2022 年 1 月、米国ホワイトハウスは、
多くの米国連邦機関のリーダーや専門
家とともに、OSS サプライチェーンの課
題を特定し、リスクを低減させ、レジリ
エンスを高める方法に関するアイデア
を共有するために、オープンソース開発
者、商用エコシステムに渡り横断的に
代表者を招集。Linux Foundation は 
OpenSSF とともにこの会議に参加。

フォローアップとして、OpenSSF は 5 
月にOpen Source Software Security 
Summit IIを主催、37 社の企業と米国
政府から 90 人を超える幹部と指導者
を集めて、OSS のレジリエンスとセキュ
リティを向上させるための重要な行動
について合意。

 ⊲ Open Source Software Security 
Summit II の期間中、OpenSSF は 
Open Source Software Security 
Mobilization Plan（訳題：『OSS セ
キュリティのための動員プラン』） を
リリースし、OSS セキュリティを改善す
るために、 3,000 万ドルの投資を確約
し、発表。動員プランは、十分に吟味さ
れたソリューションを迅速に前進させ、
世界中の OSS セキュリティを即座に改
善し、より安全な未来のための強力な
基盤を構築する 10 のワークストリー
ムへの投資を概説。2022 年を通して、
OpenSSF コミュニティは動員プランに
基づいて行動、2023 年以降も継続予
定。

 ⊲ OpenSSF は Alpha-Omega プロ
ジェクトを開始。「Alpha」部分は、プ
ロジェクト メンテナーと協力してプロ
ジェクトのセキュリティ体勢を改善す
ることにより、グローバルな OSS サ
プライチェーンのセキュリティを向上。
「Omega」の部分は、オープンソー
ス コードの新しいまだ発見されてい
ない脆弱性を体系的に探して修正。
Alpha-Omega は、Node.js、Eclipse 
Foundation、Python Software 
Foundation、および Rust Foundation 
を支援するために、OpenJS 
Foundation に総額 150 万ドルの助成
金を支出。たとえば、Rust Foundation 
への資金提供は、Rust エコシステムの
脅威モデリングや Rust のビルド、デプ
ロイ インフラストラクチャーのセキュリ
ティ評価など、セキュリティ強化のため
のもの。１

 ⊲ Sigstore は、OSS に対する署名、検
証、保護に大きなコントリビューショ
ンと採用拡大を継続しており、ソフト
ウェア サプライチェーンのインテグリ
ティを改善し、また、開発者が日々の
作業でセキュリティを実装する際に直
面するオーバヘッドを軽減することを
促進。2022 年 6 月、ソフトウェア開発
者、DevOps エンジニア、セキュリティ 
エンジニア、ソフトウェア メンテナー
は、Sigstore による新しい無料コース、
「Securing Your Software Supply 
Chain with Sigstore」を受講。

 ⊲重要なオープンソースプロジェクトの開
発者が多要素認証 (MFA: multi-factor 
authentication) のより広範な採用を
奨励する中で、OpenSSF Technical 
Advisory Council は、さまざまな組
織で MFA の使用を増やすためのさ
まざまな取り組みを、公開的に、強い
言葉で、支持。２ Securing Critical 
Projects Working Group (WG) は、
2021 ～ 2022 年に最も重要な 100 の
オープンソース プロジェクトの開発者
に、「Great MFA Distribution」として
知られる無料の MFA トークンの数百の
コードの配布を協調して推進。
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ソフトウェア サプライチェーンのセキュリティ

 ⊲ Best Practices for Open Source Developers 
WG は、無料の開発トレーニング コース 
Developing Secure Software Training 
Courseを改善、セキュリティのベストプラク
ティスに対する認識と教育を強化。同コー
スは現在、Linux Foundation Training & 
Certification プラットフォーム、edX、および
さまざまな組織の学習管理システムを通じて
利用でき、8,000 人を超える登録者。このコー
スは今年更新され、最近より顕著になった攻
撃(CWE Top 25 および OWASP Top 10 によ
る)に対処するとともに、機械学習を使用する
システムの保護などのトピックスをカバーする
資料を追加。また、Developing More Secure 
Software and Evaluating Open Source 
Softwareに関する簡潔なガイド (Concise 
Guides) をリリースし、さらに人気のある npm 
パッケージ マネージャーを使用しているユー
ザー向けにnpm Best Practices Guideを提
供。OpenSSF Best Practices バッジには現
在、5,000 以上の参加プロジェクトと 850 以上
の合格プロジェクトが存在。

 ⊲ Best Practices WG は、GitHub Actionsや 
REST API などの新しいScorecards機能をリ
リースし、セキュリティ チェック、オープンソー
ス エコシステムの拡張されたスキャン機能、
およびバッジを追加。1,600 を超えるリポジト
リがScorecardsを使用して、ベストプラクティ
スをソフトウェア開発ライフサイクルに組み込
み、継続的な改善を図っている。

 ⊲ Vulnerability Disclosures WG は、セキュ
リティ研究者（別名：Finders）にフォーカ
スした新しいガイドGuide for Security 
Researchers to Coordinate Vulnerability 
Disclosures with Open Source Software 
Projectsを作成することにより、脆弱性開示に
対するオープンソースでの協調方法を改善し、
次の段階の進化を提示。

 ⊲Mobilization Plan（動員プラン）の重要な要
素の1つは、SBOM Everywhere という表現
で提案している部分であり、オープンソース エ
コシステムのセキュリティ体勢を改善するため
の基本的なビルディング ブロックとしてソフト
ウェア部品表 (SBOM) を使用すること。SBOM 
Everywhere Special Interest Group (SIG) は 
Security Tooling WG の下で発足。その最初の
取り組みとして、SBOM の作成と処理をサポー
トする SPDX Python ライブラリの作業に資金
を提供。

OpenSSF General Managerである Brian Behlendorf (右から 2 番目) は、 
Linux Foundation、IBM、および Microsoft の幹部と共に登壇した。 

Open Source Security Summit II
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ソフトウェア サプライチェーンのセキュリティ

 ⊲ Security Tooling WG は、Fuzz 
Introspector をリリース。多くの開発
ワークフローは、ファジング テストを頼
りにするようになった。これは、クラッ
シュやその他の問題を引き起こすこと
を狙い、ソフトウェアに予期しない入
力を与えることによってバグを見つける
自動化された手法。ファジング テスト
は、脆弱性の発見において重要な役割
を果たす。ただし、今日のファジングテ
ストは、一部のコード領域の効果的な
ファジングテストを妨げる障害物 (「ブ
ロッカー」) にぶつかることがよくある。
Fuzz Introspector は、開発者が (1) 
ファジング テストを使用するプロジェ
クトを改善すること、(2) (ツール開発者
が現在の問題を理解できるようにする
ことで) ファザー(fuzzer：ファズデータ
投入ツール)自体を改善すること、の二
点を目標として、ファジング カバレッジ 
ブロッカーを特定して解決できるように
するための実用的な洞察を提供)。３

 ⊲ OpenSSF Supply Chain Integrity WG 
は、Supply chain Levels for Software 
Artifacts (SLSA) (salsa:サルサと発音) 
のの改良のために、引き続き取り組ん
でいます。これは、改ざんを防止し、イ
ンテグリティを向上させ、パッケージと

３ https://openssf.org/blog/2022/06/09/introducing-fuzz-introspector-an-openssf-tool-to-improve-fuzzing-
coverage/

インフラストラクチャーをセキュアにす
るための標準と管理のチェックリストで
す。ドラフト バージョンはすでに公開さ
れており、「バージョン 1.0」のリリース
に向けて改良を続けています。ワーキン
グ グループは、Secure Supply Chain 
Consumption Framework (S2C2F) ガ
イドをさらに開発し、継続的に強化す
るために、S2C2Fの補完的な作業も開
始しています。このガイドは、開発者の
ワークフローで OSS ディペンデンシー
をセキュアに利用する方法について概
説し、明示しています。

 ⊲ OpenSSF は 2 つの新しい WG を
追加しました。Securing Software 
Repositories WG は、「ソフトウェアリ
ポジトリを強化し、セキュアにするため
の新しいツールとテクノロジーの導入を
調整推進するための協調環境を提供し
ます。」End Users WG は、「オープン
ソースを開発するのではなく、主に使用
する立場の公共および民間部門の組織
の利益を代表しています。」

 ⊲ OpenSSF は、オースチンで開催さ
れたOpen Source Summits North 
America、およびダブリンで開催され
た同サミット Europeで OpenSSF Day 
を主催し、オープンソースコミュニティ

OpenSSF Day, OSS NA 2022, Austin

企業やプロジェクトにとってセキュリティは常に最大の関心事であり、優先事項。 
オープンソースに大きく依存している場合、心配を引き起こすこともある。
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ソフトウェア サプライチェーンのセキュリティ

OpenSSF Day, OSS 2022 Europe

メンテナーの視点

「私は Sigstore の Rekor および Cosign プロジェクトのメンテ
ナーです。また、Rekor と Fulcio のパブリック サービスの一般
提供にも取り組んでいます。Sigstoreに関わることを決めた理
由はいくつかあります。まず、Sigstore の使命に説得力があり、
重要でやりがいのある仕事をしていると思えるプロジェクトに
取り組みたいと思ったからです。

サプライチェーンのセキュリティは大きな問題であり、やるべき
ことはたくさんあります。Sigstore の影響は大きいと思いました。また、誰もが簡単にセキュリティ
を利用できるオープンソース プロジェクトであることも気に入りました。私が参加したいと思っ
た、もう 1つの主な理由は、コミュニティでした。Sigstore コミュニティはとても歓迎してくれ、一緒
に仕事をするのが楽しく、Sigstore での経験は本当にポジティブなものになりました。」 

—Priya Wadhwa, Software Engineer, Chainguard

OpenSSF Day, OSS 2022 Europe

を集めて、課題、ソリューションの全体像、進
行中の作業、および OSS サプライチェーンの
セキュア化の成功例について話し合いました。
OpenSSF Daysは中国と日本でも開催されま
す。

 ⊲ OpenSSF の GM Brian Behlendorf は、U.S. 
House of Representatives Committee on 
Science, Space, and Technology（米国下院の
科学・宇宙・技術委員会）で、OpenSSF および、
より広範なOSS コミュニティ内で OSS のセキュ
リティと信頼性を向上させるために行われてい
る作業について証言。
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OpenChain プロジェクトの使命の中核は、サ
プライチェーンにおける信頼を構築すること
です。 ISO/IEC OpenChain 仕様 5230:2020 
は、オープンソース コンプライアンスの国際標
準であり、サプライチェーンでの信頼を構築し
ます。 

次のステップは、高品質なオープンソースのセ
キュリティ保証プログラムの主要な要件を特
定することです。

10月には、OpenChain Security Assurance 
Specification のバージョン 1.0 をリリースし
ました。これは、グローバルな OpenChain コ
ミュニティで、1年以上をかけた作業の成果で
す。これは、セキュリティ コンプライアンスに関
連するオープンソースの管理に適用されるも
のです。これは、ライセンス コンプライアンスと
近い領域にはありますが、異なるものと考えて
います。

当初、この仕様のスコープは、公開されてい
る既知のセキュリティ脆弱性の問題 (CVE、
GitHub Dependabot alerts、パッケージ マ
ネージャー アラートなど) に関して、組織が
オープンソースを精査できることに限定されて
います。セキュリティ保証仕様のスコープは、コ
ミュニティのフィードバックに基づいて、時間の
経過とともに拡大する可能性があります。

今後ISO/IEC JTC-1 PAS 提出に進み、完了予
定日は 2023 年半ばです。それまでの間も、私
たちのセキュリティ保証仕様が、デファクト ス
タンダードとして市場で採用されるための準
備は整っています。

Software Package Data 
Exchange (SPDX)

 ⊲ソフトウェア サプライチェーンを改善する上で重要な課題の1つは、
SBOM を通じてソフトウェアの透明性を改善することです。Linux 
Foundation は、2021 年の ISO 標準化を含め、Software Package 
Data Exchange (SPDX) の開発を通じて、この取り組みの主要な役割
を果たしてきました。

 ⊲ SPDX バージョン2.3 の開発作業が進行中です。SPDX 2.3 では、パッ
ケージの目的を記録するフィールドの追加や、より多くのハッシュ ア
ルゴリズムのサポートの追加など、他の交換フォーマットとの相互運
用性が改善されています。SPDX 2.3 では、新しい関係タイプ (要素間
のリンクをさらに説明するため)、新しい時間情報フィールド、および
外部資料を参照する方法も追加されています。

IMAGE BY PETE LINFORTH: PIXABAY
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Linux Foundation での.
セキュリティ関連活動
OpenSSF などのプロジェクトがすべてのソフトウェアを書き換えること
はできません。したがって、各 Linux Foundation プロジェクトは、自身の
ユーザーのために安全なソフトウェアを開発する責任があります。ただ
し、Linux Foundation は、他のグループによって開発されたマテリアル
を共有するなど、その多くのファウンデーションやプロジェクトがこれを
達成するのを支援しています。Cloud Native Computing Foundation 
(CNCF) などの一部のファウンデーションには、それぞれのドメインのセ
キュリティ問題に特化した独自のグループがあります。攻撃者に対抗する
ために、これらのファウンデーションやプロジェクト間のコラボレーション
を引き続き促進していきます。

Internet Security Research Group (ISRG)
ISRG の Let’s Encrypt プロジェクトは、無
料の自動化された SSL/TLS 証明書を 3 億以
上の Web サイトに提供しています。このプロ
ジェクトは継続的に成功を収めており、セキュ
リティと安定性で優れた記録を残しています。
今年、Let’s Encrypt は、早期の証明書更新
をシームレスかつ自動化する新しい業界用機
能で最先端を走っています。この機能により、
Let’s Encrypt を毎日利用している何十億の
人々に、向上した俊敏性とレジリエンスを提供
します。

ISRG は、Divvi Up と呼ばれるプライバシー
保護メトリクスサービスも運営しています。こ
のプロジェクトは、Web およびモバイル アプ
リケーションによって収集されたデータを集約
し、匿名化することにより、データのプライバ
シーを劇的に改善することを目的としていま
す。Divvi Up は 2023 年に、基本プロトコルを
業界標準として完成させ、最初の加入者を獲
得する予定です。 

Prossimo は、ISRG が運営する三番目のプロ
ジェクトで、インターネットの最も重要なインフ
ラストラクチャーにメモリ安全性をもたらすこ
とにフォーカスしています。このプロジェクトは
過去 1 年間、インターネット上のメモリ安全性
を向上させるためのコードで多大なコントリ
ビューションを行いました。Rust で記述された
コードがLinux カーネルにマージされ、メモリ
セーフな NTP クライアントとサーバーの実装
が完成したことで 1 年を締めくくりました。

PHOTO BY MAREK PIWNICKI: UNSPLASH
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LF Research：	
オープンソース イノベーションの	
影響力の評価

2021 年の発足以来、LF Research は、オープンソース
のあらゆる側面を調査し、一連の詳細なレポートを
公開してきました。LF Research は、実証研究で得た
ベストプラクティスを使用し、コミュニティの現在の傾
向、課題、および機会に対して、詳細なデータ分析と、
より豊富な視点を提供し、将来のオープンソース戦略
を形成するための実用的な洞察を提供します。 
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2022年：洞察の年
研究開発プロセスへの開発者、コミュニ
ティ リーダー、およびLFメンバー組織の参
加のおかげで、最初の LF Research の出
版物は、オープンソースに備わる革新の機
会をサポートするための新たな徴証を提
供し、ステークホルダーを巻き込むエキサ
イティングな新しいチャネルを作り出しま
した。オープンソース プロジェクト コミュ
ニティの視野、影響力、その到達範囲は、
すべて私たちの周りにあり、LF Research 
の成果物によって捉えられ、新しくデザイ
ンされた LF Research のホームページか
らそれをアクセスできます。

過去 1 年間、私たちは 20 以上のレポート
とリサーチ ニュースレターを発行してきま
した。それぞれのレポートでは、オープン
ソースがどのようにしてイノベーションを
促進し、付加価値をもたらしているかを説
明しています。

 

人にフォーカスを当てる： 
メンテナーシップと 
メンターシップ

私たちの中心的かつプロジェクトにフォー
カスした研究活動の中には、私たちの最
も重要なリソースであるオープンソース 
プロジェクト コミュニティを指揮している
人々を調査する新しい研究があります。こ
れらの人々には、オープンソースのセキュ
リティ、開発速度、イノベーションに影響を
与える重要な決定を下すだけでなく、メン
ターシップやその他のボランティア プログ
ラムに参加し、明日のコミッターやメンテ
ナーの育成しているメンテナーも含まれ
ます。

Linux Foundation は、オープンソース コ
ントリビューターのダイナミクスについて
の理解を広げることを長い間重視してき
ました。特に、Laboratory of Innovation 
Science at Harvard (LISH) と提携した
最近の FOSS Contributor Survey レ
ポートや、2021 年のレポート、Diversity, 
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Equity, and Inclusion in Open 
Source（日本語版はこちら）でそれを見る
ことができます。これらのレポートから得
られた重要な調査結果は、ソフトウェア サ
プライチェーンをセキュアにし、影響力の
大きいイノベーションとコミュニティを生
み出し、維持する上で、オープンソース開
発者が果たす重要な役割に関するその後
の調査に大きな影響を与えました。

2022 年、LF Research は、オープンソー
ス プロジェクト コミュニティ全体で「スー
パー コーダー（卓越したプログラマー）」
をより適切にサポートする方法を探るた
め、メンテナーやコミッターを中心とした
調査研究をいくつか開始しました。その過
程で、参加者の新しいコホート（仲間）が彼
らの足跡をたどり、学習し、成長し、成功す
るよう刺激したいと考えています。以下は、
メンテナーやコミッターのような人間中心
の研究の例です。

 ⊲ Addressing Cybersecurity 
Challenges in OSS：	
この調査は、LF Research、OpenSSF、
Snyk、Eclipse Foundation、CNCF、
CI/CD Foundation とのパートナーシッ
プで開始され、OSS におけるセキュリ
ティの課題を特定しています。このプロ

ジェクトは、OSS のメンテナーとコン
トリビューターへの一連の率直なイン
タビューから始まりました。多くのアン
ケート配布パートナーのおかげで、500 
を超える調査回答者から洞察が得られ
ました。その結果、セキュリティプロト
コルを要求するポリシーが不足してい
る、ディペンデンンシーが効果的に管
理されていないことが多い、といった、
組織のレベルを含め、クリティカルなソ
フトウェア セキュリティ開発での課題
を深く掘り下げることができています。

 ⊲ Critical Maintainers in Open 
Source: Motivations, Community 
Dynamics, and Challenges (2022 年
第 4 四半期)： 
成功するメンテナーの条件とは? 一連
のベストプラクティスを特定して、成文
化することはできますか? また、オープ
ンソース コミュニティはそれらの実現
のためにどのようにサポートするのが最
善でしょうか?	
「重要なメンテナー」に関する現在の
研究は、これらの質問、およびさらに多
くの質問に答えるように準備されていま
す。このプロジェクトは、最もクリティ
カルなオープンソース プロジェクトの
指揮を執る 25 人のメンテナーと重要
なプロジェクト コントリビューターに対

して実施された一連の本質をつくイン
タビューから得られた洞察を明らかに
します。対象者の多くは、LISH と共同
で発行された Census II レポートで特
定されました。調査結果は、メンテナー
の動機を明らかにし、彼らのコミュニ
ティとプロジェクトがどのように機能し
ているのかを説明し、彼らが経験してい
る問題を特定し、学んだ貴重な教訓を
共有します。

 ⊲Mentorship in Open Source: 
Exploring the Intrinsic, Economic, 
and Career Values of Open Source 
Mentorship Programs (2022年第4四
半期)：	
近く公開されるこのレポートでは、メ
ンターシップ プログラムが、次世代の
オープンソース開発者の募集、研修、
育成にどのように影響するかを調査し
ています。その中には、将来プロジェク
ト メンテナーになる人もいるでしょう。
オープンソース メンテナーの継承に
関連する一連の課題を探り、開発者コ
ミュニティ内の多様性を高めることで 
OSS プロジェクトの健全性を向上させ
る方法を説明し、メンティーとメンター
向けてメンターシップ プログラムに関
連する数え切れないほどの利点 (および
いくつかの課題) を示します。	

心強いことに、成功しているプロジェ
クトとそのメンテナーには、コントリ
ビューターの募集とマネージ、プロジェ
クト ガバナンスの構築、セキュリティ プ
ラクティスと課題への取り組み、プロ
ジェクト全体の健全性の育成の方法に
明確なパターンが見られます。

優先課題にフォーカス： 
中核研究プロジェクト 

 ⊲ 中核研究では、Linux Foundation 全
体にわたって重要なすべての戦略的課
題を調査します。以下は2022年のハイ
ライトです。

 ⊲ World of Open Source: Europe 
Spotlight 2022：	
この最初の、特定地域に焦点を当てた
調査で、Linux Foundation とそのパー
トナーは、ヨーロッパ固有のオープン
ソースの優先事項と課題について考
察。ヨーロッパ大陸全体の「オープン
ソースの情勢」について説明し、活用
とコントリビューション、阻害要因、動
機、機会を通じて現在の活動レベルを
確認。

45LINUX FOUNDATION アニュアル レポート 2022

https://www.linuxfoundation.org/research/the-2021-linux-foundation-report-on-diversity-equity-and-inclusion-in-open-source?hsLang=en
https://www.linuxfoundation.org/research/the-2021-linux-foundation-report-on-diversity-equity-and-inclusion-in-open-source?hsLang=en
https://www.linuxfoundation.jp/publications/2022/06/the-2021-linux-foundation-report-on-de-and-i-in-open-source/
https://www.linuxfoundation.org/tools/addressing-cybersecurity-challenges-in-open-source-software/
https://www.linuxfoundation.org/tools/addressing-cybersecurity-challenges-in-open-source-software/
https://www.linuxfoundation.org/research/world-of-open-source-europe-spotlight?hsLang=en
https://www.linuxfoundation.org/research/world-of-open-source-europe-spotlight?hsLang=en


L F  R E S E A R C H :  オープンソース イノベ ーションの影 響 力の評 価

 ⊲ The 10th Annual Open Source 
Jobs Report： 
雇用主が採用、トレーニング、およびダ
イバーシティ認識に対する取り組みの
ためのガイドとして使用できる、オープ
ンソースの人材の状況に対する実用的
な情報。また、このレポートは、IT プロ
フェッショナルに、最も市場性の高いス
キルに関する明確で偏りのない洞察を
提供。

 ⊲  Census II of Free and Open Source 
Software—Application Libraries：
LISH および OpenSSF と協力して作成
された Census II は、フリーおよびオー
プンソース ソフトウェア (FOSS) の広

範な使用に関する 第2 回調査。このレ
ポートは、アプリケーション ライブラ
リ レベルで最も一般的な FOSS パッ
ケージを特定するための洞察を提供。
これにより、最も広く使用されているソ
フトウェアのセキュリティ問題に対処
するためのリソースの優先順位付けが
容易になる。Census II は、Software 
Composition Analysis パートナーで
ある Snyk、Synopsys Cybersecurity 
Research Center、および FOSSA の協
力で、数千の企業の本番運用中アプリ
ケーションで使用されているFOSSを収
集、調査して得た、50万件のデータを
評価した。

 ⊲ The State of SBOM and 
Cybersecurity Readiness：	
SPDX、OpenChain、および OpenSSF 
と協力して作成されたこの調査は、組
織での SBOM の準備状況や採用状
況、およびオープンソースエコシステム
全体のサイバーセキュリティの向上に
おけるSBOMの重要性について報告。
この調査は、U.S. Administration’s 
Executive Order on Improving the 
Nation’s Cybersecurity（国家のサイ
バーセキュリティの改善のための米国
政府の大統領令）と、Log4j における最
新かつ広範囲に及ぶ Log4Shell セキュ
リティ脆弱性の開示を受けて実施。そ
のタイミングは、ソフトウェア コンポー
ネントを特定し、ソフトウェアの脆弱性
とセキュリティ開発間のギャップと課
題の影響を軽減するために、サイバー
セキュリティのベストプラクティスの広
範な実装を促進することの重要性に対
する世界的な認識の高まりと一致して
いる。同調査のサンプルでは、組織の 
90% が SBOM の採用に向けた作業を
開始している。

人々が作り出す垂直型業界内
でのイノベーション

すべての垂直型業界内(vertical 
industry)で、ますますソフトウェアの比重
が増大しています。LF Research は、この
変革における OSS の影響力を説明する
重要な役割を担っています。最近の調査
では、業界のリーダーや意思決定者が、業
界のすべての競合他社に共通の価値を生
み出す上で果たす明確な役割が示されて
います。以下の 2つのレポートは、エネル
ギー業界と映画業界の事例にハイライト
しています。

 ⊲ Paving the Way to Battle Climate 
Change: How Two Utilities 
Embraced Open Source to Speed 
Modernization of the Electric 
Grid：この初めてのエネルギー関連の
レポートでは、ヨーロッパの 2つの大手
配電および送電システム オペレーター
であるオランダの Alliander とフランス
の RTE が、3つの重要な LF Energy プ
ロジェクトSEAPATH、CoMPAS、および 
OpenSTEF を採用、コントリビューショ
ンして、変電所のモジュール化、相互運
用性、拡張性を高め、また、どのように

Of organizations using 
SBOMs today, 

74% produce AND 
consume SBOMs.

#1 ACTION: 
Get a vulnerability 
reporting system
in order to better secure your 
software supply chain.

When producing SBOMs...

#1 BENEFIT: 
Developers better 
understand 
dependencies.

When consuming SBOMs...

#1 BENEFIT:
Better support 
for compliance 
and reporting.

The State of Software Bill of Materials (SBOM)  and Cybersecurity Readiness レポートから

46LINUX FOUNDATION アニュアル レポート 2022

https://linuxfoundation.org/tools/the-10th-annual-open-source-jobs-report/
https://linuxfoundation.org/tools/the-10th-annual-open-source-jobs-report/
https://linuxfoundation.org/tools/census-ii-of-free-and-open-source-software-application-libraries/
https://linuxfoundation.org/tools/census-ii-of-free-and-open-source-software-application-libraries/
https://www.linuxfoundation.org/tools/the-state-of-software-bill-of-materials-sbom-and-cybersecurity-readiness/
https://www.linuxfoundation.org/tools/the-state-of-software-bill-of-materials-sbom-and-cybersecurity-readiness/
https://linuxfoundation.org/tools/paving-the-way-to-battle-climate-change-how-two-utilities-embraced-open-source-to-speed-modernization-of-the-electric-grid
https://linuxfoundation.org/tools/paving-the-way-to-battle-climate-change-how-two-utilities-embraced-open-source-to-speed-modernization-of-the-electric-grid
https://linuxfoundation.org/tools/paving-the-way-to-battle-climate-change-how-two-utilities-embraced-open-source-to-speed-modernization-of-the-electric-grid
https://linuxfoundation.org/tools/paving-the-way-to-battle-climate-change-how-two-utilities-embraced-open-source-to-speed-modernization-of-the-electric-grid
https://linuxfoundation.org/tools/paving-the-way-to-battle-climate-change-how-two-utilities-embraced-open-source-to-speed-modernization-of-the-electric-grid


L F  R E S E A R C H :  オープンソース イノベ ーションの影 響 力の評 価

予測しにくい再生可能エネルギー源に
関連する課題を軽減したかについて説
明。このレポートは、エネルギー分野の
他の企業が世界の電力システムのデジ
タル化を加速するためにたどる道筋を
提示。 

 ⊲ Open Source in Entertainment: 
How the Academy Software 
Foundation Creates Shared Value：
いい話はみんな大好き！ この研究プ
ロジェクトは、Academy Software 
Foundation がどのようにして設立さ
れたのか、どこから来たのか、これまで
に何を達成してきたのか、そして次にど
こを目指しているのか、についての物語
を語っている。これは、エンタテインメ
ント、ゲーム、メディア業界の多くのプ
ロダクションを強化する重要なオープ
ンソース ソフトウェアと、成長に必要
なオープンスタンダードを開発すること
で、共同で価値を生み出しているエン
ジニアとリーダーの物語。これは、競合
企業がオープンソース プロジェクトで
協調している強力な例。

 ⊲ The State of Open Source in 
Financial Services Report 2022 
(2022 年第 4 四半期)：	

FINOS、Scott Logic、Wipro、および 
GitHub と協力して作成されたこのレ
ポートの 2 回目の年次リリースでは、金
融サービスセクターにおけるオープン
ソースの状況を調査。この業界における
オープンソース ソフトウェアと標準の活
用とコントリビューションの現在のレベ
ル、および銀行、資産運用会社、ヘッジ
ファンドの間でのオープンソースのガバ
ナンス、カルチャー、および解決が期待
される野心的な課題を提示。

	

テクノロジーのトレンドにフォー
カス：Linux Foundation プロ
ジェクトの研究

Linux Foundation の多くのプロジェク
トと提携したこのレポートでは、テクノロ
ジーの最もホットなトレンド、およびオープ
ンソース ソフトウェア開発とオープン スタ
ンダードの背後にあるコミュニティがどの
ようにして主要なイノベーターであり、強
力な推進勢力であり、絶え間ない創造的
破壊者になっているのかを調査していま
す。

 ⊲ AI and Data in Open Source：	
他の業界と同様に、AI 分野でも OSS 
の採用により、製品とサービスでオープ
ンソースを使用し、既存のプロジェクト
へのコントリビューションを行い、コラ
ボレーションを促進するプロジェクトを
生み出し、新しいテクノロジーを開発す
ることが増加。本レポートでは、オープ
ンソースの AI エコシステムにおける重
要な課題を概説し、AI およびデータプ
ロジェクトに共通する特徴について説
明し、イノベーターに力を与え、オープ
ンソース開発を加速する LF AI & Data 
Foundation の役割を示している。

 ⊲ The Carbon Footprint of NFTs: Not 
All Blockchains Are Created Equal 
（日本語版はこちら）：	
Palm NFT Studio と Hyperledger 
Foundationにより作成されたこのレ
ポートは、NFT に対する主要な気候関
連の障壁を示し、NFT が可能にするエ
キサイティングなイノベーションを構築
し、採用するための具体的な戦略をい
くつか提案。これらの戦略を採用する
ことで、気候ソリューションに対して、
責任のある、なおかつおそらく有効性
のあるアプローチを通じて、成果を生

み出すグローバルな協調とパートナー
シップの新しい機会が得られる可能性
がある。

2022 年は、オープンソースが映画業界
をどのように変革しているかについての
物語から、より安全なソフトウェア サプ
ライチェーンを構築するための標準とベ
ストプラクティスの調査に到るまで、LF 
Research の役割を強化する年となり、世
界中のオープンソース プロジェクトの影
響力の理解を深めるようなデータを駆使
した洞察を提供しました。今年、私たちの
研究活動に参加してくれたオープンソー
ス エコシステムのすべての人々に感謝し
ます。皆さんのコントリビューションによ
り、LF Research は、Linux Foundation 
コミュニティ全体のすべてのステークホル
ダーのために、貴重な「知識ネットワーク」
を共同で構築し、成長させることができま
した。
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LFX

データを駆使してオープンソース プロジェクトの.
成長をサポートし、デジタル トランスフォーメーション
を可能にします。
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Business Research Company による
と、世界のオープンソース サービス市場
は、2021 年の 246 億 3000 万ドルから 
2022 年には 305 億 7000 万ドルに、年平
均成長率 (CAGR) 24.1% で成長すると
予測されています。オープンテクノロジー
は業務に必要不可欠となり、コード コン
トリビューション、プロジェクトへの参加、
ガバナンスの役割、およびContributor 
License Agreementsのようなリーガル 
プロセスを含めて、企業でオープンソース
の存在を管理することへの必要性も同様
に業務に必要不可欠になっています。オー
プンソース サプライチェーンと、企業のイ
ンフラストラクチャーや製品に組み込まれ
ているすべてのプロジェクトを確実に把握
することは、どのオープンソース プロジェ
クトをサポートするかを決定する上で非常
に重要です。組織は、どのオープン テクノ
ロジーを活用し、投資するかについて、十
分な情報に基づいて、決定を下すために、
コミュニティの健全性に関する正確で詳
細なメトリックスを必要としています。

ミュニティを構築するクロスプラットフォー
ム コラボレーションの媒体となっていま
す。50 万人以上のコントリビューターと
それらをサポートする組織を最大限にサ
ポートするために、LFX を作成しました。
LFX は、オープンソース テクノロジーを成
長させ、管理し、セキュアにし、構築するた
めのモジュール式で拡張可能な API 駆動
型のデジタル ツールキットです。開発者コ
ミュニティは既に使用しているデータソー
スやツールを継続して活用しながら、すで
に 750 以上のオープンソース プロジェク
トが LFX プラットフォームに参加していま
す。

オープンソース プロジェクト コミュニティ
向けのこれらのツールを構築するにあた
り、デジタル トランスフォーメーションの推
進を支援しました。LFX のおかげで、すべて
のサービス (イベント、トレーニング、認定
プログラム、プロジェクト、IT) の統合が改
善され、多くの日常業務の複雑さが自動化
または軽減されました。
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「組織は、どのオープン テクノロジーを活用し、 

投資するかについて、十分な情報に基づいて 

決定を下すために、コミュニティの健全性に関する

正確で詳細なメトリックスを必要としています。」
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2022 年のLFX チーム：

 ⊲コントリビューションの傾向や分析な
ど、プロジェクト エコシステムの状況に
応じたビューを提供する Insights の 2 
番目のバージョンをリリース。

 ⊲ GitHub アカウントを接続するだけで、
メンテナー バッジを収集して表示する
機能をIndividual Dashboardに導
入。

 ⊲プロジェクトが健全かつ、求心力のあ
るコミュニティを構築するのに役立つ
Community Managementの最初の
バージョンをリリース。

 ⊲ Organization Dashboardで従業
員をマネージメントするための新しい 
Open Source Program Office (OSPO) 
ダッシュボードを提供。これにより、
オープンソース プロジェクト全体への
投資と効果をより適切に視覚化可能。

 ⊲オープンソース プロジェクトの運用を
管理するための統合コントロール プ
レーン Project Control Center (PCC) 
で、会議と委員会の管理が大幅に改
善。

 ⊲クロスプラットフォームの統合とデータ
レイク インフラストラクチャーへの移
行を完了。

2023 年、 LFX には何が期待できますか? 
StackOverflow、Twitter、StackShare な
ど、より多くのコネクタのサポート、メン
ターシップの次バージョンの開始、検索可
能なコミュニティ プロファイルの導入に加
えて、OSS Security Mobilization Plan
の一環として、Risk Assessment and 
Data Sharingプロジェクトで OpenSSF 
と協力しています。また、Project Control 
Center をコミュニティ メンバーに開
放し、最も重要なこととして、Linux 
Foundation でホストされていないオープ
ンソース プロジェクトの Insights への参
加を可能にします。

LFX の詳細については、 下記のサイトを
参照してください。	
lfx.linuxfoundation.org 

LFX Insights: Project Trends

LFX: Mentorship

LFX: Crowdfunding
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メンターシップとダイバーシティ

私たちは状況を改善することに尽力しています。
人々に力を与え、充実した学習機会 (構造化学
習と非構造化学習共に) を提供し、オープンソー
スコードを開発する多様なコミュニティの構築を
支援することで、オープンソースエコシステムの
状況を改善できると私たちは信じています。私た
ちは、次世代のためにそれを健全で持続可能な
ものにすることを目指しています。

IMAGE BY MAREK PIWNICKI: UNSPLASH
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LFX Mentorship 
2019 年に 3 人の新人開発者と共に LFX 
Mentorshipを開始しました。それ以来、私
たちは長い道のりを歩んできました。

引き続き私たちのプログラムに関する
フィードバックを受け取り、そのフィード
バックに基づいてプログラムを改善してい
ます。頂いたご意見をもとに、今年度から
無給のメンターシップの提供を開始し、俸
給を受け取れない方も参加できるように
しました。これにより、追加の資金調達な
しでプログラムをさらに拡大することもで
きます。時間の制約がある開発者や、特定
の分野や教育上の必要性にフォーカスし
たいといった開発者のニーズを満たすた
めに、短期間のメンターシップ プログラム
の提供を検討しています。

1 年を振り返ると、LFX Mentorshipは、す
べての LFX プロジェクトで 30 人を超える
新しい Linux カーネル開発者と 240 人
を超える新しいオープンソース開発者で 
2022 年を締めくくります。	
CNCF はこのメンターシップ提供者のグ
ループをリードしており、104 人以上の卒
業生がいます。

2022 年には 6,852 人の応募申請があり、
その大部分は米国外からのものでした。

私たちのメンターシップは、主に若い応
募者を受け入れました。メンターシップは
キャリアの浅い人たちに利益をもたらすこ
とを目的としており、応募者の大多数は比
較的若い人でした。これは予想された通り
の状況です。

インドからの参加者が集中していますが、
私たちのメンティーは地理的に非常に
多様な地域に分布していました。Linux 
Foundation Europe を立ち上げ、他の地
域への拡大に取り組むことで、地理的な
多様性をさらに高めたいと考えています。

メンターシップは、あらゆる教育レベルの
エンジニアに役立ちます。当然のことなが
ら、私たちのメンターは、卒業後の就職の
可能性を高めるインターンシップやその他
の機会を捜す卒業前の学生にサービスを
提供することに集中しました。

Linux Foundation は、さまざまな社会
経済的背景を持つエンジニアや学生を指
導することを目指しています。昨年のメン

ターシップ プログラム参加者の 70% 以
上が低い社会経済的背景の人々でした。
オープンソース開発者は収入の不平等に
立ち向かうことができ、LFX Mentorship
は確かにその理想に貢献しています。

私たちは、女性や技術分野で歴史的に過
小評価されてきた人種の人々からの応募
申請を増加させることに引き続き取り組
んでいます。 ダイバーシティにはさまざま
な形態があります。LFX Mentorshipにお
けるダイバーシティは重要なもので、オー

プンソース コミュニティ内で広く認められ
た利点を生み出し、より大きな広がりの
人々に機会をもたらすことができるもの
です。本プログラムの開始以来、女性の参
加にはいくらかの改善が見られましたが 
(2022 年の応募者の 20.1% と比較して、
2019 年の応募者の 17%)、2023 年にはさ
らに大幅な増加が見られることを期待し
ています。

Open Source Summit North America, June 2022
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要約すると、LFX Mentorship がこれまで
に達成した成果と、世界中の多様な人々
に機会をもたらしたことを誇りに思ってい
ます。私たちはさまざまな方法で改善に努
めており、来年、 2023 年には、達成したい
と望んだことについて、さらに多くのこと
を報告できることを楽しみにしています。

時間を割いて知識と専門技術を共有して
くださったすべてのメンターに感謝しま
す。皆さんのコントリビューションはかけ
がえのないものであり、皆さんのリーダー
シップがその基礎となっています。

メンターシップとイベント

LFX Mentorshipチームと LF Eventsチー
ムは、2022 年もオープンソース コミュニ
ティのエキスパートとのコラボレーション
を継続し、LF Live Mentorship Seriesを
通じて、非構造的な、無料の、オンラインの
アクセスが可能な教育と学習の機会を提
供しました。このシリーズでは、Linux カー
ネルやその他の OSSプロジェクトに関連
するさまざまなトピックスについて、専門
知識と貴重な対話型ディスカッションを提
供します。年間を通して合計 12回のセッ

ションが開催され、セッションあたりの平
均ライブ参加者数は 100 人でした。これら
には、Rust に関する 5部構成のシリーズ
が含まれていました。Rust の人気が高ま
り、またLinux カーネル 6.1 リリースでサ
ポート言語になるので、これはタイムリー
な支援です。この貴重な支援リソースを
提供するために時間を割いてくださった 
Rust メンテナーに感謝します。

20 to 39 
years old 79.1%
Less than 20 
years old 19.4%
40 to 60 
years old 1.1%

Mentorship applicants 
by income level

Lower Middle 
Class 52.9%

Working 
Class 17.6%

Upper Middle 
Class 16.1%

Chose not to 
provide 
information
12.6%

Upper 
Class 0.8%

Mentorship applicants 
by gender

Male 77%
Female 20%

Chose not 
to provide 
information 1.9%
Nonbinary 0.8%

Mentorship applicants 
by age

20 to 39 
years old 79.1%
Less than 20 
years old 19.4%
40 to 60 
years old 1.1%

Chose not to 
provide 
information 0.3%
61 years 
or older 0.1%

Some 
College 64%
College 23.3%
Some High 
School 7.6%

Mentorship applicants 
by country

India 70%
All other 
countries 10.2%
USA 7.3%
Nigeria 4.7%

China 3.6%
Pakistan 1.9 %
Canada 1.2%
Egypt 1.2%

Mentorship applicants 
by educational level

Some 
College 64%
College 23.3%
Some High 
School 7.6%

Masters 4.1%
Chose not 
to provide 
information 0.8%
Ph.D. 0.2%

https://events.linuxfoundation.org/lf-live-mentorship-series/
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2022 年 1 月、私たちは最初のLFX 
Mentorship Showcaseを開催し、メン
ターシップ卒業生をメンバーの中の雇用
主となりそうな企業と結びつけました。こ
の仮想イベントでは、28 人のメンティーが
他の参加者や参加した雇用主とメンター
シップ活動の成果を共有しました。オープ
ンソースの就職機会はたくさんあり、雇用
主は常に才能ある人材を求めています。さ
らに、このイベントにより、この新しい才能
ある人材を訓練するために知識を共有し
てくれたメンターに感謝することもできま

した。私たちのメンターの中には、空き時
間にメンターとしての仕事を行い、感謝を
期待せずに他の人を助けている人もいま
す。私たちはこれを毎年恒例のイベントに
したいと考えており、2023 年 1 月に、次の
メンターシップ卒業生ショーケースの開催
をすでに計画しています。

今年の主要なカンファレンス、 Open 
Source Summit North America とOpen 
Source Summit Europeでは、対面での
スピード メンタリング セッションが再開さ

れました。そこでは、40 人を超えるコミュ
ニティ メンバーがコミュニティのベテラ
ンと一緒に座って質問し、技術、コミュニ
ティ、およびキャリアのトピックについてメ
ンターシップを受けました。

「歩いて遠くに行きたければ
共に歩もう」

統計と数字について話すとき、全体像を見
失わないようにしましょう。次に示すこと
が大事なことです。

 ⊲構造的学習であれ、非構造的学習で
あれ、豊かな学習機会を提供すること
により、状況を改善し、人々に力を与え
る。

 ⊲学習時になにがしかの賃金を支払いな
がら、かつすべての人が無料でアクセス
できる支援リソースを用意。

 ⊲新しい才能ある人材を育成し、オープ
ンソース エコシステムで活躍できるよう
にする。

 ⊲エコシステムの健全性と持続可能性を
維持するために、オープンソース コード
の開発を継続する多様性を持つコミュ
ニティの構築を支援する。

 ⊲それは長い道のりであり、私たちはコ
ミュニティの卒業生、メンター、エキス
パートと共に、何年にもわたって何マイ
ル (または何キロメートル) も歩むこと
を計画している。

Open Source Summit North America, June 2022
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ダイバーシティ、エクイティ、.
インクルージョンに対する取り組み
あらゆる階層、カルチャー、国、肌の色の
人々を含むダイバーシティの豊かさは、持
続可能で、盛況なオープンソース  コミュ
ニティを発展させていくために不可欠な
ものです。多様なバックグラウンドを持つ
人々が、新鮮で独創的なアイデアを提供し
ます。これにより、インクルーシブですべて
の人を歓迎する豊かなエコシステムが形
成されます。

ダイバーシティを持つコミュニティを構築
するには、インクルーシブな空間を作り出
すための積極的で、熱心な取り組みが必
要です。

私たちは、これらのインクルーシブな空間
を作り出す方法としてだけでなく、オープ
ンソース エコシステムのダイバーシティと
インクルーシブを構築するのに役立つ機
会としても、私たち自身のイベントを活用
することに誇りに思っています。これを達
成するために、私たちは以下を含む、多く
のダイバーシティとインクルージョンのイ
ニシアチチブを私たちのイベント全体に
渡って実施しています。

 ⊲登壇者のすべてが男性のパネルやス
ピーカーを許容しないポリシー。

 ⊲イベントでの無料託児。

 ⊲授乳室、代名詞ステッカー（pronoun 
stickers：性別誤認をなくすため）、男
女共用トイレ、礼拝室。

 ⊲Women & Nonbinary in Open 
Source Lunch (Open Source 
Summit)、Better Together Diversity 
lunch (Open Source Summit)、
EmpowerUs Reception (KubeCon + 
CloudNativeCon) など、カンファレンス
での D&I (Diversity and Inclusion) 特
別イベント。これらのイベントは、ダイ
バーシティを賞賛し、人生経験を共有
する人々の間で人の繋がりとコラボレー
ションの機会を提供。

 ⊲すべてのイベントに厳格な行動規範を
適用。これは、Linux Foundation とそ
のプロジェクト  コミュニティが、対面
で開催されるか仮想的に開催されるか
にかかわらず、すべてのイベントの参加
者にハラスメントフリーな体験を提供す
ることを明確にしている。

 ⊲ D&I (Diversity and inclusion) に真剣
に取り組んでいるイベントのショーケー
スとして、CHAOSSプロジェクトD&I
バッジを利用。

 ⊲イベントで、より多様なスピーカーを招
待し、講演することを奨励しており、そ
の活動を共有できることを誇りとしてい
る。

さらに、Open Source Summit North 
America、および Europe で開催される 
Diversity Empowerment Summit マイ
クロ カンファレンスでは、参加者が D&I 
のストーリー、ベストプラクティス、洞察、

学んだ教訓を共有するためのスペースを
作っています。今年は 20 以上のセッション
とアライシップ(同好者)ワークショップが
含まれていました。

Grace Hopper Conference

今年、Linux Foundation が行ったダイ
バーシティとインクルージョンの構築を
支援する重要な手法の 1 つは、Grace 
Hopper Celebration (GHC) をサポー
トすることでした。OpenJS Foundation、
OpenSSF、LF Training & Certification、
CNCF、Hyperledger Foundation、および 

Open Source Summit North America, June 2022
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RISC-V が GHC で協力して、より多くの女
性やノンバイナリー技術者がオープンソー
ス プロジェクトにコントリビュートするこ
とを支援、奨励しました。

VMware のSenior ML Open Source 
Engineerで GHC 22 Open Source 
Co-Chairの Anna Jung は次のように述
べています。	

「振り返ってみると、Grace Hopper 
Celebration、特にOpen Source Day
に参加してくれたオープンソース コミュ
ニティにとても感謝しています。Open 
Source Dayは、60 人以上のプロジェク
ト メンテナー、コントリビューター、70 人

以上のメンター、15 人以上のスピーカー
がボランティアでイベントに参加したから
こそ実現できました。Open Source Day 
はハッカソンであるため、Open Source 
Day に参加するには、特にプロジェクト
やメンターにとっては、かなりの時間と労
力が必要になります。したがって、オープン
ソースのダイバーシティを高めるムーブメ
ントの真のリーダーである彼らに感謝し
ています。彼らは一緒になって何千人もの
参加者を支援し、7 時間足らずで 100 以
上のコントリビューションがオープンソー
スに行われましたが、そのほとんどはテク
ノロジー業界の女性からのものでした。」

U.S. Bank のPrincipal Data Product 
Managerで GHC22 Open Source 
Co-Chairの Ambika Sharma は、次のよ
うに述べています。	
「オープンソースは GHC22 で、大きく輝
き、誇りに思います。オープンソース ソフト
ウェアの世界への第一歩を踏み出す、よ
り多くの女性を歓迎し、祝福し、昇進させ
るために集まったコミュニティに感謝して
います。Linux Foundation は、GHC22 で
オープンソースをセンターステージに上
げる上で、極めて重要な役割を果たしま
した。私たちは彼らとのパートナーシップ
に感謝しています。Open Source Day に
参加した 27 のプロジェクトのうち 5 つ
が Linux Foundation のプロジェクトで
した。Linux Foundation の 2 人のボード
メンバーが講演を行い、オープンソースで
のキャリア構築に関するアドバイスを共有
しました。Nithya Ruff と Sarah Novotny 
です。Linux Foundation は、Orlandoで
素晴らしいHappy Hour at GHC22をホス
トし、オープンソース コミュニティを結び
付け、団結させました。次世代のオープン
ソース コントリビューターとアドボケイト
を祝福します。」

Intuit の ソフトウェア エンジニアで 
Grace Hopper Open Source Co-Chair
の Shagun Bose は、次のように述べてい
ます。	
「オープンソース コミュニティは、とても
歓迎的で協力的です。その日の私のお気
に入りの瞬間の 1 つは、さまざまなプロ
ジェクトの複数の代表者とメンターが、イ
ベント後もコントリビューションを続けら
れるかどうかを懸念している参加者の質
問に答えたときでした。ほんの一瞬でし
たが、このようなイベントが、新しいコント
リビューターが自信を持って最初の一歩
を踏み出し、コミュニティ内で生涯にわた
るつながりを築くことをどのようにサポー
トし、可能にするかを見事に示していま
す。」

Open Source Summit North America, 2022年6月
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Open Hardware  
Diversity Alliance

The Open Hardware Diversity 
Alliance (OHDA) は、RISC-V 育成プロ
ジェクトです。いろいろなプログラムとネッ
トワーキングの機会を提供し、女性やその
他の過小評価されているグループの参加
と専門性向上を奨励することにより、オー
プンハードウェア コミュニティに結束を
もたらすことが目的です。2021年、OHDA 
は Open Source Summit でダイバーシ
ティに関するセッションをホストしました。
OHDA はRISC-V ダイバーシティ奨学金と
無料のオンライン トレーニングを引き続き
提供します。

Open Mainframe Project の
ダイバーシティに対する取り組み

Open Mainframe Project は、ダイバー
シティをプロジェクトとテクノロジー面
から、不可欠なものとすることを目差し
ています。技術エコシステムに属するこ
との重要性を共有し、職場のニューロ 
ダイバーシティ（脳の多様性）を促進し、
Asian American And Pacific Islander 
Heritage Monthでの苦労や個人的な
体験をスタッフやコミュニティ メンバー
と共有する場を提供することは、すべて 
Open Mainframe Project の活動の一部
です。このプロジェクトでは、DEI につい
て率直でありのままのオープンな会話を
提供してきました。「Making Our Strong 
Community Stronger」という協調イニシ
アチブを通じて、Open Mainframe は複
数のウェビナーをホストし、1,000 人を超
える登録者にプレゼンテーション、および
DEIにフォーカスしたブログを提供してい
ます。

Open Source Summit North America, 2022年6月

https://diversityhw.org/
https://diversityhw.org/
https://www.youtube.com/watch?v=CVUzK2VCEXg&list=PL8REpLGaY9QH3kKxJrYxEbRl45UUzNvAN&index=2
https://www.youtube.com/watch?v=CVUzK2VCEXg&list=PL8REpLGaY9QH3kKxJrYxEbRl45UUzNvAN&index=2
https://www.youtube.com/watch?v=CVUzK2VCEXg&list=PL8REpLGaY9QH3kKxJrYxEbRl45UUzNvAN&index=2
https://www.youtube.com/watch?v=CVUzK2VCEXg&list=PL8REpLGaY9QH3kKxJrYxEbRl45UUzNvAN&index=2
https://www.openmainframeproject.org/category/dei
https://www.openmainframeproject.org/category/dei
https://www.openmainframeproject.org/category/dei
https://www.openmainframeproject.org/category/dei


トレーニングと認定への投資

経験豊富なオープンソースの人材に対する需
要はかつてないほど高まっています。組織はパ
ンデミック、大退職時代、不確実な経済状況を
乗り切りましたが、革新的でセキュアな製品、
サービス、システムの市場投入の必要性は、そ
の需要をも上回っています。
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学習を活用して人材の獲得と.
定着をサポート
組織は、ビジネスニーズを満たしながら、オープンソースの人材不足をど
のように管理しているのでしょうか。採用担当者は、実績と検証可能なス
キルを持つ技術エキスパートを採用し、チームの成長を保ち、かつ専門能
力開発に投資する必要があります。

Linux Foundation は、これらの課題に直面している組織と協力し、世界
中の技術エキスパートが、才能を証明し、キャリアを伸ばすために必要な
実践的なトレーニングとパフォーマンスベースの認定資格を取得できる
ように支援しています。現在までに 230 万人以上が無料のトレーニング 
コースに登録しており、世界中で約 55,000 人のエキスパートが技術的か
つ検証可能な認定資格を取得しています。

2022 年、私たちのTraining & Certificationチームは、クラウド、サイバー
セキュリティ、人工知能、DevOps、その他の新しいテクノロジーなど、需
要の高い技術分野で 25 以上の新しいサービスを開始しました。現在、約 
100 のオンライン コースをホストし、20 を超えるインストラクター主導の
コースを提供し、12 を超える試験を提供しています。
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2022年の新コース 

 ⊲ Antitrust for Open Source Project 
Communities 

 ⊲ Building Applications with RISC-V 
and FreeRTOS 

 ⊲ Data and AI Fundamentals 

 ⊲ Developing Secure Software

 ⊲ Ethics for Open Source 
Development 

 ⊲ Foundations of RISC-V on 
Assembly Programming

 ⊲ Fundamentals of Quantum 
Computing

 ⊲ Getting Started with 	
Self-Sovereign Identity

 ⊲ Git for Distributed Development

 ⊲ GitHub Supply Chain Security 
Using GitGat Foundations of 
RISC-V on Assembly Programming

 ⊲ Green Software for Practitioners

 ⊲ Implementing Open Source 

License Compliance Management 

 ⊲ Introduction to Backstage: 
Developer Portals Made Easy

 ⊲ Introduction to DevSecOps 	
for Managers 

 ⊲ Introduction to Istio 

 ⊲ Introducción a Linux 	
(Spanish version)

 ⊲ Introduction to Protocol Buffers 3 

 ⊲ Kubernetes and Cloud Native 
Essentials 

 ⊲ Linux for Cloud Technicians 
Developing Secure Software

 ⊲ Linux for Cloud Technicians 
Essentials

 ⊲ Linux System Administration 

 ⊲ Linux System Administration 
Essentials 

 ⊲ Linux Tools for Developers 

 ⊲Microcontroller Applications with 

RISC-V 

 ⊲ OSS Development: Linux for 
Developers 

 ⊲ PyTorch and Deep Learning for 
Decision Makers

 ⊲ Securing Your Software Supply 
Chain with Sigstore

 ⊲ Software Engineering Basics for 
Embedded Systems
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10th Annual Jobs Report 調査結果の概要

組織にはオープンソースの人材の定着、採用が必要

私たちの「10th Annual Open Source Jobs Report」が
2022年6月に公開されました。

採用担当者は、有能なオープンソース プロフェッショナルの需
要がこれまで以上に高まっていることに気付いています。人材
とスキルのギャップを埋めるには、トップレベルの採用インセ
ンティブ、および既存の人材の定着の取り組みをサポートする
効果もある積極的なスキルアップと認定取得を進めることが
必要です。

その他のおもな調査結果は、以下のとおりです。

 ⊲ A significant shortage of qualified open source 
talent: 有能なオープンソース人材は著しく不足：雇用主の
約 93% が、オープンソース スキルを持つ十分な人材を見
つけるのに苦労。

 ⊲認定資格の重要性は新たなレベルに到達：雇用主の約 
90% は、従業員が認定資格を取得するための費用を支払
うと述べており、プロフェッショナルの 81% は今年認定資
格を追加取得する予定。これは、これらの資格が持つ重み
を示している。

 ⊲クラウドは継続的に優位性保持：クラウドとコンテナ テク
ノロジーのスキルは、今年も、需要が最も高い状況が続い
ている。雇用主の 69%がこれらのスキルを持つ人材を求め
ており、オープンソース プロフェッショナルの71% がこれ
らのスキルの需要が高いことに同意。

 ⊲サイバーセキュリティの懸念の高まり：雇用者の40% は、
サイバーセキュリティのスキルは雇用の決定に4番目に大き
な影響を与えると報告しており、クラウド、Linux、DevOps
に次ぐ位置づけ。

認定と資格

今年、私たちはLinux Foundation 
Certified System Administrator試験を
更新し、Linux Foundation Certificated 
Technicians （Linux Foundation 認定
技術者向け）の新しい認定制度を開発し、
CNCF と協力して Prometheus Certified 
Associateを作成しました。また、Vim、
Bash、Git、YAML、Helm などのニッチな
分野をサポートするため、SkillCreds とい
う新しい資格シリーズを立ち上げました。

奨学金制度

2022 年、Linux Foundation は、Linux 
Foundation の CTO であった Shubhra 
Kar を記念して、世界中の個人500人に
無料のトレーニングと認定のための奨学
金を直接授与しました。さらに、Blacks 
in Technology、TransTech Social 
Enterprises、Women Who Code などの
非営利パートナーシップを通じて、さらに
数百人にも奨学金が授与されました。

https://training.linuxfoundation.org/resources/2022-open-source-jobs-report/
https://training.linuxfoundation.org/resources/2022-open-source-jobs-report/


イベント

今年は、2019 年以来、対面できなかった多くのコミ
ュニティ メンバーと再会し、新しいメンバーとも出
会うために、世界中のあらゆる場所に、やっと復帰
できました。

「人々と同じ部屋や同じ場所にいるときに得られ
る対面式の打ち合わせや個人的なつながりに取っ
て代わるものはないと思います。」 .
– Annamie Paul
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グローバル コミュニティに復帰
ヨーロッパでの対面イベン
トの再開により、KubeCon + 
CloudNativeCon Europe (およ
び 14 の共同開催イベント) の参
加者はライブで再び集まること
ができ、今年 5 月にはスペインの
Valenciaで、7,000 名以上が集ま
ることができました。

夏の間、いくつかの小規模な
ヨーロッパのイベントを経て、
Open Source Summit Europe、
Hyperledger Global Forum、
Linux Plumbers Conference、
Kernel Maintainer Summit、
KVM Forum、Linux Security 
Summit、およびその他のいくつ
かのイベントが、2019 年以来、初
めて、対面形式での開催がアイル
ランドのDublinで可能となりまし
た。対面式のイベントに復帰でき
たときに、私たちのコミュニティの
興奮と熱狂を見るのは本当に素
晴らしいことでした。

最近、日本でも対面形式のカン
ファレンスが再開され、12 月に 
Open Source Summit Japan、
KubeDay Japan、SODACon、
Open Compliance Summit を日
本で開催できたことを嬉しく思い
ます。

2022 年に開催された 230 の対
面、仮想、およびハイブリッド イベ
ントで、176か国および 12,000 を
超える組織から 92,000 人を超え
る参加者が集まりました。

これらのイベント全体で 7,900 件
を超える講演の申込みがありまし
た。830 人を超えるプログラム委
員会メンバーがこれらの提案を検
討した結果、4,416 人のオープン
ソース コミュニティ リーダーが、こ
れらのイベントで 3,000 を超える
講演を世界中の聴衆に提供しまし
た。

2022 年のイベントへの参加者数

92,000 
人の参加者  

（2022年、230の対面、
仮想、およびハイブリッ
ド イベントを実施）

12,000  
の組織

176
の国

講演者とコンテンツ

7,933 
件の講演申し込み

836  
名のプログラム委員

271 のトラックで 
3,079 のトーク

4,354 
人の講演者

トラベル ファンディング
2022年には、キャリアを変えるイベントに参加するために	

120万ドル近い旅費を提供：

289件のダイバーシティ 
旅費奨学金 (636,730ドル))
77件の対面イベントおよび27件
のVirtual Diversity Registration 

Scholarshipsを授与

246の経済的必要性に基づく
旅費奨学金 (471,209ドル)

44件の対面イベントおよび21件の
Virtual Need-Based Registration 

Scholarshipsを授与



イベント

「初めての参加者として、OSS NA は私
の期待を上回りました。基調講演。 
セッション スピーカー。オープンソース
から DEI やメンターシップまで、リッチ
なコンテンツの量。私はそれを終始楽し
んでいました。」
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2023年は楽しみ
2023 年に向け、活動を進めるにあたり、COVID-19 の影響が引き続きイベン
ト計画に影響を与える可能性があることは認識しています。また、経済的な
逆風も同様に影響を与える可能性があることが予想されます。私たちは、こ
れらの状況下でも、可能な限り多くの方法で、できるだけ多くの人々に最大
の利益を提供するために、イベントの提供を進化させ、新しい形を生み出し
続けます。 

Open Source Summit North America、2022年6月

Open Source Summit、2022年、Dublin

「オープンソースに関する最も 
重要なイベントの1つです！ 

多くの興味深いプロジェクト！ 
本当に楽しかった。」



通信とエッジ コンピューティング	
におけるイノベーション

世界中のデータ活用に対する大規模な需要により、厳重
なセキュリティ、強力なインフラストラクチャー、スケーラ
ブルなアーキテクチャーを備えたデジタル トランスフォー
メーションのニーズが高まっており、ネットワーク全体に
渡ってデータを提供することが不可欠です。 
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通 信とエッジ コンピューティングにおけるイノベ ーション

オープンソース ネットワーキング：
5年以上にわたり、.
世界のネットワークの接続性を.
再構築、それは今後も続く 

Linux Foundation Networking 
(LFN) のソフトウェアとプロジェク
トは、迅速に、相互運用性、デプロ
イメント、採用を可能にする、サービ
スおよびクラウドプロバイダー、企
業、ベンダー、システム インテグレー
ターに、ネットワーク インフラストラ
クチャーおよびサービスの基盤を提
供します。私たちはコラボレーショ
ンの結びつきの中心にあり、世界中
の人々がネットワーク イノベーショ
ンにアクセスし、デジタル トランス
フォーメーションの目標を達成でき
るようにします。

LFNは現在、統括組織として5年目
を迎えており、コアから始まり、ア
クセスとエッジまでのスタック全
体にわたって、ビルディング ブロッ
ク同士を大きく統合し、その高い
成熟度が、より密なコミュニティ間
のコラボレーションをもたらしてい
ます。ONAP と ORAN、Akraino、と
Magma、Anuket と Kubernetes、
Nephio と EMCOなどその他多数
の事例があります。
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通 信とエッジ コンピューティングにおけるイノベ ーション

5G Super Blueprints：統合され、高速化されたクロススタック5Gユースケース
の導入が可能となる 
オープン インテグレーションの中心的存在は5G Super Blueprintイニシアチブです。これは、
コミュニティ主導のインテグレーションであり、エンドツーエンドのユースケースで、エンドユ
ーザー向けの実装アーキテクチャーを示すことができる複数のオープンソース プロジェクト
を含んだ概念実証です。5G Super Blueprintは、デプロイメントを加速することを意図してお
り (たとえば、6か月から 6 週間に短縮)、実際のユースケースをオープンに実装するためのフ
レームワークを提供します。

オープン インテグレーションの中心的存在は5G Super Blueprintイニシアチブです。これは、
コミュニティ主導のインテグレーションであり、エンドツーエンドのユースケースで、エンドユ
ーザー向けの実装アーキテクチャーを示すことができる複数のオープンソース プロジェクト
を含んだ概念実証です。5G Super Blueprintは、デプロイメントを加速することを意図してお
り (たとえば、6か月から 6 週間に短縮)、実際のユースケースをオープンに実装するためのフ
レームワークを提供します。

現在、米国政府は、Static Transport Slicing、Distributed DOS、Factory Visual Inspection
などを含めて、すべての主要なケース スタディにおいてこれらのブループリントの先導的な
ユーザーです。

5G Super Blueprint のもう 1つの例は、LFN メンバー組織である Aarna Networks と
コラボレーションし、5G Super Blueprintを活用した日本の企業顧客のものです。このコ
ラボレーションにより、企業顧客がプライベート 5G モバイル ブロードバンドと IoT のデ
プロイメントを表示、オーケストレーション、構成、および管理するために、Radio Access 
Network (RAN) コアといろいろな要素を一目で見ることができる管理画面(single 
pane of glass)が提供されました。

LF OPEN SOURCE COMPONENT PROJECTS FOR 5G

END-TO-END NETWORKING DISRUPTION
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通 信とエッジ コンピューティングにおけるイノベ ーション

​​概念実証（POC）から実運用まで

オープンソースのネットワーキング ソ
リューションが広く普及するにつれて、
2022 年にはさらに多くの LFN ユース
ケースが実現され、Spark (ニュージラ
ンド)、Tigo (グアテマラ)、Orange (フ
ランス)などの複数の通信事業者、さ
らには Aarna Networks、Netgate、
Equinix、Intel、Pantheon などのベ
ンダーやシステム インテグレーターか
ら、新しいユーザー導入事例が公開さ
れました。ますます多くの業界組織が、
CAPEX（資本的支出）、OPEX（運用費
用）、R&D などを節約し、実運用でオー
プンソース テクノロジーのメリットを
享受しています。

今後、LFN エコシステムは、メタバー
ス、Open RAN、人工知能、機械学習
など、さらに多くのタッチポイントで、
ますます統合が進みます。また、次の
ような実際のネットワーキング業界企
業がそれを達成して事業に移行して
いることに興奮しています。Walmart
は 2021 年に他の主要テクノロジー企
業の支援を受けて Linux Foundation 
にL3AF プロジェクトを寄付しました。
このプロジェクトはeBPF ネットワー

キング アプリケーション プログラムの
ライフサイクル管理を提供し、Kernel 
Function as a Service を可能にしま
した。同様に、2021 年に新たに登場し
たEMCO プロジェクトは、エンドツーエ
ンドのアプリケーション間通信を有効
にして、組織 (企業を含む) がパブリッ
ク クラウドとエッジ ロケーション間で
ワークロードをセキュアに接続し、展
開するのに役立ちます。この旅に参加
して、オープンソースのネットワーキン
グ エコシステムが2023 年にどこに向
かうのか見てみましょう。 	
www.lfnetworking.org 

エッジと IoTは今や 
オープンソース フレームワーク
の採用が必須に： 
市場規模はクラウド  
コンピューティングの4倍

「2021 State of the Edge Report」 で明ら
かにされているように、エッジ コンピュー
ティングとは、アプリケーションとサービ
スのパフォーマンス、セキュリティ、運用コ
スト、信頼性を向上させるために、ネット
ワークの論理的な終端にまでコンピュー
ティング能力を提供することです。クラウ
ド コンピューティングの自然な拡張であ
り、アナリストはクラウド コンピューティ

ングの少なくとも 4 倍の市場規模がある
と評価しており、エッジとクラウドの構成
は、「第 4 次産業革命」の重要なイネーブ
ラーとなっており、その革命においては、
IoT の広範な展開、グローバルな共有経
済、および限界費用ゼロの製造業の増加
により、大規模な経済の拡大を伴う前例
のない通信主導の機会がもたらされま
す。

統括組織として 3 年目を迎えた LF Edge 
は、EdgeX Foundry や Akraino など、世
界で最も影響力のあるオープンソースの
エッジ コンピューティング プロジェクトの
ための中心的な存在としての役割を果た
し、エッジ コンピューティング用のオープ
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ンでモジューラーなフレームワークを構築
しています。LF Edge の共通のガバナンス
と協調支援リソースは、エッジ市場を統合
し、開拓する力となっており、世界中の業
界の大規模なサポートにより、通信、クラ
ウド、IoT、産業用 IoT、小売、人工知能・機
械学習、工場の現場、スマートホームなど、
さまざまな分野で、エッジ アプリケーショ
ンの採用とデプロイメントを加速していま
す。

データ集積の重心が集中型クラウドから、
「エッジからクラウドまで」への分散型へ
と移行し続けるにつれて、すべての組織が
エッジ コンピューティングの恩恵を受け
ています。それは、エッジ コンピューティ
ングがもたらす応答待ち時間の短縮、帯

域幅コストの削減、およびセキュリティと
プライバシーの最大化によるものであり、
EdgeX Foundry と Akraino によって推進
されている LF Edgeの活動がこれまで以
上に重要であることを意味します。2022 
年にLF Edgeが大きな影響を与えたこと
を証明するものとしては、デプロイメント
においてロバストなAkrainoブループリ
ントの一式、EdgeX の 1,000 万回以上の
コンテナのダウンロード、およびプロジェ
クトの基本的な考え方の広報資料とし
てState of the Edge Report、LF Edge 
Taxonomy、さらにはさまざまな新しい
ユースケースのデプロイメントがありま
す。ハイライトは以下のとおりです。

 ⊲ 2022 年の北京オリンピックで、
Tencent と China Unicom は、
Akraino の Connected Vehicle 
Blueprint に基づいて、リアルタイムで
交通データをトラッキング、分析するた
めのマルチアクセス エッジ コンピュー
ティング プラットフォームを作成。

 ⊲小売業者は EdgeX Foundry を使用
して、POS、RFID、重量計、Computer 
Visionのデータを組み合わせて店員に
リアルタイムで警告を発し、それによ
りセルフ チェックアウトの効率化を進
め、コストを削減。

 ⊲ UC Davis と Opus One は、Fledge 
を使用して、マルチノード ワイヤレス セ
ンサーネットワークを構築して、より安
全なワイン作りの条件を作りだし、世界
クラスのワインを生産。

Mayflower Autonomous Ship は、
Open Horizon コンポーネントを活用し、
大西洋を無人で横断することに成功。

 ⊲ Project Alvarium は、二酸化炭素排出
量を正確にトラッキングしている組織
に、信頼できる持続可能性報告と検証
済みの炭素排出測定値を提供。	

2020 年に設立された U.S. GOV OPS 
プロジェクトは、U.S. Department of 
Defense (DoD) によって運営されるオー
プンソース プロジェクトのための統括組
織です。

傘下の最初のプロジェクトとなったのは、
Open Programmable Secure 5G プロ
ジェクトで、5G ワイヤレスネットワーク用
のセキュアなエンドツーエンドのオープン
ソース アーキテクチャーを開発します。開
発されたアーキテクチャーは、国防総省の
運用およびセキュリティ要件に対応した
ものです。DARPA がこのプロジェクトを後
援しており、米海軍が管理エージェントに
なっています。	
注目すべき成功例としては、次のようなも
のがあります。

 ⊲セキュアなネットワーク スライシング
処理を提供するONAP ユースケースの
開発

 ⊲ DDoS攻撃緩和技術を基にした新しい
プロジェクトの提案

 ⊲ LFN 5G Super Blueprint へのユー
スケースとテクノロジーへのコントリ
ビューションPH
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Google Cloud とのパートナーシップに
より、2022 年 5 月 3 日にプロジェクト 
Nephio の設立を発表しました。Nephio 
は、クラウドネイティブの自動化と、複数の
エッジロケーションを持つ5G ネットワー
クの管理を可能にします。50 以上の支援
組織を持ち、 Nephio は、立ち上げ時の2 
倍に成長しました。

初年度からNephioの勢いは強いもので
した。Nephio は、25 を超える主要なサー
ビス プロバイダーとベンダーの開発者や
代表者とともに、夏に、Bay Areaで初の対
面形式のNephio Technical Summit を
開催しました。Nephio は 11 月の ONE 
Summit でフォローアップ イベントを開催
しましたが、Nephioに対するサポートは
さらに強力になっていました。Technical 
Steering Committeeでは、テレコミュ
ニケーションの世界におけるクラウドネイ
ティブの自動化に対する戦略、ロードマッ
プ、運用について積極的な議論がなされ
ています。

Nephioについては、こちらをご覧くださ
い。この取り組みに参加して、クラウドと
エッジのリソースを効率的かつオンデマン
ドで活用できるようにし、通信業界に新た
な機会を提供しましょう。.

Microsoft によって創設された Software 
for Open Networking in the Cloud 
(SONiC) は、Linux ベースのオープンソー
スのネットワーク オペレーティング シス
テム(NOS)であり、複数のベンダーおよび 
ASIC の 100 以上の異なるスイッチ上で動
作します。立ち上げ以来、SONiC は急速に
成長し、50 を超える主要な組織が協力し
て活気のある NOS コミュニティを構築し
ています。

SONiC は 2022 年 4 月に Linux 
Foundation に参加しました。それ以来、
新しいGoverning Boardは、最初の開発
以来 SONiC にコントリビューションして
きた主要企業の著名なリーダーで構成さ
れています。このプロジェクトは、主にデー
タセンターのシナリオ（ユースケースの実
例）の強化から、ベアメタル サーバー、AI 
とゲーム、エンタープライズ、そして現在は

エッジと 5G シナリオの強化へと成長しま
した。アクティブで活気のあるエコシステ
ムにより、SONiC はネットワークスイッチ
を使用して、ほぼすべてのシナリオを処理
する準備が整いました。コミュニティは、今
年、SONiC、OCP Summit、ONE Summit 
とともに Open Networking Day にも参
加しました。

参加方法など、SONiC の詳細について
は、SONiC の Web サイトをご覧くださ
い。

 

	
強力で情熱的な DPDK コミュニティは、
2022 年 9 月にフランスのArcachonの 
DPDK Userspace Summitの場で再び対
面式での会合を開催しました。対面での
出席者は COVID-19 以前よりも減少しま
したが、オンサイトで 37 人、さらに 102 人
が仮想的に参加し、録画されたセッション
はオンデマンドでも視聴できます。このイ
ベントでは、ゼロデイ問題とバグ修正に対
処するためのハッカソンも行われました。

コントリビューターは毎年 11% 増加して
おり、DPDKのブログでもより多くのコミュ
ニティ開発者を取り上げるようにしてい
ます。プロジェクトは、リリース サイクルを
年 4 回から 3 回に変更し、現在はLong-
Term Support (LTS) リリースをサポート
しています。コミュニティは、SmartShare 
Systems が DPDK を使用して顧客の 
WAN 帯域幅を 1GB から 10GB に改善し
た方法を概説するユーザー ストーリーも
公開しました。ただし、DPDK は最大 100 
GB の帯域幅を可能にしています。

DPDK Userspace in Arcachon,  
France 2022
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2022 年、Magma コミュニティは、ガバナ
ンス機能のすべてをLinux Foundation 
の後援の下に移し、完全にコミュニティが
運営するプロジェクトへと移行しました。
Magmaは現在、オープンソース コミュニ
ティとしてすべてが機能しており、最新のソ
フトウェア ネットワーキング技術を導入し
て地方のインターネット アクセスの課題
に取り組んでいます。

Magma は、Linux Foundation に移行
してから最初のメジャー リリースである 
Magma 1.8 をリリースしました。これによ
り、マルチアーキテクチャーのコンテナ化
された AGW(Access Gateway) が市場に
投入されます。新しい Arm パートナーの
システムをテスト リストに追加することで、
プロジェクトは Arm と x86 の両方のソ
リューションにアクセスできるようになり
ます。

Magmaは、米国内だけでなく、アフリカ
の地方地域でも、より良い接続を可能に
するために、新しいディプロイメントを行
いました。毎月のオープンなミーティング 
(「Magma 5G: All You Need to Know」) 
は、頻度高く更新されるブログと一緒に、
フル回転して活発に活動しています。本グ

ループは、LFN 5G Super Blueprint と統
合するために、最新のMobile Packetのコ
アプロジェクトを調査しています。 

eBPF は Linux Foundation で 2 年目
を迎え、ガバナンスとコミュニティ構造の
強化に取り組んでいます。2022 年には、
予算が承認され、Charter and Project-
Progression Policiesの更新を行い、マー
ケティング委員会をキックオフし、新しいプ
ロジェクトを本ファウンデーションに受け
入れることができる力も備えることができ
ました。

プロジェクトは、2022 年下半期の 
Linux Plumbers Conference 2022 と 
Kubecon + CloudNativeCon’s eBPF 
Dayの 2つのイベントで、ライブストリーム
のスポンサーを行いました。

グループは、2023 年にWebサイトの更新
と開発者コミュニティの拡大に取り組みま
す。

O-RAN Software Community (SC) は、
RAN 用のソフトウェアの作成をサポート
するという使命を持つ、O-RAN Alliance 
と Linux Foundation とのコラボレーショ
ンです。RAN (Radio Access Network) 
は、オープンソース コミュニティの次
なる課題です。O-RAN SC は、パフォー
マンス、規模拡大、および 3GPP (3rd 
Generation Partnership Project)との整
合の課題に取り組むと同時に、他の Linux 
Foundation Networking プロジェクトを
活用する予定です。

クロス コラボレーションにフォーカスし
た ORAN-SC は、ONAP (Open Network 
Automation Platform) インターフェース
テストを完了し、相乗効果を出すために 
ONAP モジュールを用いたSMO (Service 
Management and Orchestration) を活
用し、Anuket の xTesting ツールを実装
したことで、オープン ネットワーキング ス
タック全体がより完全に統合されたもの
になりました。

コミュニティは F および Gをリリースし、メ
ンバー組織である Samsung が推進する
新しい人工知能/機械学習フレームワーク 
プロジェクトを迎え入れました。

Linux Kernel、Switchdev、およびその他
の Linux ベースのプロジェクトを利用す
るオープンソースのネットワーク オペレー
ティング システムである DENT は、2022 
年に大きな進歩を遂げました。その DENT 
2.0 リリース「Beeblebrox」は、小売店や
遠隔地の施設を持つ分散型企業によって
利用される主要な機能を追加し、 エッジ
展開に適応可能な非集中型スイッチ向け
に、安全でスケーラブルな Linux ベースの 
NOSを提供しました。

さらに、Amazon は、顧客体験をより効率
的に自動化するために、世界中のサード
パーティの小売店で Just Walk Out（無
人レジ店舗）テクノロジーの一部として 
DENT を展開しました。

本グループは、11 月に ONE Summit 
と同じ場所で開催された「NOS for 
the Distributed Edge: a DENT Mini 
Summit」を成功裏に開催し、70 人以上
の参加者がありました。

2023 年第 1 四半期に予定されている次
の DENT リリースには、コンフィグレーショ
ン整合性チェックと 802.1x 機能の更新が
含まれます。
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Web、クラウド、DevOps
におけるイノベーション

私たちは、クラウドネイティブを遍く普及させ、業
界や組織を越えたベンダー中立なコラボレーシ
ョンを育む持続可能で、継続的にデリバリーを提
供するエコシステムを成長させて、ソフトウェア 
サプライチェーンを継続して改善する革新的なソ
リューションに引き続きフォーカスしています。
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「JavaScriptテクノロジー 

は相互に高度に結びつい

ていることが多いので、

OpenJS CPCで、 

メンテナーがメンテナーを

どのようにサポートして 

いるかを見るのはとても 

素晴らしいことです。」

OpenJS Foundation
コミュニティの人々がOpenJS 
Foundationの中心であり、彼らは新鮮な
アイデアとイノベーションをもたらし、私た
ちのコミュニティをJavaScriptの安全で
中立的なホームにしてくれます。 

セキュリティ問題は常にインターネットの
一部であり続けてきましたが、現在では
より大規模になり、これまで以上に多くの
人々に直接的な影響を与えています。  

今年、私たちはOpenJSプロジェクトのセ
キュリティと持続可能性を強化することに
着手しました。それにより、ソフトウェア サ
プライチェーンを改善し、セキュリティ コ
ミュニティやJavaScriptメンテナーととも
に、セキュリティに対するコントリビュー
ションとコラボレーションを拡大しました。  

Node.jsは、OpenSSFのAlpha-Omega 
Projectに参加した最初のオープンソース 
コミュニティとなり、これらの取り組みをサ
ポートしました。このプロジェクトは今年
の夏から継続されており、私たちは毎月の
Node.js Security Reportsにてその進
捗状況を要約報告しています。

私たちは、Cross Project Council (CPC)
の主導でOpenJS Security Working 
Groupの構築を続けています。  

CPCは、本ファウンデーションの技術戦
略、およびプロジェクト ガバナンス戦略を
設定します。これらの取り組みを通じて、リ
スクを軽減し、すべてのOpenJSプロジェ
クトに対して意欲的なセキュリティ目標を
達成したいと考えています。  

IBMのOpen Tech Program Directorであ
り、CPCの議長であるJoe Sepiは、次のよ
うに述べています。「JavaScriptテクノロ
ジーは相互に高度に結びついていること
が多いので、OpenJS CPCで、メンテナー
がメンテナーをどのようにサポートしている
かを見るのはとても素晴らしいことです。」  

テストと自動化における私たちの足跡
は大きくなり続けています。Appiumや
Mochaなどの他のフレームワークに加え
て、私たちは今年初めに、Metaがコント
リビューションした人気のテスト フレー
ムワークJestを迎え入れました。Jestは
現在、毎週1700万回以上ダウンロード
されており、Amazon、Google、Meta、
Microsoft、Stripeなど、あらゆる規模の企
業が使用しています。

OpenJSはまた、Urban Computing 
Foundation (UCF)と協調し、JavaScript
開発における新しい技術的ソリューショ
ンを追加しました。この大きな影響力を
持つ開発作業を継続するために、私たち
はOpen Visualization Collaboration 
Spaceの設立を発表しました。この組織
は、OpenJS内でJavaScriptとWebGL
に基づく、もっとも包括的で広く採用さ
れているビジュアライゼーション ライブ
ラリを中立的に管理します。私たちは、
OpenJS Foundationの新しいメンバーと
して、UCFメンバーのFoursquare、HERE 
Technologies、Joby Aviation、Uberを
迎えました。オープン ビジュアライゼー
ション技術は、これらの企業の各々がマー
ケットでリーダーとしての地位を保持す
るために不可欠なものです。OpenJS 
Foundationをサポートすることで、彼らが
依存している主要なオープンソース プロ
ジェクトのインフラストラクチャーと長期
的な成長をサポートすることになります。  

私たちのコミュニティにおける偉大な
業績を称えるために、私たちはOpenJS 
Foundationの支援者プログラム
JavaScriptLandiaを創設しました。
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今年、私たちの最初のJavaScriptLandia 
Awardsは、彼らのリーダーシップと
JavaScriptへのコントリビューションに
光を当て、コミュニティ リーダーの業績
を紹介しました。プロジェクトの成長にお
ける強力なリーダーシップと献身により、
Matteo CollinaとBethany Grigggsが同
賞を受賞しました。

Platformaticの共同創設者でOpenJS 
CPCのディレクターであるMatteo Collina
は、次のように述べています。「Fastifyは6
歳になったばかりです。ファウンデーション
は、このエコシステムの採用を拡大させ、
新規コントリビューターを惹きつけていま
す。」

	
OpenJS Foundationは、継続してメン
バーの多様化に投資しています。今年、私
たちは新たに3人の女性ボード メンバー
を加え、世界最大の女性技術者の集まり
であるGrace Hopper Conferenceに参
加しました。  

JavaScriptは世界中のWebサイトの98%
で採用されており、あらゆる場所に存在し
ます。この巨大な開発者エコシステムを代
表することは、地味ながら重い責務です。
JavaScriptに依存する人たちのために、
JavaScriptの安全性と最新機能の状態を
維持するには、私たちのメンテナーの仕事
が重要です。

標準化パネル:Robin Ginn (OpenJS)、James Snell (Cloudflare)、Jordan Harband (オー
プンソース メンテナー)、Christian Bromann (Stateful)。

Rachel Nabors (AWS) がThe Human API, Building Your Project’s Second Source of 
Truthで語る
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人々やプロジェクトの間の多様性を通じてJavaScriptユーザーを結びつける

Matteo Collina

強力な技術リーダーとして、他の人々の成
長を助け、メンターシップを提供し、新しい
コントリビューターをサポートします。 

Matteoは常に問題に正面から向き合い、
協調的に取り組んでいます。彼は最近、	
新しい会社Platformaticを共同設立し、	
9月にシルバー メンバーとしてOpenJS 
Foundationに参加しました。

 

Bethany Griggs

Bethanyは、Node.jsの舞台裏
で多大な影響力を発揮したこと
で、JavaScriptLandia Unsung Hero 
Awardを受賞しました。彼女は本プロジ
ェクトのリリース チームに大きな労力を
注いでいますが、その作業は、人々に認識
されていないことも多いものです。 

プロジェクトへの貢献に加え
て、Bethanyは他のOpenJS委員会にも
ボランティアとして参加しており、マーケ
ティング委員会やプログラミング委員会
など、さまざまな方面でファウンデーショ
ンを支援しています。

Michał Gołębiowski-Owczarek

Michał はSumo Logicのスタッフ ソフト
ウェア エンジニアですが、さまざまなオ
ープンソース ライブラリーのコントリビ
ューターであり、かつjQueryのコアチー
ムのメンバーでもあります。  

Michał は、世界の上位1,000万のWeb
サイトの77%が現在も使用している
jQueryの更新と最新機能の維持の
取り組みを主導しています。Michał 
は、jQuery.sに関する彼の開発作業に関
連してGitHubのReadMeプロジェクトに
登場しました。

Joe Sepi

Joeは、OpenJS FoundationのCross 
Project Councilの成功に重要な役割を
果たしており、主要なメンテナーをサポ
ートする取り組みを主導してきました。  

Joeは、CPCの毎週の進捗を確かなもの
とし、本ファウンデーションの技術戦略と
健全なガバナンス ポリシーの発展を導
くために時間を注いでいます。
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Cloud Native Computing .
Foundation
2022年を通じて、Cloud Native 
Computing Foundation (CNCF) は、ク
ラウドネイティブを継続的に遍く普及させ
るために、将来に向け、安定性と持続可能
性を備えたコントリビューター主導の飛
躍のための土台を作り、進むべき道を構
築してきました。  

CNCFはクラウドネイティブ コンピューティ
ングのためのベンダー中立なハブであり、
18の完成プロジェクト、34の育成中プロ
ジェクト、74のサンドボックス (試行テスト
中) プロジェクトをホストしており、約200
カ国から参加する168,962人以上のコント
リビューターによって推進されています。  

現在、CNCFには830以上の組織がメン
バーとして参加しており、メンバー企業数
が、最大のオープンソース ファウンデー
ションの1つとなっています。2022年9月(こ
のレポートが執筆された)までに、メンバー
数は対2021年比で15%増加しており、
108の新ベンダーメンバーを迎えました。
さらに、エンドユーザーのメンバーシップ
は前年比12%増の153となりました。

コントリビューター主導の 
イノベーション
#TeamCloudNativeは、CNCFの活発
で多様性のある「実行者」のコミュニ
ティであり、2022年には多くのイニシア
チブに継続的に関与を拡大し、それら
の活動を推進しました。Kubernetes 
Community Daysが世界の8つの地域を
カバーするように拡大され、KubeCon + 
CloudNativeCon Europeには7,000人以
上が対面で参加するようになりました。	
参加者の65%が初めての参加でした。

今年はクラウドネイティブのセキュリ
ティに特にフォーカスしており、6月に
TAG Securityグループが公開したCloud 
Native Security Whitepaperは、セキュ
リティにおける人間の重要性を強調し、
それは「人間とシステムが相互作用し、ク
ラウドネイティブ アプリケーションとテク
ノロジーを変化させるメカニズム、プロセ
ス、および意図である」と結論づけていま
した。

セキュリティに人間性を

セキュリティにおける人間の重要性に
基づいて、CNCFはSonatypeと提携して
Security Slamを導入しました。Security 
Slamは、KubeCon + CloudNativeCon 
North America 2022に至るイベントに向
けて、楽しさと協調的な雰囲気のイベント
を通じて新規コントリビューターを引きつ
けることによって、CNCFプロジェクトのセ
キュリティ体勢の強化が可能となるように
します。大成功を収めたBug Bashは、オー

KubeCon + CloudNativeCon Europe 2022 (バレンシア)  
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プンソース  プロジェクトで可能な限り多
くのバグを見つけて修正するために、参加
者の目の前で、非同期的かつ協調的な作
業モデルにより開発者をまとめあげまし
た。一方、Fuzzingは2022年も継続され、
18のプロジェクトがバグを発見するため
にOSS-Fuzzプロジェクトにより連続的に
ファズテスト (ランダムなデータ入力によ
るテスト) が実施されました。

7つのプロジェクトがセキュリティ監査を
完了し、その結果、132件のセキュリティ
修正と改善、45件の一般的な脆弱性露
出部分の修正、および51件のセキュリ
ティツールのビルドが行われました。さら
に、CNCFは、Open Source Technology 
Improvement Fundとの戦略的パート
ナーシップの下、2022年を通じていくつか
の独立したセキュリティ監査を実施しまし
た。さらに、私たちは最初のCloudNative 
SecurityConの開催を発表しました。同
カンファレンスは2023年に開始され、アプ
リケーション開発者と最先端のセキュリ
ティ専門家が協力して、既存ソフトウェア
を段階的に改善するソリューションを提
案し、また最先端プロジェクトや最新のセ
キュリティ アプローチによる強化への道
を開拓できるようにします。

進むべき道を構築

エコシステムのあらゆるレベルにおけ
るイノベーションへのCNCFの献身を
強調するために、私たちはKubeCon + 
CloudNativeCon Europe 2022で最初の
CTO Summitを開催し、6つの異なるビジ
ネス分野から21人のリーダーを集めて、マ
ルチクラウドの耐障害性とその実現方法
について議論しました。サミットは大きな
成功をおさめ、CTO SummitはKubeCon 
+ CloudNativeConのたびに開催される
ことになりました。

KubeCon + CloudNativeCon Europe 2022（バレンシア）
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Continuous Delivery Foundation 
Continuous Delivery Foundation 
(CDF) は、Jenkins、Spinnaker、
Tekton、CDEventsなど、最も急速に成
長しているContinuous Delivery (CD)プ
ロジェクトのベンダー中立な拠点として
機能します。その使命は、広範かつ成長中
の継続的デリバリー エコシステムを構成
する多くのプロジェクトを育成し、維持す
ることです。CDFは、CDのベストプラクティ
スと業界仕様を推進することにより、業界
のトップ開発者、エンドユーザー、および
ベンダー間で、ベンダー中立なコラボレー
ションを育成します。

2022年は、CDFにとって多くの成果をあ
げるエキサイティングな年となりました。
コミュニティは、影響力の大きなコントリ
ビューションをたくさん行い、新しいイニシ
アチブを開始することによって、CDの未来

を形成し続けました。コミュニティが取り
組んできた重要なイニシアチブの1つは、
CDエコシステムにおける相互運用性に関
するもので、CDEventsと呼ばれる新しい
プロジェクトに結びつきました。これは、
CDイベントに関する共通仕様であり、CD
への革新的なアプローチをもたらします。  

CDFコミュニティは、Software Supply 
Chain Special Interest Groupと
Supply Chain Maturity Model 
Workstreamという２つの活動を開始し、
Pyrsiaと呼ばれる新しいプロジェクトに
参加し、またTekton Security Auditを完
了することによって、ソフトウェア サプライ
チェーンの全世界的な改善のためのコン
トリビューションを始めました。 初めて対面で開催されたcdCon、OSS 

Europe 2022と共同開催されたCD 
Mini Summit、CD Summit、KubeCon 
CloudNativeCon NA 2022と共同開催さ
れたSpinnaker Summit 2022など、年
間を通じて多くのイベントを開催しまし
た。さらに、CD Best Practices Webサイ
トを立ち上げ、CDベストプラクティスを協
調して作成していくことが可能になりまし
た。また、ソフトウェア デリバリーにおけ
るパフォーマンスの進化を評価すべく第3

回目のState of Continuous Delivery 
Report 2022も発行しました。  

CDFのプロジェクトは、Google Summer 
of Code 2022やHacktoberfest 2022な
どのグローバルなイニシアチブにも参加
しており、多くの個人がCDFのプロジェク
トやCDエコシステム全体の進歩にコント
リビュートしています。

モデレーター (左)：Fatih Degirmenci (CDF)。スピーカー (左から右)：Sarah Novotny (Microsoft)
、Hong Wang (Akuity)、Isaac Mosquera (AWS)、Tim Jacomb (Kainos)。
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私たちの2022年の成果は、2023年のより大きな成功のための
基礎を築いたことです。私たちは、素晴らしいコミュニティと共
にCDを前進させることを楽しみにしています。 

「私たちは、開発からビルド、デプロイメント、運用に至る
まで、ソフトウェアを作成するために使用するツール全体
で共通言語が必要であることを認識し、Special Interest 
GroupのチームとともにCDEventsを始めました。 

Continuous Delivery Foundationは、このプロジェク
トに最適な拠点です。CDFチームは相互運用性に関する
ビジョンを共有しており、彼らは、メンテナー、ベンダー、
DevOps実践者の素晴らしいコミュニティとのつながりを
作ることに対して支援してくれました。  

2022年、CDFのおかげで、私たちはCDEventsConと
CDEvents Community Summitという2つのイベント
を主催しました。これらのイベントにより、私たちは一堂
に集まり、私たちの作業を共有し、私たちのコミュニティを
成長させることができました。」

Andrea Frittoli（CDEvents メンテナー、IBM）
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オープンソースのベストプラクティス	
を構築するコミュニティ

Linux Foundationのコミュニティは、企業のFOSS利
用やコントリビューションを支援するOSPOの設立か
ら始まり、データを駆使したクラウド支出の決定によ
りビジネス価値を最大化することに至るまで、オープ
ンソースのベストプラクティスの開発と普及をリードし
ています。 
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オープンソースのベストプラクティスを構築するコミュニティ

TODO Group (オープンソース プログラ
ム オフィス) 

オープンソース中心の戦略的体勢を採用
することには、もはや選択の余地はありま
せん。オープンソース プログラム オフィス 
(OSPO) は、多くの組織にとって、オープン
ソースに対する触媒の役目を果たします。
OSPOは、組織内におけるオープンソース
のサポート、育成、共有、説明、成長のため
に指定された場所です。OSPOが設置され
ると、組織は明確な使用条件と責任に則
ってオープンソース戦略とポリシーを確立
し、実行することができ、リーダー、開発者
、マーケティング担当者、およびその他のス
タッフに対して、オープンソースの活用を
業務内で成功させるために必要なプロセ
スとツールを提供できます。

TODO Groupは、世界中のOSPO採用を
サポートするために存在します。この成
長中の実践者コミュニティは、効果的に
OSPOを運用するためのベストプラクティ
スとツールについてコラボレーションする
すべての業界および地域のオープンソー

ス リーダーによって構成されています。こ
の10年間、本コミュニティは多くの広く知
られているガイドブック、調査結果、教育コ
ース、およびツールキットを公開してきまし
た。

2022年、TODOグループは以下のような
数多くの取り組みを開始し、また他のプロ
ジェクトとのコラボレーションを行いまし
た。

 ⊲ OSPOlogy.live Europe：コミュニ
ティ交流活動と2日間のコンベンショ
ン。ヨーロッパにおける組織のオープ
ンソース課題について議論し、他組織
のOSPOメンバーからアドバイスを求
め、OSPOを他のオープンソース コミュ
ニティと結び付け、共有ソリューショ
ン (オープンソース ポリシー、ツール、
標準、コミュニティ構築など) でコラボ
レーションすることが目的。

 ⊲母国語でサポートされるOSPO Local 
Meetups：特定の地域内で、同じ考
えを持つ専門家が、OSPOとオープン
ソース管理に関する知識と経験を共
有するためのフォーラム。Western 

Switzerland OSPO (フランス語) は、
2022年9月に開始された最初のフォー
ラム。

 ⊲ OSPO Mind Mapプロジェクト：エコ
システム内においてOSPOの主要な責
任、役割、行動、チーム要員数を体系
化するインタラクティブなマインドマッ
プ（思考の可視化）。このプロジェクト
は、OSPOlogyリポジトリの一部として
見つけることができる。

 ⊲ A Deep Dive into Open Source 
Program Offices：OSPOの特徴、構
造、役割、責任、課題を考察したホワイ
トペーパー。日本語版あり。

 ⊲ The Evolution of the OSPO：OSPO
の成熟度モデル、地域やセクターを越
えて注目すべきOSPOプログラムにみ
られる実用的な実装、および一連の
OSPOの原型を共有するOSPOの調査
研究。日本語版あり。
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オープンソースのベストプラクティスを構築するコミュニティ

 ⊲ Outbound Open Source Guide：企
業におけるオープンソース プロジェクト
へのコントリビューション、またはプロ
ジェクト立ち上げに関するガイド。

TODOグループはまた、以下を含む既存の
活動成果の改善を継続しました。

 ⊲ OSPOlogy Globalミーティング：
OSPOエンドユーザー ユースケースの第
2集をリリース。

 ⊲ TODO Guides：OSPOの開設方法と進
め方に関するベストプラクティス集。

 ⊲ Annual OSPO Surveys：Linux 
Foundationと協力し、OSPO採用の理
解度をサーベイ調査。

 ⊲ OSPO Courses：今後のOSPOにおけ
る多岐にわたる責務に基づき、包括的
なOSPOキャリアパスを構築。

 ⊲ OSPO Landscape：OSPOがどれくら
いあるのか、またどんなツールが利用
可能なのかを組織として概観できるよ
うにすることを目的としたOSPOエコシ
ステムのランドスケープ。

 ⊲ Awesome OSS Management：
TODOグループ コミュニティによって構
築されたパッケージとプロジェクトのリ
スト、OSPOの運営管理に役立つ。

 ⊲ OSPO News：OSPOのトレンド、採用
情報、調査研究、イベントなどを掲載し
たTODOニュースレター。

 ⊲ OSPOCon Events：北米、ヨーロッパ、
および日本のOpen Source Summitに
併設。

私たちは、実践リーダーやOSPOの設立を
検討している人たちに、私たちのグループ
に参加することをお勧めします。私たちの
ドアはいつも開いています！

OSPO 教育出版物
2022年、Linux Foundation Research
は、Ibrahim Haddad (Linux 
Foundation AI & Dataの ゼネラル マ
ネージャー、Ph.D.) が執筆した一連の
レポートをリリースしました。これらの
レポートは、企業におけるオープンソー
スの利用とコントリビューションに関す
る基本的なトピックスについて考察し
ています。  

レポートには、次のものがあります。

 ⊲ A Deep Dive into Open Source 
Program Offices  (TODOグループ
がスポンサー。日本語版あり)。

 ⊲ A Guide to Enterprise  
Open Source：実用的で体系的な
アプローチ。

 ⊲ Releasing Internal Code into 
a New Open Source Project: A 
Guide for Stakeholders：必要な
タスクが適切に把握され、実行され
ることを保証するために必要とされ
る事項を特定するプロセスの概要。
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オープンソースのベストプラクティスを構築するコミュニティ

FinOps Foundation：.
組織がクラウド活用を理解し、価値を評価する方法を提示

FinOps Foundation の使命は、関係者同
士の繋がりを作りだし、成長を促し、クラウ
ドの課金と運用のベストプラクティスを強
化していくことで、クラウドがどこで使われ
ていても、そのクラウドの価値を管理して
いるすべての当事者の進歩を促すことで
す。

FinOpsは、進化し続けるクラウドの財務
管理規律とカルチャーに関わるプラクティ
スであり、エンジニアリング部門、財務部
門、技術担当者、ビジネスチームがデータ
を駆使して支出判断に共同で取り組むこ
とを支援することで、組織がそのビジネス
価値を最大化できるようにします。

Gartnerによると、今年のクラウドへの投
資総額は5,440億ドルに達し、昨年から

21%増加するとのことです。企業は、特に
経済的な不確実性が迫りつつある中で、
効率的運用のための下方圧力とともに、
クラウドへの移行に対する上方圧力を引
き続き経験しています。2022年版のState 
of FinOps のサーベイ調査結果 (https://
data.FinOps.org/ ) によれば、現在、小
売、金融サービス、テクノロジー、製造な
ど、Global 2000のほとんどを占めるすべ

ての主要な業界がFinOpsを実践している
とのことです。

言い換えれば、FinOpsはすでに定着して
おり、何千人ものグローバルな実践者が、
増加するクラウド支出とその複雑さに対
応するためにベストプラクティスに挑戦
し、取り組みを強化しているのです。

世界中のあらゆるタイプの組織
からFinOps実践者を集め、鼓
舞する

2022年、FinOps Foundationのメンバー
シップは大幅に増加しており、現在72社
のパートナーメンバー(Google、VMware、
Accenture、Deloitte、McKinseyを含む)
と7,000人以上のコミュニティ ユーザー
を持っており、昨年の47社のパートナー、
1,500人以上のコミュニティ ユーザーから
大きく増加しています。2022年1月に新し
くエンドユーザー エンタープライズ メン
バーシップが開始されてAppleが最初に
参加し、Fidelity、JPMorgan Chase、AIA、
HEREが続いています。
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オープンソースのベストプラクティスを構築するコミュニティ

2022年にFinOps Foundationと私たちの
コミュニティが達成した注目すべき成果に
は、次のようなものがあります。

 ⊲Monthly Summit (主要なコミュニティ 
イベント)  の参加者は平均1,200~1,500
人に達し、10~15人の講演者のオープン
な2時間のZoomイベントにてベストプ
ラクティスとストーリーを共有。

 ⊲「FinOps」という用語は、2022年9月
以来、8,533本の記事で言及。下のキー
ワード比較チャートを参照。

 ⊲ 1月には、FinOps Certified 
Professionalという新しい研修コースと
認証制度を開始。この集中的なハイブ
リッドコースでは、40~50時間の仮想イ
ンストラクタ主導トレーニングおよび自
習式トレーニングと、コミュニティをサ
ポートする際のサービスおよびコンテン
ツのコントリビューション要件を提示。

 ⊲ 2回目 State of FinOps Surveyを開
始。データを駆使した豊富な視覚的分
析など、成長するコミュニティの状態を
ベンチマークし、概観する年次レポート
を提供する予定。

 ⊲ FinOps Certified Practitioner (認
定実践者)は、今年の完了数を前年比2
倍にする予定。

 ⊲ 6月に、最初の対面会議FinOps Xをテ
キサス州オースチンで完了。この会議
では、すべてのチケットとスポンサー
シップ スロットが完売。参加者の1
人Aaron Edell (AWSのGlobal Head 
of Customer Cloud Intelligence & 
FinOps)は、「この会議はみんなで一緒
に問題を解決しようとするものです。ど
うすれば知識を共有し、どうすればイン
クルーシブになり、どうすれば一緒によ
り上昇気流に乗せていくことができる
のでしょうか。」と述べた。

 ⊲ FinOps Foundationチームは、2022
年、7人のFTE (フルタイム換算人員)か
ら15人のFTEに拡大。

 ⊲クラウドの財政運用モデルであっても、
イノベーションには、大胆なことを試す
必要がある。FinOps Foundationは今
年、オハイオ州、スコットランド、フラン
ス、シドニーの17のグローバル ミート
アップにて共有型のコミュニティ ボー
ド ゲームを立ち上げた。

繁栄するコミュニティへの投資
の増加
私たちは、FinOps Ambassadorsと
FinOpsPodという2つの新しいコミュニ
ティ主導のプログラムを誇りに思っていま
す (私たちのポッドキャストはすべての主
要なプロバイダで利用できます)。私たち
の24人のグローバル アンバサダーは、私
たちのミッションを増幅し、企業、ツール開
発者、AmazonやMicrosoftのようなハイ
パースケーラーを含むこのエコシステム
に影響を与えています。彼らの活動と並行
して、私たちの新しいポッドキャストは、ク
ラウドの多くの仕事に向かう実践者の生
活の1日を捉えています。

Keyword Mentions
“FinOps”

20

15

10

5

0
January 2021 July 2021 January 2022 July 2022

“FinOps Foundation” “Cloud Financial Management”
“Cloud Cost Management”
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FinOps Foundationは、FinOps 
Adoption、FinOps Framework、FinOps 
Practice Assessmentに関するベストプ
ラクティスの情報源であり続けています。
私たちのコミュニティのワーキング グルー
プは、持続可能性、変動予測、ユニット エ
コノミックス、公共セクターなどに関する
新しいFinOpsプレイブックについて、プロ
ジェクト リポジトリの成果出力を倍増さ
せました。FinOps認証を要求するプラット
フォーム、ツール、サービス プロバイダー
の数は、商用およびオープンソースの両方
で、昨年から倍増しています。

2023年以降に向け、革新のモメ
ンタムに乗って構築してゆく

FinOpsは、学習し、コラボレーションを実
践し、成長するための支援的でインクルー
シブな場所であり続けます。2022年には、
十分なサービスを受けていない人々のア
クセスを確保するために新しいトレーニン
グ奨学金を開始し、これまでに9万3,000
ドルが授与されています。また私たちはグ
ローバルなメンターシップ プログラムを
開始し、54件の応募がありました。

私たちは、Women in FinOps仮想講演
者シリーズなどのプログラムを通じて、コ
ミュニティ内の新しい声を勇気づけ、多様
性のある理念的リーダーシップを強化し
続けています。

私たちのチームは、イノベーションには
オープンな心が必要であり、私たちのコ
ミュニティと業界が適応と進化を続ける
ために必要なものを注意深く観察し、敏
感に反応する必要があると考えています。
私たちはこの考え方を来年も維持し、私た
ちの行く手にあるすべての新しい機会の
到来を歓迎します。
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エンターテインメントの革新

私たちのコミュニティは、映画業界や最先端の.
3Dゲームおよびシミュレーション向けの.
オープンソース ソフトウェア開発のイノベーションを
推進しています。
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エンターテインメントの革新

Academy Software Foundation
Academy of Motion Picture Arts and 
Sciences (アカデミー賞の運営組織) と
Linux Foundationとのパートナーシッ
プにより設立されたAcademy Software 
Foundation (ASWF) は、映画業界および
幅広いメディア業界のオープンソース ソフ
トウェア開発者がリソースを共有し、画像
作成、視覚効果、アニメーション、およびサ
ウンドに関する技術で協力するための拠
点を提供しています。

活発で成長を続けるコミュニティがASWF
をサポートしています。コミット総数は過
去3年間で68.09%増加し、過去2年間で合
計80の組織がコードコミットに参加してお
り、そのうち43は新規組織でした。

ASWFはまた、2022年に次の6つの新しい
プロジェクトを加えて、ホストされるプロ
ジェクトの数を倍増させました。 

 ⊲ rawtoaces：Academy of Motion 
Picture Arts and Sciencesのコント
リビューションによって提供された
rawtoaces (RAW to Academy Color 
Encoding Specification (ACES) 
Utility)は、デジタルカメラのRAWファ
イルを、ACES準拠エンコード画像デー
タを格納するACESコンテナ ファイルに
変換するソフトウェア パッケージ。

 ⊲ Rez：Dr. D. Studiosの社内ソリュー
ションとしてAllan Johnsによって開発
されたRezは、オープンソースのクロ
スプラットフォーム パッケージ マネー
ジャーであり、サードパーティ用および
プロプライエタリ ソフトウェア用のデ
ジタル コンテンツ作成ソフトウェアの
ためにスタンドアロンの構成環境を作
成。

 ⊲ OpenAssetIO：Foundryによって開発
されたOpenAssetIOは、ツールと資産
管理システム間のオープンソース相互運
用性標準であり、コンテンツ作成パイプ
ラインの統合作業とメンテナンス オー

バーヘッドを削減。サンドボックス段階
でLinux Foundationに投入された最初
のプロジェクト。

 ⊲ OpenFX：非営利組織Open Effects 
Associationがコントリビュートした
OpenFXは、VFX業界における画像処
理ツール間の相互運用性を可能にする
オープンソース プラグイン標準。業界
で非常に頻繁に利用されている。

 ⊲ Digital Production Example 
Library(DPEL)：ASWFコミュニティ
によって開発されたDPELプロジェク

トは、プロダクション グレードのサン
プル コンテンツに対する業界の長年
のニーズから生まれた。開発中のハー
ドウェアとソフトウェアを徹底的にテ
ストし、映画/TVコンテンツの作成プ
ロセスの要求レベルにまで拡張でき
ることを保証する。DPELでホストされ
ている資産には、American Society 
of CinematographerのStEM2、
Animal LogicのALab Phase 2、Intelの
Volumetric Clouds Library、Amazon 
Web Services(AWS)のNoaキャラク
ターなどがある。

Spider-Man: Far From Home (『スパイダーマン:ファー・フロム・ホーム』) 。Imageworks提供。
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エンターテインメントの革新

 ⊲ Open Review Initiative：ASWF 
Review & Approval Working Group
の取り組みから生まれた新しいサ
ンドボックス プロジェクト。Open 
Review Initiativeは、メンバー企業で
あるAutodesk、DNEG、およびSony 
Pictures Imageworksのコントリブー
ションにより主導。映画および関連す
るプロフェッショナル メディアの再生、
レビュー、および承認のための統合さ
れたオープンソース ツールセットを構
築。

その他のハイライトは次のとおりです。

1 	 （訳注)：BIPOC (Black, Indigenous and people of colors)、Latinx (people who trace their roots to Latin America and Spain)

 ⊲ Open Source in Entertainment： 
How the Academy Software 
Foundation Creates Shared Value：
ASWFの最初の調査資料。「Toy Story
（トイ・ストーリー）」、「Terminator 2
（ターミネーター2）」、「Jurassic Park
（ジュラシック・パーク）」などのような
デジタル視覚効果やCGアニメーション
の映画から始まる、現代の映画制作に
おけるオープンソース技術の進化を調
査研究。

 ⊲ Summer Learning Program：本
ファウンデーションのDiversity & 
Inclusion Working Groupが主導す
るSummer Learning Programでは、

BIPOC/Latinx１ (訳注) の参加者19名に対
して、VFX/アニメーションで技術的な
キャリアを追求するための実践的なス
キルを教えるために、オンライン学習プ
ラットフォームへの無料アクセスを提供
し、ASWFコミュニティの指導者とマッ
チングさせて、職業目標を追求する機
会を設けた。 

 ⊲  New Governing Board（新理事会）
の後継者計画：ジェンダー アイデン
ティティ、人種、民族を越えたインク
ルーシブな代表者を育成するために、
ASWFは最高レベルの代表者を増やす
ための新しい後継者計画を採択。 

画像出典：Solo:A Star Wars Story(邦題：『ハン・ソロ／スター・ウォーズ・ストーリー』)、© and TM 
Lucasfilm Ltd. All Rights Reserved.

Commits growth
The growth in terms of the aggregated count of 
total number of unique commits during the 
selected time period.

There has been a growth of 6.09% 
in total commits during the last 3 years.
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エンターテインメントの革新

Open 3D Foundation と Open 3D Engine

2022年7月は、Open 3D Foundationと
その主要プロジェクトであるOpen 3D 
Engine (O3DE)の1年目の節目であり、コ
ミュニティは大きな成長とそのモメンタ
ムを祝いました。私たちは新メンバーとし
てEpic Games、LightSpeed Studios 
(Tencentの一部)、Microsoft、OPPO、
Heroic Labs、Kutztown University
を迎えました。現在、Adobe、Amazon、
Huawei、Intel、Kythera AI、Hadean、Red 
Hatを含む25社以上のメンバー企業がこ
の急速に成長するファミリーに参加してい
ます。

今日、世界が3Dテクノロジーへと競う中、
本ファウンデーションは、アーティスト、コ
ンテンツ クリエイター、開発者、およびテ
クノロジーリーダーが集まり、コラボレー
ションし、ベストプラクティスを共有し、

オープンな3D開発の未来を形成するため
の拠点を提供します。この活発なコミュニ
ティは、3D資産の使用と共有を容易にす
ることにフォーカスしており、O3DEは、す
べての業界で利用可能な最初の高忠実
度、フル機能、リアルタイムのオープンソー
ス3Dエンジンです。

500人以上のアクティブなオンライン参
加者と約200人のコード作成者を誇る本
コミュニティは、昨年急速な成長を遂げ、
コード変更数は約800万行、コミット総数
は70%増加しました。年頭に116万ドル
の剰余金を計上した本ファウンデーショ
ンは、昨年236万ドルの追加メンバー コ
ミットメントを獲得し、また(Githubでの活
動を示す)スター、リポジトリのフォーク、
Discordユーザーの数を倍増させました。

 

本コミュニティは多様な参加者を歓迎し
ており、そのことは重複を排除したコント
リビューターの数が80%増加し、Huawei
やRed Hatを含むSpecial Interest 
Group (SIG)のリーダーを選出したこ
とにも示されています。Aliens Group、
Amazon、Brookhaven National Lab、
Cro、Google、Rogue Rocket Games、
Ubisoft、Warner Brothers、Warpzone 
Studiosがイシューとプルリクエスト提
出数のトップ10に入っており、Amazon、
Baidu、Bytedance、Google、Microsoft、

Netease、Tencent、Ubisoftが最大のス
ターフォロワーにランクされています。

昨年のO3DEソフトウェア リリースでは、パ
フォーマンス、安定性、ユーザビリティの強
化にフォーカスしており、AAAゲームやそ
の他のさまざまなアプリケーションの3D
シミュレーションの構築を容易にすること
を目指しています。22.05リリースでの重要
な改善には、インストーラの検証、アセット
パイプラインのユーザー定義プロパティ
サポート、自動テストの強化とともにモー

Hadeanは、メタバースの構築、運用、収益化を可能にするインフラストラクチャーとコンピューター パワー
を提供する。
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エンターテインメントの革新

ション マッチング、写真のような精細さを
持つフォトリアリスティックなエキスペリ
エンスの提供を可能にするデータ駆動型
アニメーション技術が含まれていました。
22.10リリースでは、新しいレンダリング
機能とTerrainシステム(地形システム)の
パフォーマンスの向上に加えて、チーム構
築とコラボレーション、アーティストのワー
クフロー、マルチプレーヤーのセットアッ
プを容易にするための新しい拡張機能が
導入されました。

Open 3D Engineの独特のモジュール性
は、特に没入型エクスペリエンスのイノ
ベーションが加速する中で、コンテンツ作
成者のビジョンをリアリティに変換できる
ようにするために不可欠です。本ファウン
デーションのメンバーは、彼らのコントリ
ビューションを通じてエンジンの構築の
助けとなってきました。重要な例として、
Kythera AIはO3DE 22.05リリース向けに
バイナリのAI Gem (あるいはプラグイン) 
を更新しました。

「Open 3D Foundationのビジョンは、業
界全体にとって大きな成功の要因となり、
またメタバースとともに来るべきデジタル
の未来にとっても大きな成功の要因とな
ると確信しています。私たちは最初からこ

のビジョンに参加し、その未来の形成を支
援したいと考えました。」
—Matthew Jack (CEO, Kythera AI)

開発環境およびエンジン間でのデータ資
産、ビジュアル、およびメディア スクリプト
の相互運用性と可搬性は、世界中のアー
ティストおよびコンテンツ作成者の創造性
を発揮させるための鍵です。Epic Games
の関与は、Open 3D Foundationの重要
性を証明しています。

「メタバースは、企業にオープンスタンダー
ドとオープンソース ツールを発展させる
ために協力することを要請します。私たち
は、Open3D Foundationがその旅程で重
要な役割を果たすと確信しています。相互
運用性のための標準を共有することで、私
たちはクリエイターに、彼らが最も使い慣
れたツールを使用してインタラクティブな
3Dコンテンツを構築し、Unreal Engineや
他の3Dエンジンで素晴らしいエキスペリ
エンスを実現するためのより多くの自由と
柔軟性を提供します。」
—Marc Petit (Epic Games、Unreal 
Engine Ecosystem担当VP)

Kythera AIは、他の製品が1つまたは2つしか提供していないAI機能の全範囲を統合する、柔軟でスケーラ
ブルなフレームワークを提供する。

DIGIBL Studio - Digital Basil Leavesは、従来の学習方法を改善することを目指す革新的なスタートア
ップ企業。
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エンターテインメントの革新

メンバーはまた、OpenXRとのO3DE統合を通じ
て、VR、AR、MRのサポートでコラボレーションし
ており、最大のモバイル デバイス サプライヤー
の何社かからの強力なサポートを受け、Mobile 
Device Working Groupを通じてモバイル デバ
イスの3Dグラフィックス技術を推進しています。

より幅広いコミュニティがコントリビューションで
多くの成果をあげてきました。その実例として、
Matteo Grasso (DigiBL Studios) は、O3DTanks
を通じてO3DEプロジェクトをコンテナ化し、クラ
ウド上に展開することを可能にさせました。

TwitchシリーズのUnder the Hoodや、ポッ
ドキャスト シリーズのTales from the 3rd 
Dimensionの配信によって3D開発者、コンテ
ンツ クリエイター、テック リーダーが洞察を共
有するための舞台を提供できるようにしたのに
加えて、当ファウンデーションは10月に、AWSの
スポンサーシップ提供と、C++やPythonコミュ
ニティのリーダーを含む20社以上の企業の参
加を得てO3DFの主力イベントO3DConを開催
しました。同イベントのコンテンツは、ライセン
スの重要さ、コンプライアンス、3Dエンジンとの
関係など、Open 3D Engineとオープンソース
のさまざまな側面に及んでいました。ダイバー
シティのアクティビティとしては、International 
Game Developers Association (IGDA)で
の講演や、Amazon、IGDA、NVIDIA、Python 
Software Foundation、Rochester Institute of 

Technologyのパネリストとのディスカッション
が含まれています。当ファウンデーションはまた、
メタバース トラックを開催し、AI、認証、ブロック
チェーン、クラウドとインフラストラクチャー、通貨、
エッジネットワーク、金融サービス、メディア、3Dア
セット、オブジェクト、シミュレーション、音声と没
入型インターフェイスなど、10以上の専門的なト
ピックを提供しました。

私たちは、来年がさらにエキサイティングな年とな
ることを楽しみにしています。

「業界が世界中のコンテンツ クリエイターのリア
ルタイム3Dニーズに対応し、最高のツールを提供
していることは本当にエキサイティングです。エグ
ゼクティブディレクターとして、私たちのここまで
の成長を支援してくれた皆さんに感謝します!」

—Royal O’Brien (Linux Foundationデジタルメ
ディア/ゲーム担当ゼネラルマネージャー兼Open 
3D Foundationエグゼクティブ ディレクター)

AWS for Games：専用のクラウド サービスとソリューションでゲーム ワークロード 
を一変。

Huawei Game Serviceは、ゲーム成績、リーダーボード、保存されたゲームなどの基本
的なゲーム機能を低コストで構築するのに役立つ。
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人と地球に影響を

Linux Foundationは、世界中の電力システム
の革新に取り組んできました。私たちは、ソフト
ウェア システムにおける排出基準の定義作成
を支援し、食料と農業のためのデジタルインフ
ラを提供し、希少遺伝性疾患の治療法開発の
障壁を低減し、国内および国境を越えてデータ
を共有するためのより良い手法を作成し、リス
ク管理と気候リスクに対する投資判断に情報
を提供するためのツールを開発しています。
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LF Energy

集中型の化石燃料発電から再生可能で
分散型のエネルギー資源への移行が進行
中であることは、140年以上にわたる電力
システムの最も顕著な革新です。データに
よると、エネルギーと輸送システムの電化
を通じて、地球の二酸化炭素排出量の約
75%を削減できるとのことです。オープン
ソース ソリューションは、これらの大きな
変化に不可欠であることが知られていま
す。柔軟性、機敏性、相互運用性を最大化
して持続可能性を推進するオープンソー
ス戦略を採用することで、二酸化炭素排
出量を削減するための革新的なソリュー
ションを開発できます。

Linux Foundationには、オープンソース
の気候ソリューションに取り組むプロジェ
クトがいくつかあります。LF Energyは、エ
ネルギー システムの運用および管理のた
めのソフトウェア ツールを提供すること
で、分散型クリーン エネルギーへの移行
を加速させています。

OS-Climateは、関連する総資産におけ
る公的財政とマクロシステムの整合性に
フォーカスしており、パリ気候変動協定の
目標を達成するために財政手当と必要
とされる投資額のギャップ、1兆2000億

ドルを埋めるために、データ・分析プラッ
トフォームを開発しています。他にも多く
のLFプロジェクトが、グリーン イニシア
チブを推進する上で重要な役割を果たし
ています。例えば、消費電力管理におけ
るLinuxカーネル、持続可能なソフトウェ
ア開発の推進におけるGreen Software 
Foundation、エッジ相互運用性におけ
る組み込みLinuxの取り組み、5Gにおけ
るLF Networking、そしてLF AI & Dataが
行っている多くの取り組みなどです。

2022年、LF Energy は大きく成長し、10
社以上の新規メンバーを加えました。
ShellとGoogleは戦略メンバーのレベ
ルで加入し、テクノロジーとエネルギー
の分野でリーダー企業としての専門
知識を提供しています。LF Energyメン
バーとしてCleartrace、M-RETS、および
WattCarbonnは、エネルギー トラッキン
グと取引の専門知識をもたらしています。
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人と地球に影響を

また、2022年には、消費エネルギーの炭
素強度 (Carbon Intensity) や生成エネ
ルギーに伴う炭素排出量を定義・追跡す
るための標準仕様であるCDSC (Carbon 
Data Specification Consortium) のよう
な重要な新規プロジェクトが当ファウン
デーションに加わりました。CDSCやSuper 
Advanced Meterなどの標準制定プロ
ジェクトを追加することで、LF Energyに新
たな方向性と機会がもたらされます。

統一されたEV充電エコシステムの共通基
盤を確立するために設計されたオープン
ソース ソフトウェア スタックEVerestも、
当ファウンデーションに参加しました。

これらの新しいイニシアチブは、オープン
なフレームワーク、リファレンス アーキテ
クチャー、および補完的なプロジェクト サ
ポート エコシステムを通じて、私たちが気
候変動の課題を解決するのを助けます。

脱炭素化にはさらに多くのことが必要で
す。経済的繁栄を確保しながら気候崩壊
を緩和するには、安全で分散したハード
ウェア、データ、ソフトウェアを通じて需要
と供給を「ネットワーク化」する必要があり
ます。

将来のエネルギー グリッドは、オープン イ
ンフラストラクチャーのプラットフォーム
上に構築されます。LF Energyスタックと
オープン ネットワーキング プロジェクト

は、高スループット データ処理を可能にす
るSoftware-Defined Networking (ソフト
ウェア定義ネットワーク：SDN)コントロー
ラーを使用して、インフラストラクチャー リ
ソースの管理と振り分け制御を行うこと
ができます。これは、より多くの開発者がよ
り多くのコードを作成することを意味し、
業界、政府、学界、およびその他の利害関
係者からの支援を必要とします。

LF Energyが今年経験した成長は、脱炭
素化に向けたエネルギー移行への民間部
門と公共部門の両方の投資が増加するに
つれてさらに加速するでしょう。最近米国
で成立したInflation Reduction Act (イン
フレ抑制法: IRA)は、グリーンエネルギー
投資に対して、きわめて重要な公共部門
に対する支援を提供しました。IRAは、より
持続可能なエネルギー システムの実現に
向けた歓迎すべき一歩であり、クリーン エ
ネルギー源にむけた資金の大幅な増加
と、その研究を呼び掛けています。IRAや同
様のイニシアチブを世界中で実施するに
は、電力セクターで使用されているテクノ
ロジー スタックの革新が必要となるでしょ
う。

IRAにとって、オープンソースは、エネル
ギー効率パフォーマンスの指標を透明性
と一貫性をもって提供するのに不可欠で
す。そのような指標により、家庭における
エネルギー効率利用技術導入マーケット
を活性化できます。しかし、エネルギーに
対するオープンソースの価値は、家庭のエ
ネルギー効率評価の領域をはるかに超え
て拡大しています。世界的な脱炭素化の
目標を達成するには、エネルギー産業の
すべての部分にわたって大規模なデジタ
ル トランスフォーメーション (DX) が必要
になります。単一の組織だけでは必要な
技術を構築することはできません。このよ
うなDXプロジェクトには、負担を分担する
オープンソースの共同開発モデルが必要
です。オープンソースはまた、統一された
測定基準を保証しますが、プロプライエタ
リなアプローチでは実現が困難なことが
よくあります。

柔軟性、機敏性、相互運用性を最大化する
オープンソース戦略を採用することで、IRA
の枠組みの中でも、他の脱炭素化の取り
組みの観点からも、エネルギー産業は技
術革新のスピードに合わせて革新するこ
とを学ぶことができます。
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人と地球に影響を

電気自動車 (EV) の普及を妨げる最大の
障害の1つは、(充電における) 互換性と
プラグ・アンド・プレイ機能の欠如です。LF 
Energy EVerestプロジェクトは、この課題
やその他の世界中のEV充電の課題に取
り組むことを狙っています。「コードファー
スト」アプローチを採用することにより、プ
ロジェクトはEVセクターにおけるイノベー
ションを10倍にすることを目指しています。

EVerestは、電気自動車のAndroidとなり、
多くの自動車メーカーと充電器メーカーの
間の互換性のギャップを埋めることを目指
しています。これにより、互換性のない標準
が切り揃えられ、すべてのメーカーが使用
できるグローバルでオープンな充電標準が
作成されます。EVerestは、高速公共充電、
スマート充電 (太陽エネルギーを利用した
自宅での充電など)、DC充電、双方向充電、
停電時の緊急エネルギー バックアップな
ど、充電に関わるあらゆる種類の課題に影
響を与えることを目指しています。

さらに、EVerestを使用することでCO2が削
減されます。すなわち、より少ないリソース
を使用し、活用できない資産を最小限に抑
えることで、開発と大量展開を迅速に完了
できます。

このプロジェクトは、PIONIXのMarco 
Möllerと彼のチームによって始められまし
た。EVerestのアイデアは、PIONIXの以前
のコンサルティング プロジェクトの1つであ
る、EV業界の複雑さがインフラ構築をより
費用と時間のかかるものにしているという
事実を学んだことから始まりました。

Marcoは次のように述べています。「商用化
が進むにつれて、多くの業界関係者が商用
プロジェクト間に大きな重複を見出してい
ます。重複の排除は、オープンソース コミュ
ニティで協力することのメリットの1つです。
LF Energyは、オープンソースのベストプラ
クティスに関する知識、法的およびマーケ
ティング サポートでEVerestコミュニティを
サポートし、プロジェクトが多くのエキサイ
ティングな業界ネットワーキング形成の機
会にアクセスできるようにすることで、大き
なメリットを提供しています。」

LF EnergyのSOGNOプロジェクト 	
(イタリア語で「夢」を意味し、「Service-
based Open source Grid automation 
platform for Network Operation」の略) 
は、集中した化石燃料発電から、より分
散化したエネルギー源および貯蔵デバ
イスへのエネルギー生産の移行を加
速することを意図しています。これらの
分散化された構成要素は、電力システ
ムに統合されます。SOGNOは、拡張が
容易で、新しいデバイスが電力システ
ムに接続される速度に適合する、電力
システム自動化のためのモジュラー ソ
フトウェア ソリューションを提供するこ
とを目的としています。SOGNOでは、
接続されるデバイスの数を拡げるため
に、クラウドおよび仮想化テクノロジー
を使用しています。

Markus Mirz (Fraunhofer Digital 
Energyのチーフエンジニア兼SOGNO
プロジェクトのテクニカル リード) は、
RWTH AachenのEuropean H2020プ
ロジェクトに参加していましたが、その
プロジェクトがSOGNOの基礎を築き

ました。Markusはもともと社会貢献を
意図して関与をはじめました。

彼は、プロジェクトの将来の発展を確
かなものとし、より大きなオープンソー
ス コミュニティとのつながりを確保す
るために、SOGNOをLF Energyに持ち
込むことを手助けしました。SOGNOの
初期バージョンは単なる一研究プロ
ジェクトの成果でしたが、プロジェクト
コードは現在、多くの研究プロジェクト
でさまざまなコントリビューターやエン
ドユーザーによって使用されています。

Markusは次のように述べています。
「他のコントリビューターと私は、LF 
Energyコミュニティの一員であること
が、他の開発者とのコラボレーションと
アイデアの交換を可能にしたという点
で、機会を提供してくれたことに感謝し
ています。LF Energyでプロジェクトを
ホストするもう1つの利点は、プロジェ
クトを開始するときに対処すべき法的
な問題など、多くの開発者の「快適な
空間」の外にあるマーケティングやその
他の活動をサポートしてもらえること
です。」 

Markus 
Mirz

Marco 
Möller
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OS-Climate

世界の気温上昇を2℃未満に抑え、各国
が気候変動に適応できるようにするとい
うパリ協定の目標には、2030年まで年間
推定6兆9,000億ドルの投資が必要だと推
定されています。しかし、現在でも、およそ
6,300億ドルに及ぶ投資が依然として大き
なギャップとして残っています。投資は、(1)
より透明性が高く、気候変動とより整合す
る分析ツールの欠如と、(2)不十分なデー
タのために妨げられています。総排出量0
への移行を加速し、回復力を向上させる
ために、OS-Climate (OS-C)は、データの
利用可能性、質、比較可能性のギャップを
埋める公開データ ユーティリティ (すなわ
ち、Data Commons：データ コモンズ) を
構築するとともに、資産クラス、産業分野、
地域に横断的な気候のリスクと投資機会
に関連して、リスク管理と投資決定のため
に情報提供を行う新しい分析ツールを構
築しています。

これらのソリューションはどんな組織が
構築するにも大きすぎることを認識し、
OS-ClimateのTheory of Changeは、金
融機関、企業、学術機関、非営利組織、お
よび政府機関の間に構築するオープンな
コラボレーションのための実践と行動の
コミュニティを育成することを基本として
います。2022年1月以降、OS-Climateの
コミュニティの規模は103.5%増加し、組
織のメンバーシップは15.8%増加しまし
た。OS-Cメンバーは、世界中で60兆ドル
以上の資産を所有、管理、または代行保
管サービスを提供しています。OS-Cは、
Riskthinking.AIおよびS&P Globalから、
75,000以上の企業レポート、および数千
の気候変動経済移行シナリオからのデー
タを含む2つの大規模なデータのコントリ
ビューションを受けました。また次の3つの
分析ツールPhysical Risk & Resilience、
Transition Analysis、およびPortfolio 
Analysisの初期バージョンが2022年7月
に発表されました。

長期ヒート マップ

遷移解析：WITNESSモデル

96LINUX FOUNDATION アニュアル レポート 2022 96



人と地球に影響を

Physical Risk & Resilienceツールは、資
産の位置情報データを気候ハザード モデ
ルおよびその脆弱性指標曲線に関連付け
ます。リスク評価値には、ハザード値(すな
わち、洪水の深さ)だけでなく、関連する資
産の脆弱性も含まれ、これらの資産がハ
ザードによって直面する損害および事業
中断リスクを判定します。OS-Climateは、
リスク評価値のユースケースに役立つ数
多くの気候ハザードおよび脆弱性モデル
を1つの場所に収集しています。

Transition Analysisツール (WITNESS
およびSOSTradesのシステム)を使用す
ると、組織は、(1)複数のエネルギー移行
シナリオの評価を行ったうえで、ビジネス
ケースごとのトレードオフを分析し、(2)投
資対目標を最適化し(たとえば、資源制約
の下で排出量を最小限に抑えながら経
済発展を最大化するために必要なエネル
ギー生産への投資)、(3)いろいろな資源
におけるエネルギー生産技術の価値と影
響を評価し、(4) 人口、エネルギー、資材、
天然資源、環境変数なども考慮した、政
策変更とマクロ経済的影響(たとえば、資
本、労働、生産、エネルギー、消費、投資、
福祉事業、エネルギー需要)に基づくグ
ローバルな経済発展を予測できます。

このツールは、全世界の排出量を削減す
る移行プロジェクトへの資金提供に関す
る企業の判断をサポートします。また、資
産管理者および銀行が、資金および投資
をこれらの企業およびプロジェクトに再
配分することを可能とします。

Portfolio Alignment Implied 
Temperature Rise (ITR)ツールは、投資
判断が長期的な気候目標にどのように貢
献できるかを評価します。また、個々の企
業およびポートフォリオの行動が、総排出
量差し引き0の目標に向けて定められた
排出量期待値を超えるかどうかを評価し
ます。この排出量期待値と比較した全世
界の累積排出量は、世界が到達する可能
性のある気温の変化を教えてくれます。こ
のツールの仕組みは、将来の排出量の変
動予測をベンチマークで得た気候変動シ
ナリオと比較し、これらの累積排出量を気
温の変化に変換するように設計されてい
ます。Portfolio Alignment Toolは、金融
機関のポートフォリオと比較するため、セ
クター固有のベンチマークをサポートで
きます。これまでに、One Earth Climate 
Model (OECM)およびTransition 
Pathway Initiative (TPI)ベンチマークが
適用されています。
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OS-Cのコミュニティは成長を続けており、
OS-Cは気候と整合的な投資判断を推進
する上で確実な地歩を獲得しています。
OS-Cメンバーとより広範な持続可能性
を追求する金融コミュニティは、私たちの
データとツールを使用して、彼らのポート
フォリオに内在する何百万もの資産の物
理的リスク、公的債務ポートフォリオに関
連したカーボンフットプリント(商品やサー
ビスの生産から廃棄に至る全プロセスの
炭素排出量)、および実体経済としての企
業と業界の移行戦略を評価しています。最
後に、Data Commonsアーキテクチャー
は、気候と財務データをソフトウェア コー
ドのように管理することによって、透明性
と信頼性を醸成しています。

OS-Climateは、私たちの科学に基づいた
モデルと方法論が、私たちのオープンソー
ス コードと組み合わされて、より高いレベ
ルの透明性と信頼性を提供し、グリーンウ
ォッシング(欺瞞的環境訴求)のような懸念
に対処するのに役立つと信じています。コ
ミュニティが分析ツールをさらに強化し、
私たちの公開データ ユーティリティが成
長するにつれて、規制当局は気候変動に
関連する総体的リスクをより適切に管理
することができます。また持続可能な金融
コミュニティは、より広範に、革新的なツー
ル、投資戦略、金融商品に対する「スタック
の上層」開発を加速することができます。 
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GSFはTraditional-mode Specification 
(従来型の仕様策定)プログラムとして2年
目を迎えましたが、Green Softwareエコ
システムにおいて重要な役割を果たし、ソ
フトウェアに関連した排出の標準規格を
定義することを支援しています。GSFはこ
の短期間でいくつかのマイルストーンを達
成し、38のメンバー組織と約800人の参加
メンバーを加えました。

GSFは、Software Carbon Intensity 
(SCI)仕様の最初の完成版を公開しまし
た。この仕様により、開発者はソフトウェ
ア システムの炭素排出率を計算できま

す。開発者が炭素の排出を認識できるよう
にするために、GSFは最初のDeveloper 
Trainingプログラムをリリースしました。こ
れらのプログラムは、開発者がこれらのグ
リーン ソフトウェアの原則を実践できるよ
うに支援します。

GSFは、グリーン ソフトウェアが脱炭素化
のアジェンダに含まれることを確かなも
のとするために、政策立案者、多くの業界、
「気候行動委員会」が関与する一貫した
計画を作成しました。これには、COP-27へ
の参加や、グリーン コーディングの原理を
示すためのソフトウェア ハッカソンへの参

加が含まれます。
AgStackのプロジェクトは、「デジタル
公共財」として、食料と農業のためのデ
ジタル インフラストラクチャーを提供す
ることを目的としています。コンピュー
ティングの世界がLinuxで動くように、
食料の世界も最終的にはAgStackで
動くようになるでしょう。

AgStackの究極の目標は、世界の食料
生産がより公平で、安全で、持続可能
で、生産者と消費者の双方にとって利
益のあるものとなることを可能にする
ことです。

毎日、地球の人口の50%以上が食料
の製造に従事しています。種子から始
まり、種まき、収穫、加工、市場への輸
送に到るまでの一連の作業は複雑で、
脆弱で、非常に非効率的です。中立性、
セキュリティ、およびデータ整合性を確
保しながら、このワークフローをデジタ
ル化し、よりアクセスしやすく、摩擦がな
く、ユビキタスにすることが、AgStack
のデータ インフラストラクチャー作業
のフォーカスです。「資産登録」プロジェ

クトは、その方向に向けて重要なス
テップです。

AgStackの「資産登録」プロジェクト
は、地球規模で農地を空間的にイン
デックス化するための「必要なイノ
ベーション」として、農業エコシステム
の多くから認められており(ドイツ政府
の助成金によるものを含む)、開発途上
国の小規模農家にとって特に価値があ
ります。このプロジェクトは、さまざま
なオープンソース ツール、暗号化、およ
びWebサービス アーキテクチャーを活
用して、農地の地理登録と検証のため
のパブリックAPIを提供することを目的
としており、そのユースケースは、作物
保険の請求通知から、単一のアドレス
に対して衛星データを生成することま
で多岐にわたります。
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2021年3月、Linux Foundationは
RareCampとOpenTreatments 
Foundationをホストすることを発表しま
した。RareCampは、希少性や地理的条件
にかかわらず、希少遺伝性疾患の治療法
開発の障壁を減らすソフトウェア プラット
フォームを開発しています。

世界中で4億人の患者が7,000を超える希
少疾患に罹患していますが、希少疾患の
95%以上は承認された治療法がありませ
ん。新しい治療法の開発には10億ドル以
上の費用がかかると推定されています。

RareCampオープンソース プロジェクト
は、ソフトウェアと科学のコミュニティに
オープン ガバナンスを提供し、希少疾患
の治療法の開発を支援するためのソフト
ウェアツールを共同で開発しています。
OpenTreatments FoundationはChan 
Zuckerberg Initiativeからの資金提供を
受けて、RareCampのオープン ガバナン
ス インフラを利用して、希少疾患と診断
された患者の数をカウントするためのソ
フトウェア プロダクトを共同で開発して
います。このプロジェクトは、Macquarie 
University (オーストラリア) の研究者、米
国に拠点を置くソフトウェア開発者、およ
びバイオテクノロジー研究機関と共同で
構築されています。一般公開されれば、こ
のソフトウェア プラットフォームは、見過ご
されている数千の希少疾患や遺伝性疾患
の治療法の開発を促すことになります。
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Linux Foundation Public Health 
(LFPH)は、オープンソース技術をホスト、
サポート、育成して、デジタル ヘルスの公
共財や公衆衛生イニシアチブに役立つこ
とを目的としています。

世界的なパンデミックの中で2年前に設
立されたこの組織は、政府や業界パート
ナーが最新の技術に関するアドバイスを
得るための頼りになる情報源となってい
ます。私たちの共調的な活動により、Linux 

Foundationはデジタルヘルス公共財の
国際的な活躍の舞台に立ち、健康、社会
サービス、および生命科学のためのオープ
ンソース ソフトウェアの適用可能性を実証
しました。

2020年の設立以来、世界中の50以上の
国や自治体がLFPHを信頼し、LFPHは接
触通知とCOVID証明書のプログラム領域
でオープンソース技術を活用するための
公平で明確なガイダンスを提供していま
す。2022年には、毎月30以上の州の保健
当局を私たちのDisease Investigative 
Technology Collaborative (DITC)に招
きました。WHO、CDC、国連、EUなどの国
や世界の機関も、LFPHに対して、会議へ
の出席、報告書へコントリビューション、こ
の技術の理解を支援するよう要請してい
ます。LFPHは、米国とEUで開催された10
以上の国内および国際保健会議で発表を
行っています。

一方、LFPHのプロジェクトやイニシアチブ
は成長を続けています。グローバルCOVID 
Certificate Network (GCCN)とCOVID 
Credentials Initiative (CCI)を通じて実

施された標準規格開発は、国連開発計画
(UNDP)との共同プロジェクトに移行しま
した。

LFPHは、デジタル ヘルスの新しい分野で
オープンソースを推進するために、次のよ
うな他のLinux Foundationイニシアチ
ブとのコラボレーションを拡大してきまし
た。

 ⊲ Artificial Intelligence (AI) とMachine 
Learning (ML)  

 ⊲医療における「Digital Twins (実世界を
デジタル空間に再現)」  

 ⊲ Augmented Reality (AR) / 
Virtual Reality (VR) およびDigital 
Therapeutics (DTx)  

 ⊲保健情報交換における国際協力  

 ⊲電子的医療記録のための「クラウドネ
イティブ」の取り組み  

この年次報告書が強調しているように、
Linux Foundationはオープンソース セ
キュリティに対するリーダーシップとコ
ントリビューションの最前線にあり、医

療分野も例外ではありません。LFPHは
OpenSSFと協力してツールを開発してお
り、医療機器メーカーや医療機関の参加
を拡大し、CISA、FDA、および業界グループ
と協力して、生命の安全に不可欠な医療
機器のセキュリティを確保し、重要なイン
フラ保護を改善するためのツールを開発
しています。 

COVID-19はどこかに立ち去ることもあり
ませんが、LFPHはパンデミックへの対応
を超えた道筋を示しています。このパンデ
ミックは、デジタル ヘルス、バーチャル ケ
ア、およびそれを支える世界中の公共医療
インフラを徹底的に見直し、国内および国
境を越えてデータを共有するためのより
良い方法を創出する必要性を浮き彫りに
しました。オープンソース ソフトウェアは、
健康の公平性、セキュリティ、および人々
の健康に関する課題を改善します。 
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気候変動への取り組み
Hyperledgerコミュニティには、オープンソース技術を活用した、エンタープライズ レベルのブロックチェーン テクノ
ロジーを温暖化対策に適用する動きが活発化しています。以下に挙げるのは、鉱業および石油・天然ガス産業にお
ける炭素排出量を追跡し、最終的には削減に繋げる取り組みに関連した2つの好事例です。	

 ⊲ブリティッシュコロンビア州政府によって設立されたEnergy and 
Mines Digital Trust (EMDT)は、複数のパイロット プロジェクトを通じ
て彼らの技術とガバナンスをテストおよび改良しながら、持続可能性
報告をより効率的で信頼できるものにする方法を実証しています。2つ
のパイロット プロジェクトでは、鉱業および天然ガス産業における温
室効果ガス排出の報告方法が精査されています。これらのパイロット 
プロジェクトで、参加者は特定の鉱山サイトまたは天然ガス施設の検
証済み温室効果ガス排出量データを含むデジタル証明書の共有と受
信をテストできます。	
	
デジタル トラスト エコシステム：温室効果ガス採掘パイロット

 ⊲ 2022年8月、IBMは、HyperledgerのClimate Action and 
Accounting Special Interest Group(CA2SIG)のメンバーによっ
て構築されたReduce Methane Emissions with Supply Chain 
Tokensプロトタイプが、2022年のIBM Call for Code Green 
Practices Acceleratorで1位を獲得したことを発表しました。毎
年、IBM Call for Codeチャレンジは、持続可能性の課題に対処す
るための最も創造的で革新的なソリューションの提案を求めていま
す。

Digital trust ecosystem:  Greenhouse gas mining pilot
LEGEND
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これはパイロットであるため、この図に示されているプロセスは、既存の規制上の報告義務を満たすものでも、	
また置き換えるものでもない。
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ハードウェア、組み込みシステム、	
高信頼性システム、	
IoTシステムの革新

Linux Foundationは、オープン ハードウェアとリアル
タイム組み込みシステムのためのコミュニティを構築
し、安全で信頼できるコンピューティングのためのベス
トプラクティスを作成することで、イノベーションを促
進しています。
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RISC-V International
RISC-V のメンバーシップは2021年に
20%以上増加し、北米、EU、APACで各々
同じくらい増加しています。 	
2022年のRISC-Vコミュニティのコントリ
ビューションとコミットメントには、歴史
的な技術進歩、業界の革新、および商業ソ
リューションの牽引が含まれています。

今年のRISC-Vワークグループおよび委員
会への参加者は、20%増加して約10,000
人になりました。RISC-Vは、2022年だけ
で120億以上のRISC-Vコアが市場に出回
ると予測しています。

今年のRISC-Vプログラムのハイライトは
次のとおりです。

 ⊲ 新たに批准された拡張：2021年12月
に16の拡張を承認した後、2022年に
はさらに続けて6つの拡張を承認。こ
れらの拡張には、Vector、Bitmanip、
Cryptographic、およびHypervisorが
含まれ、コンピューティングの全範囲に
わたって非常に競争力のあるアーキテ
クチャーとしてのRISC-Vの加速する牽
引力を反映。

 ⊲ 新しいワーキング グループ： 
ワーキング グループを作り、ベクトル暗
号、ML/AI & グラフィックス、自動車、
コンフィデンシャル コンピューティング
などのトピックに取り組む。

 ⊲ ドラフト仕様書：モジュール設計の
優位性を拡げ、アプリケーションが
RISC-Vに容易に移行できるようにする
ために、RISC-Vプロファイル、高度な割
り込み処理、および更新されたアプリ
ケーション バイナリ インターフェイス
のドラフトを公開。

 ⊲ 開発者向けボードプログラム：2022
年、RISC-V開発者に最新のRISC-Vハー
ドウェアを提供する開発者ボード プロ
グラムを開始。

 ⊲ メディア状況：メディア、ソーシャルメ
ディア、Web訪問者、およびオンライン
でのプレゼンスは、引き続き増加。コン
テンツの共有、コミュニティとの活動拡
大推進、イベントやオンライン コンテ
ンツにおけるエコシステム成功状況の
拡散、さらには会話を強化するための
メッセージングとコミュニケーションの
手法へのフォーカスによるもの。仕様書 
(10%増) とブログ (17%増) へのページ

Krste Asanović (ボードチェア、SiFiveチーフ アーキテクト) .

2021年RISC-V技術賞
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訪問者が継続的に増加していることを
確認。非常に肯定的なメディア報道に
より、メディアでのプレゼンスは17%増
加。増)とブログ(17%増)へのページ訪
問者が継続的に増加していることを確
認。非常に肯定的なメディア報道によ
り、メディアでのプレゼンスは17%増加

 ⊲ 新しい可視性プログラム： 022年に
RISC-V Exchangeサイトの2.0版を公
開し、RISC-Vコミュニティのハードウェ
ア、ソフトウェア、サービス、およびラー
ニング情報をホスト。

 ⊲ 新しいメンバーとアライアンス：世界中
から数十の新しいメンバーが加わる。 
Beijing Institute of Open Source 	
Chip、Futurewei、Haihe Laboratory	
 of Information Technology 	
Application Innovation、Intel、	
Ministry of Electronics & 	
Information Techolgy、Qualcomm、
Rivos、Segate、Synopsys、VMwareな

ど、多くのメンバーがプレミア レベルに
アップグレード。またMIPI Allianceと新
しいRISC-V Allianceを形成。

 ⊲ 新しいRISC-V学習機会: 
RISC-V Toolchain & Compiler 
Optimization Techniques 
(LFD113x)には現在300人以上の学習
者。現在、RISC-Vの5つのオンライン
コースに合計14,558人以上の学習者。
また、LF Trainingと協力して、2つの
新しいコースと認定プログラムを開発
中。

 ⊲ RISC-Vメンターシップ：2022年、
LFXプラットフォームで合計15のメン
ターシップを実施。また、最初の年次
RISC-V Virtual Career Fairが開始さ
れ、RISC-Vに関する一般情報、就職
を希望する学生のための教育、および
RISC-Vメンバー企業が会社を紹介し、
学生を採用する機会を提供。.

An average 88 
commits were 
pushed by 
new contributors 
during the 
last year. 
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新規コントリビューターによるコミット
新規コントリビューターによるコミットの合計数。新規コントリビューターとは、選択した期間中に最初のコ
ード アクティビティ(コミット/プルリクエスト/チェンジセット)を実行した、最初のバグを送信した、または最
初のバグを解決した人と定義。 	
	
下図：昨年、新規コントリビューターによって平均88件のコミットがなされた。.
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OpenPower
2022年、OpenPOWER Foundationは、
活気あるオープンソース ハードウェア エ
コシステムを構築するために必要なコ
ミュニティ ツールとイニシアチブを作るこ
とにより、最もオープンで成熟した高性能
CPUアーキテクチャーの開発を加速する
という長期戦略を引き続き実行しました。

OpenPOWER Foundationは、POWER 
ISAの採用拡大に専心する新規メンバー
を迎えており、その中には、外部ユーザー
向けの新POWER CPUと関連IPの開発
にフォーカスしたスタートアップ企業Red 
Semiconductorや、新しいPOWERベース 
サーバーを構築するクラウド ソフトウェア
およびホスティング企業21Unityなどが含
まれています。

当ファウンデーションのLibreBMC SIG
ワーキング グループは、最初の完全に
オープンなベースボード管理コントロー
ラー (BMC)の開発を続けています。BMC
は通常、リモート管理アプリケーションに
利用されるべくサーバーに格納され、プ
ロプラエタリーソフトウェアを実行します。
LibreBMCプロジェクトは、POWERベース
の完全にオープンなハードウェア スタック

を提供し、Open Compute Project (OCP)
のオープンソースDatacenter-ready 
Secure Control Module (DC-SCM)モ
ジュール カードにインストールされた
OpenBMCソフトウェアを実行します。

完全にオープンでセキュアなBMCの市場
機会は見過ごされることはありませんでし
た。スタートアップ企業Axiadoが新しいメ
ンバーになり、LibreBMCソリューションを
ハイパースケーラー、データセンター、エッ
ジコンピューティング プロバイダー向け
の新しいチップとして商品化しています。

当ファウンデーションは、Skywater 
Foundryの180 nmプロセス ノード上で、
完全にオープンなプロセス デザイン キッ
ト (PDK) を使用して、POWERベースの
Microwatt CPUコアの6回目の製造運転
を行い、オープンチップ製造への取り組み
を継続しました。本プログラムの成功は、
彼らがより高度なプロセスノードをすぐに
オープン化し、参入障壁を低くして、ハード
ウェア プロジェクトの実験とコラボレー
ションを劇的に増加させるための道筋を
つけたことを意味しています。

OpenPOWERは、コミュニティがサポート
するハブとしてのプロバイダーを世界的
に拡大しており、POWERベース サーバー
への無料のリモートアクセスを提供して、
ソフトウェア移植のために作業する開発
者がPOWERプラットフォームにアクセス
できるようにしています。 
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CHIPS Alliance

CHIPS Allianceは、企業や大学がこの新
しいエコシステムへの参画を増やす方
法を求める中で、堅牢なハードウェア コ
ミュニティを育成し、成長させ続けていま
す。CHIPS Allianceには現在40社の国際
メンバーが参加しています。オープンソー
ス コミュニティですでに行われているこ
とや、利用可能なものを活用することによ
り、企業がイノベーションと市場参入を加
速する新しい方法を見出している状況の
中で、本コミュニティの参加メンバーの数
は増え続けています。CHIPS Allianceは、
オープンソース ハードウェア、プロセス デ
ザイン キット、およびEDAツールの信頼で

きるサプライヤーおよび主導者となるべ
く精力的に活動しており、過去3年間で、
CHIPS Allianceはコントリビューターの数
が132%増加しました (次の表を参照)。

過去1年間のハイライトは次のとおりです。

 ⊲オープンソース ハードウェアがイベント
の要となった2022 Design Automation 
Conference in San Franciscoの基調
講演とパネルに参加。ハードウェア設
計の民主化は鍵となる重要なテーマで
あり、オープンソース ハードウェア、プ
ロセス設計キット、およびEDAは基本
的な柱。 

 ⊲ CHIPS Allianceに関して4つのセミナー
を開催し、オープン ハードウェアがい
かにイノベーションと市場参入を加速さ
せているかを発表。

 ⊲ CHIPS Allianceの開発活動に関する2
つの技術セミナーを主導。

 ⊲アナログ ワークグループは、
University of Michigan（ミシガン大
学)と協力し、同大学のオープンソー
ス アナログ設計プラットフォーム
OpenFASoCと、DARPAが資金提供
するオープンソース デジタル プラット
フォームOpenROADを用い、Skywater 
130nmオープンソースPDKを使用して、
3つのチップのテープアウトを実現。以
下に生成されたレイアウト図を図示。

The 
contributor 
strength
increased
by 131% 
during the 
last three 
years.
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コントリビューターの力
選択した期間中に分析されたントリビューターの増加。コントリビューターとは、コード アクティビティ(コ
ミット/プルリクエスト/チェンジセット)によってプロジェクトに関連付けられた人、またはバグの検索と解決
を支援した人。  （下図：コントリビューター数は過去3年間で131%増加。）
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	o CHISEL設計言語とコンパイラは、
いくつかの新しいリリースで進化を
継続。

 ⊲ F4PGAワークグループは、いくつかのベ
ンダーのFPGAプラットフォームで、オー
プンソース ツールを使用して、チップデ
ザインの合成、配置、ルーティング、お
よびタイミングを拡大し、大きな進歩を
続けている。彼らの活動のハイライトに
は、次のようなものがある。

	o オープンソース論理合成ツール
Yosys向けシステムVerilogサポー
トをプラグイン形式で提供 (repo: 
https://github.com/antmicro/
yosys-systemverilog ;  https://
antmicro.com/blog/2022/02/
simplifying-open source-sv-
synthesis-with-the-yosys-
uhdm-plugin/)。

	o F4PGAプロジェクトをCHIPS 
Allianceに寄贈。  

	o F4PGA tool perfプロジェクト
(https://github.com/chipsal-
liance/fpga-tool-perf)を改善。
このプロジェクトの目的は、さまざ
まなFPGAツールを継続的にテスト
し、実行時間、結果の質、リソース

使用率など、結果をレポートするこ
と。最近の作業では、フレームワー
クの安定化とテストの並列化にフ
ォーカス。  

	o Xilinx Series 7およびUltraScale+
アーキテクチャーのFPGAに対する
fpga_interchangeフォーマトのサ
ポートを拡張。  

	o fpga_interchangeフォーマッ
トの初期サポートがvtr-veril-
og-to-routing ( https://github.
com/verilog-to-routing/
vtr-verilog-to-routing )プロジェ
クトに追加。  

	o F4PGAエコシステムを構成するス
クリプトとユーティリティを統合す
るための取り組みを継続。ユーティ
リティのインストールとバージョン
管理を容易にするために、chipsal-
liance/F4PGA ( https://github.
com/chipsalliance/F4PGA ) に
Pythonパッケージを作成。

 ⊲ UCIEに関してAIB (Advanced 
Interface Bus) chiplet protocolのエコ
システムの進化/拡大。

 ⊲ 2022年、CHIPS Allianceはいくつかの
設計言語を主導し、異なる言語スキー
マのための中心的なソフトウェア フ
レームワークとしてユニバーサル ハー
ドウェア データ モデル(UHDM)を導入
し、アプリケーションが共通のAPIを
介してそれらにアクセスできるようにし
た。システムのハイレベルなアーキテク
チャーを以下に示す。	
	
設計言語フレームワーク

私たちは、2023年に向けて、さらなる成
長、コントリビューション、コラボレー
ション、そして興奮を期待しています。

Design language framework
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Open Programmable Infrastructure (OPI)

	
2022年6月に発表されたOPIは、データ処理ユニット
(DPU)およびインフラストラクチャー処理ユニット(IPU)テ
クノロジーに基づく次世代アーキテクチャーおよびフレー
ムワークのために、コミュニティ主導で、標準規格ベース
のオープン エコシステムを推進しています。OPIは、アプリ
ケーション内のネットワーク、ストレージ、およびセキュリ
ティAPIを簡素化して、DevOps、SecOps、およびNetOps
の全体にわたるクラウドおよびデータセンターで、より
ポータブルでパフォーマンスの高いアプリケーションを実
現するように設計されています。 

2022年6月に発表されたOPIは、データ処理ユニット
(DPU)およびインフラストラクチャー処理ユニット(IPU)テ
クノロジーに基づく次世代アーキテクチャーおよびフレー
ムワークのために、コミュニティ主導で、標準規格ベース
のオープン エコシステムを推進しています。OPIは、アプリ
ケーション内のネットワーク、ストレージ、およびセキュリ
ティAPIを簡素化して、DevOps、SecOps、およびNetOps
の全体にわたるクラウドおよびデータセンターで、より
ポータブルでパフォーマンスの高いアプリケーションを実
現するように設計されています。 

	
プロジェクトの目的：

 ⊲ DPUとIPUの定義  

 ⊲あらゆるハードウェア ソリューションに対して適用可
能な、DPUおよびIPUベースのソフトウェア スタックの
ためのベンダー無依存のフレームワークとアーキテク
チャーの明確化  

 ⊲リッチなオープンソース アプリケーション エコシステ
ムの構築を可能にする  

 ⊲ Linuxカーネルなど、同じビジョンに沿った既存のオー
プンソース プロジェクトとの統合 

 ⊲ハードウェア、ホストされたアプリケーション、ホスト
ノード、ソフトウェアのリモート プロビジョニングと
オーケストレーションなどを含む、DPUおよびIPUエコ
システムの要素間の相互交信のための新しいAPIを作
成 

いくつかの活発なワーキング グループの成果として、最
初の技術コントリビューションは、CPU、IPU、DPU、また
はスイッチ上で実行されるインフラストラクチャー オフ
ロードおよび管理のためのドライバーおよびAPIのオー
プンソース フレームワークInfrastructure Programmer 
Development Kit (IPDK)として提供されます。

	

さらに、NVIDIAのBlueField DPU用のオープンソース ソフ
トウェア開発フレームワークNVIDIA DOCAがOPIにコン
トリビューションされ、開発者がDPU、IPU、およびその他
のハードウェア プラットフォーム間でオフロード、高速化、
および分離が可能なアプリケーションを作成できるよう
になります。

詳細については、https://opiproject.org を、また、コン
トリビューションへの参加については、https://github.
com/opiproject/opiを参照してください。

IM
AG

E 
BY

 S
LE

JV
EN

 D
JU

RA
KO

VI
C:

 U
N

SP
LA

SH
109LINUX FOUNDATION アニュアル レポート 2022

https://developer.nvidia.com/networking/doca
https://opiproject.org/
https://github.com/opiproject/opi
https://github.com/opiproject/opi


ハードウェア、組み込みシステム、高信頼性システム、IOTシステムの革新

Automotive Grade Linux 

	
コネクテッド カーや自動運転車の登場に
より、自動車メーカーは先進テック企業に
なりましたが、長大な生産サイクルがテッ
ク業界と同じようなスピードで革新するこ
とを妨げています。多くの自動車メーカー
は、新しいテクノロジーや新たなトレンドの
歩調に対応して、より迅速で機敏な開発を
可能にするために、オープンソース ソフト
ウェアとAutomotive Grade Linux (AGL)
を採用するようになりました。  

11社の自動車メーカーを含む150社以上
のメンバーで構成されるAGLは、数十年に
わたり自動車業界を苦しめてきた分断化
を解消するために、共有ソフトウェア プラッ
トフォームを通じて自動車業界とテック業
界を結び付けています。  

AGLベースのインフォテインメント システ
ムは、世界中でToyota、Lexus、Subaruの
車に搭載されています。多くのAGLメンバ
ーがすでにAGLプラットフォームを生産計
画に組み込んでいるため、今後数年間でさ
らに多くの車が登場するはずです。 

 
AGL Unified Code Base

AGLコミュニティによってゼロから構築さ
れたAGL Unified Code Base (UCB)は、
オペレーティング システム、ミドルウェア、
およびアプリケーション フレームワークを
含むオープンソース ソフトウェア プラット
フォームであり、完成品に要するソフトウェ
ア プロジェクトの70%を開始点として提
供します。自動車メーカーやサプライヤー
からの多大なコントリビューションにより、
UCBは、インフォテインメント、テレマティク
ス、およびインストルメント クラスタ (計器
盤)  アプリケーションの事実上の業界標
準としての役割を果たすことができます。
オープンソースプラットフォームを共有す
ることで、コードの再利用と開発プロセス
の効率化が可能になります。これは、開発
者やサプライヤーがソリューションを一度
構築すれば、同じソリューションを複数の
自動車メーカーにデプロイできるためで
す。 

AGLコミュニティは、自動車のユースケー
スに対応したオープンソース技術を継続
的に評価し、最高クラスのソフトウェアが
プラットフォームに確実に統合されるよう
にしています。2022年にAGLは、クラウドネ
イティブのAGLアプリケーションのための
VirtIOや、インフォテインメント システムの
ための最先端UIとアプリケーション開発フ
レームワークFlutter (当初はGoogleが開

発)のToyotaの組み込み自動車向けバー
ジョンなど、新しい技術への移行を開始し
ました。これにより、メーカーは新しいアプ
リケーションを自動車に展開するための
開発時間とコストを削減できます。

Linux Foundationのオープンソース プロジェクトAGLは、インフォテインメントから自動運転まで、あらゆ
る車載アプリケーション用の共有ソフトウェアに関して、自動車業界とテック業界を結び付けています。
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AGLは2022年に、UCB 13 “Magic 
Marlin”とUCB 14 “Nifty Needlefish”と
いう2つのマイルストン プラットフォームを
リリースしました。AGL UCB 13はLTS 3.1
をベースにしており、AGL UCB 14はYocto 
Long Term Support　(LTS)　4.0をベー
スにしています。これらのリリースには、
グラフィック、オーディオ、音声認識、アプ
リケーションおよびセキュリティ フレーム
ワーク、Webアプリ、Chromiumなどにい
くつかのアップデートが含まれています。

Software Defined Vehicle
組み込み車載ソフトウェアとIT/クラウドの
境界線があいまいさを増す中で、AGLは
Software Defined Vehicleへの道を開き
ます。AGLは、インフォテインメント、インス
トルメントクラスタ、テレマティックス、ヘッ
ドアップ ディスプレイ、先進運転支援シス
テム、自動運転など、すべての車載ソフト
ウェアに対応することを計画している唯一
の中立的組織です。

以下の3つのAGLエキスパート グループ 
(EG)が、複雑化する自動車ソフトウェアと
自動車の「クラウド化」に対応します。

 ⊲ Container and service mesh 
Expert Group： 
AWSが率いるこのEGは、AGL用の車載

コンテナ ソリューションを開発し、AGL
の一部としてデプロイメントの可能な
サービスメッシュとオーケストレーショ
ン フレームワークを作成しています。
目標としては、自動車へのソフトウェア
のデプロイメントを標準化し、アップグ
レードと継続的なアップデートのデプ
ロイメントを簡易化することです。  

 ⊲ Virtualization Expert Group： 
統合コックピットは、現在AGLで開発中
の将来ビジョンです。Panasonicが率い
るVirtualization EGは、コックピット ソ
フトウェアとVirtIOテクノロジーの統合
にフォーカスしており、インフォテイン
メント、インストルメント クラスタ、ヘッ
ドアップ ディスプレイなどのシステムを
単一のプロセッサ上で実行できるように
します。これにより、インフォテインメン
ト用のAndroidとインストルメント クラ
スタ用のAGLを単一の仮想化CPU上で
並行して実行するなどのユースケースも
可能になります。

 ⊲ Vehicle to cloud Expert Group： 
高速接続が普及するにつれて、この
EGでは、より多くの機能をクラウド
に移行し、自動車のユースケースを拡
張する方法を評価しています。Linux 
Foundationのオープンソース プロジェ
クトであるAGLは、インフォテインメン
トから自動運転まで、あらゆる車載アプ

リケーション向けの共有ソフトウェアに
関して、自動車業界とテック業界を結び
付けています。.

「組み込み車載ソフト

ウェアとIT/クラウドの 

境界線があいまいさを 

増す中で、AGLは

Software Defined Vehicle

への道を開きます。」
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Trust over IP Foundation 
The Trust over IP Foundation (ToIP) 
は、インターネット スケールでのデジタル
トラストのための堅牢で、共通標準に準拠
し、完結したアーキテクチャーを提供する
ことを目的としています。

2022年、私たちは新たにData Modeling 
and Representation Data Modeling 
& Representation Working Group 
(DMRWG)を導入し、当ファウンデーショ
ンを拡張しています。DMRWGの検討範囲
は、データ モデリングに関する仕様、ベス
トプラクティス、標準規格に加えて、ToIPス
タックのすべての側面にわたってデータを
保存、処理、および転送する方法に関する
論理的かつ具体的な表現を定義すること
です。それらの標準がLinux Foundation
でホストされていても、外部でホストされ
ていても構いません。 

その他の活動には、提案要請のためのテ
ンプレートの作成、および一定の設備能力
を条件とした公共ユーティリティ システム
およびサービス プロバイダーの実装に関
する追加ガイダンスの作成が含まれます。

ワーキング グループは、1つ以上のタスク
フォースやフォーカス グループに分かれ、
特定コンポーネントの開発を行っていきま
す。

2022年のToIP Foundationのハイライト
は次のとおりです。

 ⊲ダブリンでのOSS Europeの期間中に
最初のToIP Summitを主催し、200人
以上の登録者。

 ⊲ Principles of SSI、Design 
Principles for the ToIP Stack、
Authentic Chained Data 
Container Specifications、およ
びToIP Technology Architecture 
Specificationを含む設計原理やその
他の成果物を強化。

 ⊲ Ecosystem Foundryワーキング グルー
プでプレゼンテーション シリーズを提
供。このシリーズで、プレゼンターは、
Trust Registriesを使用したSSIエコシ
ステムのガバナンス、現在開発中のエコ
システムのガバナンス、検証可能なクル
デンシャル、および市場での人材の捜
しについて議論。 

 ⊲ ToIPに関連する分野のコミュニティ メ
ンバーと彼らの活動を特集するために、
新しいWebサイトとWebシリーズを開
設。

IMAGE BY JOSHUA SORTINO: UNSPLASH
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Confidential Computing 
Consortium (CCC)は、ハード
ウェア  ベンダー、クラウドプロバ
イダー、ソフトウェア開発者を結
集して、信頼できる実行環境のテ
クノロジーと標準の採用を促し
ます。  

今年、CCCは、新しいメンバーを
加え、コンフィデンシャル コン
ピューティングに対する認識を
高めることで素晴らしい年を過
ごしました。CCCは、ネバダ州ラス
ベガスで開催されたBlack Hat 
and Defconに30,000人以上の
参加者を得ました。このイベント
では、私たちは参加者に当コン
ソーシアムとコンフィデンシャル 
コンピューティングについて認識
を広めることができました。  

CCCは、新たにGovernance, 
Risk and Compliance SIGを
作りました。開発コミュニティと
規制当局の繋がりを作ることに
フォーカスし、コンフィデンシャル 

コンピューティングに関する規
則作りを狙ったものです。さらに、
コンフィデンシャル コンピュー
ティングの用語を説明するホワ
イトペーパーを完成させ、新しい
Webサイトを立ち上げようとして
います。  

Veraison Projectは、コンソー
シアムに追加された最新の
プロジェクトで、Attestation 
Verification Serviceに使用でき
るコンポーネントを構築していま
す。  

Confidential Computing 
Consortiumに参加して、コン
フィデンシャル コンピューティン
グがお客様にとってどのような
意味を持つのかをご確認くださ
い。 

Linuxは信頼性が高く安定した
開発プラットフォームであり、さ
まざまな業界のイノベーション
を促進しています。Linuxの高い
安全性に関連した応用製品の
重要なコンポーネントとしての
地位を確かのものとするため
に、Enabling Linux in Safety 
Applications (ELISA)は、企業
がこれらの安全性に不可欠なシ
ステムを構築、テスト、分析する
ことを容易にします。  

2019年の発足以来、ELISAは
いくつかのワーキング グループ
を設立して、オープンソースによ
るセーフティクリティカルシステ
ムの進化に向けたクロスイン
ダストリ プロジェクトの重要な
作業を推進してきました。今年、
Automotive Working Group
と新しいAerospace Working 
Groupにフォーカスした6社の新
メンバーがプロジェクトに参加し
たことで、グループの活動と目標
は、さらに明確になりました。  

中国のAutomotive Intelligence 
and Control、Bosch、LOTUS 
Cars、およびZTEを加えること
で、自動車のユースケースに対す
るグローバル エコシステムが強
化されました。これには、「Tell-
tales Use Case」とも呼ばれる

「計器コックピットへの警告の
安全な表示」にフォーカスした
Automotive Grade Linuxとの
コラボレーションが含まれていま
す。  

Boeingは当プロジェクトに参
加して、新しいAerospace WG
を立ち上げ、一部の応用製品で
すでにLinuxを使用している業
界の標準準拠を推進していま
す。Boeingはこのグループを主
導し、安全性アーキテクチャー
に関するWGや最近発足した
Systems WGなどの他のWGと
協力しています。  

Systems WGは、(Linuxの安全
性に対する優位性を)実在する

アーキテクチャーにて再現するリ
ファレンス システムを作成し、す
べてオープンソース技術に基づ
いて実装します。目標は、オープ
ンソース ソフトウェアを使用して
高い安全性を備えたユースケー
スを可能にすること、または製品
ラインのベースとしていろいろな
安全性レベルのシステム エレメ
ントを使用することです。  

このプロジェクトのモメンタム
は今年も続き、ELISAは5つの
仮想および対面のワークショッ
プとウェビナーを主催し、400
人以上の業界のソートリーダー
(thought leader:理念的先導者)
とオープンソース コミュニティ メ
ンバーを集めました。
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Yoctoプロジェクトは、Linuxやその他の
オペレーティング システムを必要に応じ
てビルド、カスタマイズ、結合して、コネク
テッド ワールドの絶えず変化するニーズ
に、保守性と拡張性を持った方法で応えま
す。本プロジェクトの成果は、自動車、テレ
ビ、ルーター、通信システム、航空宇宙、衛
星、サーバー管理などで利用されていま
す。 

このプロジェクトは、サプライチェーンの
監査とセキュリティに対するニーズを先取
りし、SPDXや本プロジェクト独自の強力
なビルド再現性技術などの標準に基づく
世界最先端のSoftware Bill of Material 
(ソフトウェア部品表) 作成機能を備えて
います。このすべては、本プロジェクトの
ツールに組み込まれており、Automotive 
Grade Linux (AGL)、OpenBMC、
ComcastのReference Design Kit、
HuaweiのOpenHarmonyなど、さまざま
な公的および私的エコシステムをサポー
トしています。  

この多様なユーザー ベースをサポートす
るために、本プロジェクトは最初の長期安

定版(LTS)リリースの保守をさらに延長し、
現在は4年間をカバーしています。当プロ
ジェクトは、新しいオーディエンスへのア
クセスとコラボレーションが可能にする対
面イベントおよび専用の仮想イベント(サ
ミットなど)を通じて、より広範なコミュニ
ティとの交流に成功しています。

seL4 Foundationは、2021年4月の1
回目の誕生日には8社のメンバーでした
が、1年の間に20社のフルメンバー(6社の
プレミアム メンバーを含む)と5社の準メ
ンバーに成長しました。これにより、世界
で最も安全性の保証されたマイクロカー
ネルOSであるseL4と、それを中心とした
オープンソース エコシステムを劇的に強
化されました。本カーネルのセキュリティ
の有効性は、Defcon 2021で実証されま
した。そこでは、seL4の正式に検証され
たセキュリティ準拠システムが、DARPAの
HACMSプログラムで開発されたクワッド
コプターを攻撃しようとするハッカー エリ
ートたちを打ち負かしました。

seL4 Foundationは、メンバー会費と政
府および業界メンバーからのさらなる財
政的コントリビューションを通じて、seL4
のユニークな数学的正当性証明を32ビッ
トArm、64ビットIntel、およびRISC-Vアー
キテクチャーから、64ビットArmアーキテ
クチャーに拡張する作業と、マルチコア プ
ロセッサーでの正当性を証明するための
調査作業に資金を提供しています。さら
に、コードベースに対するコミュニティの
コントリビューションは急激に増加してい
ます。
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来年、もしも走行距離トラッカー、スマー
トウォッチ、補聴器、または新しいGoogle 
Chromebookを使用すると、Zephyrリ
アルタイム  オペレーティングシステム 
(RTOS)を操作することになるかもしれま
せん。Zephyrはここ数年で勢いを増して
います。Webサイトにて示されているよう
に、現在では、ウェアラブル、医用電子機
器、および産業用制御機器を中心とした
さまざまな組み込み製品に導入されてい
ます。 

Zephyr RTOSは、世界中の企業、開発者、
エンドユーザーを結び付け、バランスのと
れたコラボレーションとフィードバックを
確かなものとして、コミュニティのニーズ
を進化させ、それに応えます。ステークホ
ルダー間のこのイノベーティブな関係は、
Zephyrプロジェクトの新しいハードウェ
ア、開発者ツール、センサー、およびドラ
イバのサポートを促すと同時に、Zephyr
オペレーティング システムを使用して開
発した応用製品が動作するデバイスの機
能を最大化します。たとえば、T-Mobileは
Zephyrを活用して新しいIoT Developer 
Kitを強化しています。本開発者向けキッ

トは4月に運用開始され、外部のイノベー
ターがT-Mobileのネットワーク上で迅速
かつ容易にIoT機器を構築できるようにし
ています。

今年、ZephyrはBaumer,Qualcomm 
Innovation Center, Inc.、T-Mobileを
プラチナ メンバーとして、またInfineon 
Technologies、Percepio、Silicon Labs
をシルバー メンバーとして迎えました。  

2022年、Zephyrの技術コミュニティは、次
のようないくつかのマイルストーンを達成
しました。

 ⊲ Arm® Cortex®-M、Intel x86、ARC、
NIOS II、Tensilica Xtensa、および
RISC-V、さらには400枚以上のボードを
含む複数のアーキテクチャーに高度な
サポートを提供するために、1,400人以
上のコントリビューターが75,000件の
コミットを実施。これらの数字は昨年か
ら倍増。

 ⊲第2回Zephyr Developer Summit
を、カリフォルニア州マウンテンビュー
のComputer History Museumで、世
界中の参加者を対象に対面にて開催。

このイベントには、380人以上の登録
者、4つのトラック、2つのミニカンファ
レンス、2つのチュートリアル、54のセッ
ション、58人の講演者が参加し、魅力
的な技術コンテンツ、ベストプラクティ
ス、ユースケースなどを紹介。ビデオは
Zephyr Project Youtube Channelで入
手可能。

 ⊲ Zephyrのディスカッション フォーラム
がSlackからDiscordに移行してからの
1年間で、コミュニティは新しいフォーラ
ムで3,700人以上のメンバーに成長し、
毎月推定8,000以上のメッセージが送
信。

 ⊲ Zephyrは今年、技術的な仕事にフォー
カスした新しいキャリア リソースを通
じて、メンバーのソリューションと就職
機会を公開。これには、Zephyrエコ
システムへのサポートを提供するベン
ダー (ツール、アプリケーション、トレー
ニングのような仕事内容によってフィル
ターできる)や脆弱性警報登録される製
品製造者の継続的な開示などが含まれ
ている。

 ⊲ Zephyrプロジェクトは、Github上のプ
ルリクエスト数によるVelocityレポー
トのトッププロジェクト22位にランク
し、Linux Foundationのトップ プロ
ジェクトの中で7位にランク。
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アーキテクチャー間、および分散したデー
タセンター間の一貫性から始まって、より
高いセキュリティ、リソース利用率の高さ、
運用管理の容易さに至るまで、メインフ
レームのモダナイゼーションにより、今日
のITの課題に対処できるようになるでしょ
う。Open Mainframe Projectは、多くの
オープンソース プロジェクトと教育プログ
ラムを通じて、現代のメインフレームが今
日のビジネスを変革するのを支援してい
ます。

Open Mainframe Project傘下の20以上
のプロジェクトとワーキング グループにお
いて、いくつかの技術コミュニティは、その
ハードウェア上でオープンソース コードを
テストしています。9月、Open Mainframe
は、次世代人材のトレーニングを実施し、
またメインフレームとクラウドの統合の
さらに強化を目差し、新しいオープン ソ
フトウェア  テクノロジーを開発するため
に、専用のz15メインフレームシステムを
提供することを発表しました。Broadcom 
Mainframe Software Divisionから寄贈

されたこのメインフレームは、2023年、す
べてのOpen Mainframe Projectとオー
プンソースコミュニティで利用できるよう
になります。これにより、メインフレーム コ
ミュニティ全体で、コラボレーションと新し
いツールセットの開発を促進するための
重要なリソースが提供されることになりま
す。

Open Mainframe Projectのオープン イ
ノベーションのパイプラインとしての活動
により、組織はメインフレームから最大の
価値を得ることができます。次のようない
くつかのプロジェクトおよびプログラムが
主要なマイルストーンに到達しました。

 ⊲ Zowe はメインフレーム向けのオープ
ンソース ソフトウェア フレームワーク。
最新のエンタープライズ アプリケー
ションとの統合を強化し、ベンダーと
顧客に製品の安定性、セキュリティ、相
互運用性、容易なインストール、およ
びアップグレードされた機能を提供。
Zoweコミュニティは今年、Long-Term 
Support (LTS) V2リリースの立ち上げ

に注力、その結果、2022年のDevOps 
DozenコンテストでZoweはBest 
DevOps for Mainframe Awardを受
賞。

 ⊲ Zoweを中心としたベンダー中立の
エコシステムの構築を目的として、
Open Mainframe Project内でZowe 
Conformance Programを2020年
に開始。このプログラムは、ASG 
Technologies、BMC、Broadcom、
IBM、Micro Focus、Phoenix Software 
International、およびRocket 
Softwareを含むプロジェクト メンバー
が、新規および既存の製品にZoweを
組み込むことを支援。企業全体のメイン
フレーム アプリケーションとそのデー
タの統合が可能になる。これまでに75
の製品がZoweフレームワークに基づく
拡張を実装、それらのメンバーに適合
バッジを授与。

 ⊲ COBOL Working Groupが昨年実施
したサーベイ調査では、世界の経済社
会で推定2,500億行のCOBOLコードが
運用されていることが確認されており、
とりわけプログラマが緊急に必要であ
ることを示唆。今年、COBOL WGは、
Linux Foundation Researchおよ
びLinux Foundation Training and 
Certificationと提携し、組織における
COBOLの使用方法がどのように変遷
し、どのような戦略と姿勢が将来の変
化を推進するかを詳細に理解すべく新
しい調査研究を実施することを決定。
このプログラムは2023年1月に開始、
その結果はOpen Mainframe Summit 
2023で公開される予定。

9月21～23日の間、ペンシルベニア州フィ
ラデルフィアはオープンソースとメインフ
レームの活動のハブとなり、300人以上の
学生、エンジニア、開発者が、初めて開催
された対面と仮想のOpen Mainframe 
Summitに参加しました。このイベントに
はストリーミングオプションが用意されて
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いたため、世界中の参加者が同業の仲間
とネットワークを構築したり、質問をした
り、最新のクラウドネイティブ サービス、自
動化、ソフトウェア サプライチェーン管理
などを含む、セキュリティ、メインフレーム、
およびその他のあらゆる側面について学
ぶことができました。

Open Mainframe Projectは、コミュニ
ティ参画のための主要な基盤としての使
命を進化させ続け、ベンダーや学術パート
ナー、次世代のメインフレーム人材のエコ
システム全体にそれを拡大していきます。

Civil Infrastructure Platform (CIP) 
は、Linuxを堅牢化し、シビル インフラス
トラクチャー(エネルギー、輸送、医療な
ど)および産業での使用を可能にするこ
とにフォーカスしています。CIPは、セキュ
リティ、カーネルやコア コンポーネントの
長期的な保守、自動テスト、およびリモー
ト アップデートに対応して、Linuxの採用
とより広範な使用を可能にします。CIPは
現在、Debian 11ベースのリファレンスイ
メージをサポートしており、IEC 62443セ
キュリティ標準への準拠とシステムの再現
性保証に取り組んでいます。2022年には、
CIPは超長期サポート (SLTS)カーネルの
保守の取り組みを拡大し、Linuxカーネル
5.10は、4.4および4.19とともにサポート
されるようになりました。CIPは、すべての
SLTSバージョンをリリースから10年間保
守することを約束しています。

オープンソースのドローン プロジェクトの
ためのベンダー中立なファウンデーション
であるDronecode Foundationは、6月
下旬、2019年以来初めて対面にて37カ国
の開発者を集め、恒例のPX4 Developer 
Summitをテキサス州オースティンで開催
しました。6月にはPX4 Autopilot v1.13.0
の安定版もリリースされ、新しいハード
ウェアとセンサーのサポート、重要なバッ
テリ機能、完全な360°フライト コントロー
ルのための実に素晴らしいDynamic 
Control Allocationを実装しています。
今年、高度な航空モビリティのスタート
アップ企業Kittyhawkは、Dronecode 
Foundationにシルバー メンバーとして参
加しました。同社は、電動垂直離着陸に利
用される分散型およびモジュール式セン
サー システムの開発にコントリビュートし
ます。
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ハードウェア、組み込みシステム、高信頼性システム、IOTシステムの革新

Open Voice Network (OVON) は、
Linux Foundation傘下のオープンソース
組織であり、立ち上がりつつある音声アシ
ストの世界のためのオープンスタンダード
の開発と促進に取り組んでいます。  

現在、その活動は13カ国から参加する毎
月200人以上の活動的なボランティアに
よって推進されています。

 音声は、今後数年で、主要なデジタル イ
ンターフェイスになる道を進んでいるよう
です。私たちは、ワールドワイド音声Web
の登場を予想しています。これは、数十億
の単位で数えられる音声対応デジタル 
データの出力先のエコシステムであり、
現在汎用プラットフォームで使用されてい
るアプリケーションから始まり、音声対応
Webサイト、さらにはメタバースに至るま
で、ますます頻繁にユーザーの発声を通し
て検索され、利用されるようになります。
音声アシスタンスの心臓部は、AIとMLの
アプリケーションであり、その主要な専門
分野は自動音声認識と自然言語の処理、
理解、生成です。

現在、OVONは以下の研究開発領域に
フォーカスしています。

 ⊲ 会話アシスタントの相互運用性：これ
により、異なるプラットフォームの出自
を持つアシスタントでも、テキスト、音
響、およびコンテキスト データを相互
に受け渡すことによって、ユーザーの意
図を満たすことができる。さらに、相互
運用性のアプローチの一部として、デス
ティネーション/ロケーション サービス

は、会話アシスタントが所望の出力先を
見つけることを可能にし、加えて、他方
のアプリはアドレスおよび内容を知るこ
とが可能。

 ⊲ 音声に特有の個人データ保護：ユー
ザーは、音声ベース データの制御、アク
セス、および使用を管理。

 ⊲ 音声に特有のデータ セキュリティ：デ
ジタル合成、個人認証、および相互運
用性の世界における重要な課題。  

 ⊲ 音声技術の倫理的な使用：自社製品に
音声サービスを提供する企業は、今や
ユーザー データ処理の倫理性を保証し
なければならない。

 ⊲ 音声中心の認証：これは個人だけでな
く、ワールドワイド音声Webの出力先に
も適用。

2022年中、Open Voice Networkの作業
部会は、上記のようなトピックスやその他
のトピックスに関する方針声明文やホワイ
トペーパーを発表してきました。

これらのドキュメントには、https://
www.openvoicenetwork.org/
white_papers  からアクセスしてくださ
い。

Open Voice Networkは、2023年の第1四
半期に、ダイアログの共有を可能にする相
互運用性メッセージング プロトコルの仕
様案を公開する予定です。
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オープンスタンダードの革新

Linux Foundationはオープンソース ソフトウェア .
プロジェクトの推進で最もよく知られていますが、.
オープンソース実装の力を拡大するにはオープンスタン
ダードの推進が不可欠であることを常に理解してきまし
た。現在、Linux Foundationでは、標準規格と仕様の開発
に従事するプロジェクトの数は200を超えています。
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オープンスタンダードの革新

標準規格と仕様の開発 

2019年、Linux Foundationは Joint 
Development Foundation (JDF)をプ
ロジェクト コミュニティのファミリーに加
え、これまでの仕様策定作業を強化しま
した。JDFは、標準化された一連のガバナ
ンス原則の下で新しいプロジェクトを迅
速に形成し、コラボレーションできるよう
にするために、ユニークでありながら直接
的なプロセスをもたらしました。これによ
り、作成された仕様はオープンソース ライ
センスによって実装できます。さらに、JDF
はJTC1/ISO/IECへのPublicly Available 
Standardの提案者となり、私たちの標準
化プロジェクトには、その仕様をISO仕様
として提出する権能が与えられます。

The Linux Foundationの標準担当VPで
あるJory Bursonは次のように述べてい
ます。「この1年間で、LFにおいて仕様プロ
ジェクトを開始したいというメンバーから
の新たなモメンタムを見てきました。完全
に形式を整えた企業としてのアイデンティ
ティ、ガバナンス構造、およびプロセス テ

ンプレートを使用してプロジェクトを迅速
に開始できるという着想は、私たちのコ
ミュニティにとって非常に魅力的です。従
来の方法では、単純なコラボレーションの
ために法人を形成するのにも数ヶ月の作
業が必要であり、それを運用するのに多く
の管理オーバーヘッドがかかります。私た
ちのメンバーは、アイデアから機能するプ
ロジェクトまで、数か月ではなく数週間で
迅速に移行できることを高く評価していま
す。Linux Foundationは、プロジェクトの
形成と実行を継続的に改善するために、
スタッフ、ツール、およびプロセスの合理
化に投資してきました。」

アクティブなLF標準化プロジェクトの例を
以下に示します。
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オープンスタンダードの革新

JDF Community Specificationの下で組織された
Carbon Data Specification Consortium  (CDSC)は、
エネルギー データへのアクセスを可能にする標準を開発
しており、そこには生データのためのデータ辞書とデータ
要件のための標準が含まれています。このような標準は、
エネルギー生産者と消費者からの炭素排出量を測定、定
量化、追跡するためのデータへのアクセスと利用を簡素
化します。またエネルギー データの出所の信頼性を高め、
データ利用の容易さを改善し、拡張性を促し、集中プラッ
トフォームへのデータ集約を可能にし、さらにエネルギー 
グリッドのための脱炭素化経路と意思決定を支援し、情
報提供することを意図しています。

JDF Community Specificationの
下に組織されたSuper Advanced 
Meter仕様は、基本的なメーター
リング機能、国別機能、サードパー
ティ機能、およびシステム運用ア
プリケーション用の統合機能に
フォーカスした世界共通のメー
ターおよびデータゲートウェイの
仕様を作成することを目的として
います。これらの標準規格および
要件は、エネルギーグリッド内の信
頼できる仮想ノードとしてのメー
ター開発を促し、エネルギーの移

行を可能にし、新しいビジネス モ
デルをサポートすることを意図し
ています。このメーターの設計は、
電力を測定することができますが、
さらに、ガス、水道、およびヒート 
メーターとのインターフェースを取
ることも可能であり、動的な価格
設定データおよび温室効果ガス排
出データを同一装置で取得し、送
信することができます。特に、スマー
トなのはゲートウェイにフォーカス
を置いている点です。同ゲートウェ
イは、個々のメーターに接続し、ま

た現在および将来の標準規格を介
してLANおよびWANへの通信、お
よびそれらの間の変換を可能にす
る機能を提供します。
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オープンスタンダードの革新

Linux Foundationとそのコミュニティは、
標準的な19インチ データセンター ラック
に収まるブリック ケージ、さまざまなサー
バー ブリック形状要素、独自の「プラグ
アンドプレイ」電源とネットワーク コネク
ター、および高効率電源シェルフのオープ
ン仕様を作成しました。  

Open19 フレームワークは、ハードウェア
とソフトウェアを介して世界中のエッジ、
5G、およびカスタムクラウド デプロイメン
トを強化するようなデータセンター ハー
ドウェア デザインを可能にします。

この標準は、主要な技術サプライヤー、
データセンターオペレーター、さらに
は企業およびサービスプロバイダー
のお客様によって採用されています。
2020年、Open19 FoundationはLinux 
Foundationに参加し、ハードウェアと
データセンターのイノベーターのコミュニ
ティを世界最大のオープンソース エコシ
ステムに加えました。  

2022年には、Open19標準が更新され、シ
ンプルさ、使いやすさ、拡張性など、インス
トレーションのあらゆる面でブラインドメ

イト接続の機能を維持しながら、技術的
な機能強化が行われました。さらに、標準
化グループは、電力、冷却、メカニカル、お
よびネットワークに関する4つのサブ ワー
キング グループを立ち上げました。

2022年、Open19 v2仕様は、「リリース候
補」段階に達し、更新されたデータ コネク
ター仕様、48 Vネイティブでブリック接続
可能な新電源シェルフ、およびこの強力
なテクノロジーの採用を大幅に加速する
と予想されるプラグガブルな液体冷却コ
ネクタが含まれています。チームは現在プ
ロトタイピングに移行しており、2022年後
半、あるいは2023年早々には、仕様の多く
について初期ワーキング サンプルを作り
たいと考えています。

Quantum Intermediate 
Representation (QIR) Alliance は、量
子エコシステム内での完全な相互運用
性を実現し、すべての関係者の開発労力
を削減するために、将来を見据えた量子
的中間表現を開発することを狙ってJDF 
Community Specificationの下で組織
された共調的活動です。QIRプロジェクト
は、量子コミュニティと緊密に協力して、量
子プログラミング言語の設計および実行
システムの進歩を加速するために必要な
コンパイラー技術を設計および実装しま
す。このプロジェクトは、異種量子プロセッ
サーの混在する環境におけるユニークで
異なった特性を最大限に活用する総合的
なソリューションの開発を目的としていま
す。
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オープンスタンダードの革新

JDFで最も長く実行されているプロジェクトの1つ
である Alliance for Open Media (AOM) は、次
世代メディア配信のためのオープンでロイヤリティ 
フリー、かつ相互運用性のあるソリューションを提
示する仕様を開発しています。AOMの共通のビジョ
ンは、AOM標準規格とツールを使用して、すべての
ユーザー、すべてのデバイス、およびすべてのプラッ
トフォームに対して、メディア技術をより効率的で
費用対効果特性が高く、優れた品質のものにする
ことです。 

AOMは、Intel、Chip&Media、AWS、Samsung、
Google、Visionularなどの企業によるAV1コーデッ
クのいくつかの実装を世に出しています。

また、同アライアンスでは、毎年、研究シンポジウ
ムを開催し、イノベーションのハブとなっています。
AV1仕様への拡張は、AV2仕様化の活動にて継続
的に定義されているところです。また、同アライアン
スでは、ボリュメトリック ビデオに対応する仕様も
開発しています。 

Coalition for Content 
Provenance and Authenticity 
(C2PA) は、メディア コンテンツの情
報源と履歴(または出所)を証明する
ための技術標準を策定することによ
り、誤解を招くオンライン情報の蔓
延に対処します。C2PAは、Adobe、
Arm、Intel、Microsoft、および
Truepicの間の提携を通じて形成さ
れたJDF傘下のプロジェクトで、また
Adobe主導のContent Authenticity 
Initiativeの取り組みを統合します。
私たちは、今日の数百のオープンスタン
ダード活動に対して重要なサポートとイ
ンフラストラクチャーを提供しています。 

2022年初頭、C2PAはデジタル コン
テンツの出所に関する技術仕様の
バージョン1.0をリリースしました。こ
の仕様は、この種のものとしては初
めてのものです。これにより、世界中
のコンテンツ作成者および編集者
は、常に改ざんの証拠を残せるメディ
アを作成して、デジタル コンテンツを
作成または変更したユーザーを選択
的に開示できるようになります。2022
年9月、C2PAはバージョン1.1リリー
スで仕様を更新しました。

C2PAの取り組みは、デジタル メディ
アの透明性にフォーカスした業界全
体のコラボレーションから得られた
ものですが、コンテンツの出所情報
に関する技術の世界的な採用拡大
に向けて前進を加速させます。Al
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オープンスタンダードの革新

Uptaneプロジェクトは、産業界のコンソーシアムがJDF
のプロセスから、コストをかけることなく利益を得る方法
の一例です。

UptaneはJDFのガバナンス構造の下に組み込まれてい
ますが、完全にボランティア主導の取り組みとして運営さ
れています。Uptaneは、オープンでセキュアなソフトウェ
ア アップデート フレームワークのデザインであり、無線で
自動車の電子制御ユニットに配信されるソフトウェアを
保護します。このフレームワークは、悪意のあるアクターが
アップデートに署名を行って配信しているサーバーやネッ
トワークを害する危険から保護します。したがって、国家レ
ベルの攻撃者の最大限の脅威に対しても抵抗力がある
ように設計されています。UptaneはAutomotive Grade 
Linux (AGL)に統合されおり、AGLは現在多くの大規模自
動車業界OEMで使用されているオープンソース システム
であり、米国および国際的なメーカーでも採用されてい
ます。現在、複数の無償のオープンソースおよびクローズ
ドソースの実装が利用可能です。

OpenAPI Specifications (OpenAPI Specifications 
(OAS)は、HTTP APIのための言語無依存の標準的なイン
ターフェイス記述を定義し、それによりソースコードへの
アクセス、追加的なドキュメント、あるいはネットワーク ト
ラフィックの介入・盗聴を行うことなく、人間とコンピュー
タがサービスの特性を見極めて、理解できるようにするこ
とを狙っています。OASの最新版であるバージョン3.1で
は、JSON SchemaのフルサポートとWebフックが追加さ
れました。Webフック機能を使用すると、着信HTTPリクエ
ストが外部イベント、あるいはstimulusに応答できます。 
OpenAPI Initiative は、企業や組織のニーズをよりよく
満たすべく、次に予定されているリリースであるバージョ
ン4.0の方向性を決定するためにユーザーのフィードバッ
クを傾聴しています。また、コミュニティへのリーチを拡大
し、メンバー企業と緊密に繋がるための方法も検討して
います。

GraphQL は、API用のクエリ言語であり、実在データでそ
れらのクエリを実行するためのランタイムです。GraphQL
は、API内のデータの完全で理解可能な記述を提供し、ク
ライアントに必要なものだけを正確に要求することがで
き、時間とともにAPIを進化させることを容易にし、強力
な開発者ツールになります。

 ⊲ GraphQLは今年6月に最初のコミュニティ カンファレ
ンスを主催し、オースティンでのカンファレンスのあと8
社の新規メンバーシップを得た。  

 ⊲同ファウンデーションは、会員企業やコミュニティ 
リーダーの支援と後援を得て、meetup.comイベント
を全世界で再開。  

 ⊲同ファウンデーションは、コミュニティ内のメンバー企
業を取り上げ、コミュニティ全体で彼らが行っている活
動を増幅することによって、交流を促進するために活
動。
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オープンスタンダードの革新

R Consortium は、オープンソース ガバ
ナンスとファウンデーション モデルの下で
組織されたグループであり、Rソフトウェア
のユーザー、メンテナー、開発者の世界的
なコミュニティをサポートします。そのメン
バーには、Rの使用、開発、成長に専念す
る主要な研究機関や企業が含まれていま
す。 

R言語は、統計関連の計算およびグラ
フィックのオープンソース環境です。Rコ
ミュニティは急速に成長しており、世界中
で200万人以上のユーザーがいます。バイ
オテクノロジー、金融、研究、およびハイテ
ク産業を含む多くの組織が、データ サイエ
ンス プラットフォームとしてR言語を採用
しています。R言語は、多くの場合、サード
パーティの分析、視覚化、およびレポート 
アプリケーションに統合され、さまざまな
コンピューティング プラットフォームで実
行されます。

以下に、2022年の Rコンソーシアムのハイ
ライトをいくつか示します。

 ⊲当コンソーシアムの会則を改正し、ISC 
(Infrastructure Steering Committee)
のボード数を拡大し、シルバー メン
バーにボード席が与えられた。シルバー 
レベルのボードがISCボードに参加。  

 ⊲ ISCの3つの追加ボード席を投票で決定
するための選挙を実施。  

 ⊲助成プログラムを管理するための新し
い助成管理システムを立ち上げ。  

 ⊲技術インフラ助成対象の2つのセッショ
ンと、社会インフラ助成対象のオープン 
エンロールメントを確立。  

 ⊲ LF Trainingチームと協力して認定プロ
グラムを開始するというアイデアを検討
し、これについてQ4に正式投票するこ
とを目指す。  

 ⊲ R Medicine Conferenceを開催し、記
録的な参加者を得た。コストを軽減す
るためにスポンサーシップを設けた。

 ⊲ R Diversity and Inclusionチームは、フ
ランス語でのRコミュニティの繋がりの
ために、Francophone SatRdaysシリー
ズを仮想方式で立ち上げ。  

 ⊲ R Certificationは、テスト時の質問内
容を最終決定し、プラットフォームとし
て利用できるホストを選択、決定。ベー
タ版を年末までに公開予定。  

 ⊲ R Validation Hubは、ASA BIOPジャー
ナルに論文を提出。  

 ⊲助成受領者へのインタビューや助成
支援イベントのプロモーションにより、
ソーシャル メディアでの存在感を高め
る。
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Unified Patents Open Source Zone

パテント トロールに対する防御、.
Linuxとオープンソースの保護。
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U N I F I E D  PAT E N TS  O P E N  S O U R C E  ZO N E

3年前、Linux FoundationはOpen 
Invention Network、IBM、および
Microsoftと提携して、Unified Patents
内にOpen Source Zoneを設けるという
野心的な計画を発表しました。これは、無
効な特許を保有する不実施主体(「パテン
ト トロール」)がLinuxなどのOSSパッケ
ージに対抗して権利の主張を行うことを
阻止するためです。これらのトロールは、
訴訟のコストが高く不確実であるという
状況を悪用して和解金を引き出そうとす
るやり方で、オープンソースの実装者を脅
したり訴えたりすることがよくあります。
ただし、彼らの特許は異議を申し立てら
れるとほとんどの場合無効になります。
最初の資金提供以来、Meta、Mercedes 
Benz、およびその他の企業が追加のサポ
ートを提供しており、Unified Patentsの活
動と抑止力はさらに大きくなっています。
さらに、どんな企業でもUnified Patents
に無償で参加して、この活動をサポートす
ることもできます。参加するには、www.
unifiedpatents.com/join にアクセスし
てください。

Unified Patentsは、Open Source Zone
がカバーする特許に基づいて、パテント ト
ロールの活動を検知、無効化、さらに阻止
するのに、このようなサポートを利用して
います。パテント トロールと戦うには何年
もかかりますが、Unified Patentsは活動
開始以来、ゲームを変えるべくすでに多く
の成果を上げてきました。

これまでに50件の特許に異議申し立て
し、ほぼ完璧な成功率を達成しています。 

 ⊲ 34件が無効になった。

 ⊲ 7件は初めから不備があると判断。  

 ⊲さらに3件がレビュー待ち。

特許に直接異議申し立てすることに加え
て、Unified Patentsは世界で唯一のクラ
ウドソーシングによる先行技術コンテスト
PATROLを運営しています。これにより、誰
でもがトロールの特許が無効であること
を証明するべく、トロールの特許に対して
先行技術を提示することができ、さらに素
晴らしいこととして、勝訴に繋がる先行技
術の提出者には、賞金として数千ドルが
授与されます。これまでに、200以上の応
募があり、40以上のコンテストで数万ドル
の賞金が授与されました。詳細と参加方
法については、www.patrol.art を参照し
てください。

防御の対象となったOSSパッケージと	
ツールには、Android、Apache Ambari、	
Apache Cassandra、Apache Cocoon、	
Apache Hadoop、Apacheモジュール	
mod_evagiveとfail2ban、Apache 
Traffic Control、Apache Zookeeper、 	
Automotive Grade Linux、 Ceph、	
ClamAV、DigiKam、Linuxカーネル ip	
コマンド、LinuxカーネルNFSモジュール、	
iptables、KVM、Magento、 Nagios、	
OAuth、OpenACH、 OpenSwan、	
frredesktop.org のOpenWFD、 QEMU、	
Quagga、Redis、 Rygel、sedutil、	
Signal、Varnish Cache、 WebM などが	
あります。 
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人工知能、機械学習、データ、	
ブロックチェーン、金融サービス	
におけるイノベーション

The Linux Foundationは、金融サービスや保険業界
向けに、最先端のオープンテクノロジーとベストプラ
クティスを適用して、リーダーシップとイノベーション
を育成し続けています。また、テクノロジー業界全体
に向けて、優れた人工知能、ビッグデータ、ブロックチ
ェーン、分散台帳ツールの開発も続けています。
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人工知能、機械学習、データ、ブロックチェーン、金融サービスにおけるイノベーション

LF AI & Data Foundationによる
コミュニティ構築
LF AI & Data Foundation は、拡大するエコシステムに加えて、オープ
ンなコミュニティを成長させ、サポートしています。このファウンデーショ
ンは、オープンソースのAI、データ、および分析プロジェクトを傘下に収め
ています。私たちは、コラボレーションを可能にし、すべてのコミュニティメ
ンバーに新しい機会を創出することによって、プロジェクトの進展とイノ
ベーションを加速させることにフォーカスしています。 

同ファウンデーションは、開発者がオープンソースのAIおよびデータ分析
テクノロジーのプロジェクトを対象としてコード開発し、管理し、規模拡
大するための、中立で信頼できるハブを提供します。私たちのコミュニテ
ィは急速に成長しています。平均すると、私たちは毎月1つの新規プロジ
ェクトを加えています。このレポートを執筆している時点で、LF AI & Data
には48のメンバー企業・組織が参加していて、41の技術プロジェクトを
ホストしています。これらのプロジェクトは、世界中の誰もがAIおよびデ
ータ分析システムとして信頼することのできるオープンソースおよびオ
ープン標準をカバーしています。技術プロジェクトをホストすることに加
えて、LF AI & Dataは、BI & AI、Trusted and Responsible AI、MLOps、
DataOpsなどの特定のトピックに関するメンバー間のコラボレーション
を促進することにフォーカスしたいくつかの委員会をホストしています。
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人工知能、機械学習、データ、ブロックチェーン、金融サービスにおけるイノベーション

数値で見るLF AI & Data
私たちは、さらに多くのオープンソースプロジェクトがLF 
AI & Dataがホストするプロジェクトの輪に加わり、私たち
のリソースとこの新興コミュニティを活用することをお勧
めします。 Delta Lakeは、世界で最も広く使用されているレイクハウ

ス(非構造化データ、データレイクと構造化データ、データ
ハウスの両方を管理できるデータ管理アーキテクチャー)
形式です。2022年、Delta Lakeの月間ダウンロード数は
68万5千から700万以上に急増しました。この活動やユニ
ークなコントリビューションの増加により、Delta Lakeプロ
ジェクトは、過去3年間で633%という驚異的なコントリビ
ューター数の増加を記録しました。 

Delta Lake は、time travel、ACID transactions、
scalable metadataなどの主要な機能を提供するオープ

ンソースのストレージフレームワークを提供します。Flink、
Hive、Kafka、Presto、Spark、Trino、さらにはScala、
Java、Rust、Ruby、Python用のAPIを含むコンピュートエ
ンジンを使用して、Delta Lakeは、任意のプラットフォーム
または環境でレイクハウスアーキテクチャの構築を可能に
します。 Delta Lakeには、 Microsoft、Amazon、Disney、
Apple、eBay、Adobe、SambaTVを含む70の組織にわたっ
て190人以上のコントリビューターの参加を得ています。
プロジェクトは急速に成長しており、毎週新しいコントリ
ビューターとメンバーが本プロジェクトに加わっています。

10.5M 行  
ホストされたすべての	

プロジェクトのコード行数

68,000+ 
過去3年間の	

コントリビューションを
示すプルリクエスト数

17,200+ 
ホストされたプロジェクトに	
コードをコントリビュート	

している開発者数 

41
LF AI & Dataでホスト
されるプロジェクト数

550+ 
過去3年間にコードコミッ
トに参加した組織の数
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人工知能、機械学習、データ、ブロックチェーン、金融サービスにおけるイノベーション

2022年6月、Delta LakeはDelta Lake 2.0
を発表しました。このマイルストーンとい
うべきバージョンにより、すべてのDelta 
Lake APIがオープンソース化され、コミュ
ニティはDelta Lakeのすべてのイノベー
ションからメリットを得ることができます。
より広範なDelta Lakeコミュニティが協力
して、OPTIMIZE ZORDER、列統計を使用
したデータスキップ、S3マルチクラスタ書
き込み、Change Data Feedなどの機能
をこのバージョンに追加しました。これら
の新機能は、以前のバージョンや他のスト
レージ形式と比較して、パフォーマンスと
管理性を大幅に向上させました。何万も
の組織が本番環境で利用している中で、
Delta Lake全体のオープンソース化作業
を完了することは、簡単なことではありま
せんでした。これを可能にしたDelta Lake
コミュニティとその多くのコントリビュー
ターに感謝します。 

Delta Lakeプロジェクトには、ダイレクト
なオープンソース コネクターの活発なエ
コシステムもあります。今年、Delta Lake
はPresto、Flink、Trinoのコネクターを追
加しました。プロジェクトでは、コネクター
の追加が継続的に行われています。さま
ざまな業界や企業のエンジニアが、Delta 
Lakeのエコシステムにコネクターを提供
しています。Delta Lakeのコネクター サ
ポートへの積極的な取り組みにより、さま

ざまなテクノロジーを使用したETLパイプ
ラインの構築が容易になります。もっとも
普通に利用されているコンピュートエンジ
ンおよびテクノロジー用のコネクターを構
築することで、Delta Lakeの魅力と有用性
が高まり、それによってコミュニティの成長
が促進され、採用が加速されます。 

Florian ValeyeはBack Marketのデータ 
エンジニアリング マネージャーであり、
Delta LakeのRustネイティブ ライブラリで
あるDelta-rsのコントリビューターです。

「オープンソースへのコントリビューション
は、世界中の善意の人々のコミュニティと
一緒に問題を解決する方法を学ぶための
鍵です。」 	
– Florian Valeye
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人工知能、機械学習、データ、ブロックチェーン、金融サービスにおけるイノベーション

OpenHPCの使命は、オープンソースのHPCソフ
トウェア コンポーネントとベストプラクティスのリ
ファレンスを提供し、最新のスーパーコンピュータ
を導入する際の障壁を大幅に低減することです。
OpenHPCは、HPCユーザー、開発者、管理者、お
よびベンダーの協調的な世界中のコミュニティが
サポートする一貫性のある環境において、オープン
ソースHPCツールへのアクセスを拡大することで、
イノベーションを加速します。

Red Hat 8とSuSE Leap 15でのサポートが期待さ
れていたOpenHPC 2.xが2020年にリリースされて
以来、プロジェクトは月間10,000ダウンロードから
今年は月間100,000ダウンロードを優に超えるま
でに成長しました。OpenHPCの将来のバージョン
には、クラウド スーパーコンピューターの構築サ
ポートとDevOpsへの新たなフォーカスが含まれま
す。

 

2022年は世界中で起伏の激し
い年でしたが、Hyperledger 
Foundationは着実に前進し、成
長するグローバル コミュニティと成
熟するブロックチェーン マーケット
をサポートするために、エコシステ
ムとチーム参加者を拡大させまし
た。暗号通貨市場の変動状況は、投
機的で、ニュース記事になりがちな
暗号通貨の見かけの価値と、企業

レベルのブロックチェーン テクノロ
ジー、およびそれらが提供するアプ
リケーションの実際の価値との間
の境界線を鮮明にしました。 

過去7年間にわたり、Hyperledger
コミュニティは、金融、銀行、医療、
サプライチェーン、製造、テクノロ
ジー、その他の業界の基盤レイヤー
において、一世代に一度経験できる

かどうかというレベルの稀なテクノ
ロジー更新に向けた開発と改良を
行ってきました。Hyperledgerテクノ
ロジーは、中央銀行デジタル通貨
(CBDC)を含む新しい決済方法を
強化する力となり、気候変動への対
応に活用され、個人、企業、さらに
はデバイスのアイデンティティとク
レデンシャルを証明する新しい、よ
り安全な方法を可能にします。
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人工知能、機械学習、データ、ブロックチェーン、金融サービスにおけるイノベーション

Hyperledgerの成功は、その強力で多様な
コミュニティに基づいています。過去5年間
で、Hyperledgerプロジェクトには4万人以
上のコントリビューターと、1万2千件以上
のコントリビューションがありました。世界
中には8万人以上のコミュニティ メンバー
がおり、数百のメンバー企業と政府機関が
Hyperledger Foundationの活動を支援し
ています。これには、ブラジル、ラテンアメリ
カ、アフリカ、日本、インドの地域支部が含
まれ、Climate Action and Accounting、
Telecom、Media and Entertainmentなど
をカバーするSpecial Interest Groupなどの
ホストとしての役割を果たしています。

過去12ヶ月の間に、Hyperledgerは3
つの新しいプロジェクト、Hyperledger 
FireFly、Hyperledger Bevel、そして
もっとも新しいものとしてHyperledger 
Solangを加えました。これらはすべて、こ
の市場と Hyperledger エコシステムの
進歩を助ける着想のイノベーションとテス
トのためのスペースであるHyperledger 
Labsの取り組みとして始まりました。
同じくらい重要なこととして、4つの
Hyperledgerプロジェクトが終了とされ、
コミュニティがプロジェクトのライフサイク
ル全体を通して、それらを積極的に管理し
ていることを示しています。 

進化するHyperledgerエコシステムは、

このマーケットが向かう先のいくつか
の重要なことを示しています。多様な
Hyperledger 分散型台帳プラットフォー
ムでは、すべてのプロジェクトのレベルが
向上し、ユーザーベースが拡大した本番
グレードのプロジェクトになっており、許
可(permissioned)、公開(public)、公開
許可(public permissioned)、およびその
他のハイブリッドネットワークと自然に繋
がる連続性を備えて、今後のマルチチェー
ンの世界を反映しています。Ethernode
によると、最も人気のあるEthereum実
行クライアントのトップ3のうちの1つで
あるHyperledger Besuでもpublicと
permissionedの絡み合いは最も顕著で
す。 

しかし、Hyperledgerは単なる分散台帳テ
クノロジー(DLT)コミュニティではありませ
ん。最近のイノベーションの多くは、ツール
とライブラリの前線で起きています。クロ
スチェーンの相互運用性、スマートコント
ラクトの可搬性、さらにはアプリのマルチ
チェーン展開に取り組む新しいプロジェク
トはすべて、複雑なネットワークの次の波
の基礎を築いています。

同様に、Hyperledgerプロジェクトは、ま
すます多くの場面で、分散台帳や検証可
能な認証情報などの分散化されたテクノ
ロジーを活用する新世代のデジタル トラ

スト ツールのコアとしての役割を果たす
ようになっています。 

すべてのHyperledgerプロジェクトの開
発推進にコミットしたコミュニティが存在
する一方で、そこにはエコシステム全体
で重要かつ増加するレベルのコラボレー
ションが存在します。このプロジェクト間の
コラボレーションは、成熟したエンタープ
ライズ グレードのテクノロジーを提供し、
貿易、医療、銀行、商業などの信頼できる
基盤として機能する複雑で分散化された
インフラストラクチャーを構築するために
不可欠です。この集合的な取り組みは、私
たちが「building better together (一緒
により良いものを築く)」と呼ぶものです。

オープンソースの分散台帳プラットフォーム
openIDLは、規制機関へのレポート作成に
効率性、透明性、セキュリティを融合させま
す。openIDLを使用すると、保険会社はデー
タのプライバシーを保持しながらレポートの
要件を満たすことができます。規制機関は、
必要なときに、透明性と必要な査察を行うこ
とができます。 

openIDLの主要なビジネス ケースは、必要
に応じて行われる保険事業者側から州規制
当局への規制上のレポートにおいて、コスト
と複雑さを大幅に削減する魅力的な機会を
提供します。さらに、openIDLは非営利、オー
プンソース、および反トラスト法に則した業
界のコラボレーションであるため、異なる地
域や事業者から提供される低レベルの集計
データおよび匿名化データを統合し、事業者
と規制当局の両方が利用できるようにするこ
とができます。これにより、業界内でユニーク
な「win/win関係」が双方にもたらされます。

今年はopenIDLにとってエキサイティングな
年でした。スタッフを追加し、新しいインフラ
ストラクチャー パートナーと協力して、ビジ
ネス要件と技術アーキテクチャーに関するメ
ンバーのコンセンサスを得るのに大きく前進
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しました。私たちは、メンバーのオンボーディ
ング、開発テスト、および最終的な本番ネット
ワークのサポートのために必要な運用テス
ト ネット プラットフォームを確立しつつあり
ます。

openIDLは、他のLinux Foundationプロ
ジェクトの重要なコントリビューションを活
用し、それに関与しています。特に、openIDL 
は、Hyperledger Fabric が優れたプラット
フォーム ソリューションを提供し、またLinux 
Foundation および参加しているオープン
ソース コミュニティ メンバーが意欲的にリ
ソースを相互利用するための対象として最
適な機会を提供しています。 

openIDLは、Linux Foundationが
Hyperledger Fabricおよびその他のオープン
ソース コントリビューションに基づいてコン
ソーシアムを運営および管理する数少ない
Linux Foundationプロジェクトの1つです。こ
のように、他の業界においても、公共/民間の
効率性に大きなメリットを実現するための分
散型ネットワーク アプローチの基盤を確立
します。

 
FINOS (Fintech Open Source 
Foundation) は、金融サービス業界およ
びテクノロジー業界を構成するすべての
企業間のオープン (ソース、標準、および
データ) な共同作業に基づいて、金融技術
革新の次の波を推進することにフォーカ
スしています。ここ数年の間、FINOSオープ
ンソース準備プログラムを通じて、金融機
関がオープンソース  コミュニティの一流
市民となることを可能にするよう自覚と
ベストプラクティスを構築してきましたが、
コミュニティの支援とそのエネルギーのお
かげで、常に規制を受けてきた企業体が
前例のないペースでオープンイノベーショ
ンを受け入れつつあり、業界は大きな進
化の入り口にあります。 

歴史的な文化障壁が低くなり、規制当局
がオープンソースの持続可能性にますま
す注目するようになるにつれて、過去12か
月間にOSPOを展開した数十の金融機関
から始まって、OpenSSFのようなアップス
トリームおよびOSSの持続可能性への取
り組みに積極的にコントリビュートしてい
る最大級の金融機関、さらにはオープン 
フィンテックの商業エコシステムに対して

大変革を起こす可能性を認識している投
資家に到るまで、2022年には業界がオー
プンソースへの投資をかつてないほど加
速させています。FINOSの第2回「State of 
Open Source in Financial Services」年
次レポート (12月8日にニューヨークで開
催される第6回Open Source in Finance 
Forumで一般公開される) のいくつか記
事は以下に示すように驚くべきものです。

 ⊲世界中の金融サービス機関によるGitHub
コミット数は前年同期比113%増加。  

 ⊲サーベイ調査対象企業の48%は現在、
公にオープンソース利用を奨励してお
り、2021年にほぼ倍増。  

 ⊲回答者の28%が、当該組織のオープン
ソース コントリビューションに割り当て
る時間が増加したと報告。  

 ⊲承認されなかったコントリビューション
は顕著に減少し、2021年の20%からわ
ずか6%に減少。
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結果として、FINOSは、今や業界全体で身
近になり、コントリビューションとメンバー
シップは大幅に増加しており、また Open 
RegTech イニシアチブ下の規制にフォー
カスしたプロジェクトにおいて、いくつもの
影響の大きい業界全体プロジェクトを開
始し、著しい前進を成し遂げました。

2022年には、15社の新規メンバーを迎
えました(30%増)。特に、バイサイドの
Wellington Managementは、Governing 
Boardに加わり、Google、Societe 
Generale、American Expressは、ゴール
ド メンバーとして加入しました。

コントリビューションの増加とプロジェク
ト ダウンロードの統計は、活発で成長す
るコミュニティであることを証明していま
す。コントリビューター数が前年比30%で
着実に成長し続けただけでなく、もっとも
重要なこととして、プロジェクトの価値の
究極の指標であるダウンロード数がさら
に急速に増加しており、Legend用Maven 
Centralのダウンロード数は前年比
330%、FDC3のダウンロード数は278%、
NPM 上のPerspectiveのダウンロード数
は65%増加しています。このコミュニティ
の成熟度を示すその他の重要な証拠とし
て、私たちの主要なイベントであるOpen 
Source in Finance Forumに前年比
217%の参加者があり、また多くの金融機

関からの承認を得てTechnical Steering 
Committeeが設立されました。

コミュニティ主導のオープン スタンダード
は、高度にロックインされた金融業界で、
業界の相互運用性と革新を実現する重要
な要素です。したがって、金融サービス内
のすべてのスタッ クレベルにおける標準
開発は、2022年も引き続き主要なフォー
カスでした。次の3つの主要プロジェクト
は、FINOSがエコシステム全体で相互運
用性を推進していることを完璧に例証し
ています。

 ⊲アプリケーション レベル: 非常に成熟
した相互運用性標準であるFDC3は、
バージョン2.0をリリースし、現在では
投資銀行やバイサイド間で広く普及。
完全にオープンソースのElectronベー
スのリファレンス実装が用意され、ま
た12月には準拠認定プログラムを開始
する準備も進んでおり、FDC3は「FIX 
(Financial Information eXchange ) 
for the Desktop」となりつつあり、金
融サービス業界全体でシームレスな
ワークフローを先導。

 ⊲データ レベル: Goldman Sachsによ
るLegendのコントリビューションに続
いて、2022年7月、3つの主要な業界団
体 (ISDA：国際スワップ・デリバティブ
協会、ICMA：国際資本市場協会、およ

びISLA：国際証券貸借協会)は一緒に
FINOSをCommon Domain Model 
(CDM) のホストとして選択し、FINOS
のコミュニティ ネットワークを利用し
てモデルを拡張し、業界での採用を促
進し続けることになった。これは、CDM
が金融商品のライフサイクル全体にわ
たって取引イベントおよび取引行動に
対する単一の共通のデジタル表現を
確立するのに、業界におけるFINOSの
役割が大きく認識されたことを意味す
る。このプロジェクトは、2023年1月に
FINOSの下で稼働する予定。

 ⊲コンプライアンスと規制レベル: Open 
RegTechイニシアチブは、2020年後
半に開始、相互的なオープンソース
方式の金融規制実装と、「シフトレフ
ト (早期テスト)」試行を狙う規制当局
のオープン コラボレーションへの関
与を実現。このイニシアチブにより、
Morgan StanleyによるLCR (Liquidity 
Coverage Ratio) 実装などのプロジェ
クトのオープンソース化や、規制に準
拠した金融クラウドのインフラストラ
クチャーを構築するための業界全体の
取り組みとしてCompliant Financial 
Infrastructureが加速。 

Hilary Carter はロンドンのOpen Source in Finance Forumで、FINOS 2022 State of Open Source 
in Financial Servicesサーベイ調査を発表した。
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金融サービス コミュニティがオープンソー
スの相乗的な力について学ぶにつれて、私
たちのプロジェクト環境全体でより大きな
交差部分と相互運用性を認識するように
なりました。実際に、CDM、FDC3、Legend
などのプロジェクトは、互いの能力を活用
してエコシステムに重要なソリューション
をもたらしています。

結論として、私たちは、金融機関がオープ
ンなコラボレーションを通じて、次世代の
金融アプリケーションを構築し、先行者の
利得を得られること、また、初期・後期段
階の技術、およびオープンソース企業が
今、エコシステムに参入する大きな機会を
与えていることを認識しています。

メンテナー ハイライト
メンテナーは私たちのコミュニティの心臓
の鼓動であり、金融サービス業界でオープ
ンソースのベストプラクティスの先例として
道を導いてくれた人たちにとても感謝して
います。

 
 
FDC3: Kris West—Kris はCosaicのプリ
ンシパル エンジニアであり、FDC3のリー
ド メンテナー。今年、KrisはFDC3 2.0の完
成に向けて多くの時間を費やした。このメ
ジャーバージョンをリリースするには、バラ
ンスのとれた思慮深いリーダーシップと強
力な技術的専門知識が必要であり、Krisが
ワークストリームやコミュニティとのディス
カッションを主導するときには常にそれら
が発揮されている。ロンドンで開催された
Open Source in Finance Forumカンファ
レンスで、Krisは2.0バージョンをコミュニ
ティに紹介し、最新の機能を紹介。FDC3へ
の積極的な関与により、KrisはMost Active 
Individual賞を受賞。

 
 
Legend: Ffion Acland はGoldman 
SachsのGlobal Data Models and 
Governanceチームを共同でリードし、同時
にFINOSのFinancial Object Special 
Interests Groupを共同でリード。同SIGは、
標準財務データ モデルの共同開発を支援
し、今後CDMにフォーカスした取り組みで
コミュニティと協力する。Ffionのリーダー
シップは、FINOS内での共同データ モデル
化の取り組みを推進する上で重要であり、
Goldman SachsがLegendをオープンソー
ス化したとき、FfionはFINOS Legend 
Studio PilotのFX Options and 
Commoditiesに関するモデル化作業を主
導し、Legend Studioの共有ホスト インス
タンスを使用したコミュニティ コラボレー
ションの成功を実証した。Ffionは、地元コ
ミュニティにおけるDEI (Diversity, Equity 
and Inclusiveness)の取り組みに大いに関
与。最近では、FINOS Tech Gatewayに参
加し、ロンドンの過小評価されているコミュ
ニティに対してテック業界・金融業界の採
用機会を紹介。

 
 
Morphir: Stephen Goldbaum は、
Morgan StanleyのDistinguished 
Engineerであり、Morphirプロジェクトの
リード メンテナー。Morphirプロジェクト
は、彼のリーダーシップの下で、たくさんの
採用とコントリビューションを得た。
Stephenは、規制コンプライアンスに対す
る開発者主導の協調的アプローチを推進
するために、規制機関とテック業界が全力
で開発したLCR (Liquidity Coverage 
Ratio) の最初の真にオープンソース的な
規制実装へのコントリビューションを主
導。Stephenは、新たに設立されたFINOS
技術運営委員会の主要な発言者であり、
Open Source in Finance Forumで頻
繁に講演を行っている。   
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財務の透明性

 メンバー会費・寄付金 44.5%

 プロジェクト サポート料 25.7%

 イベント スポンサーシップ・登録料 18.4%

 トレーニング・認定料 11.3%

 その他 0.1%

収益

LFおよび当組織が直接ファンドするプロジェクトは、暦年ゼロベース予算で運営されており、純剰余金は、その後の年にこれらのプロジェクトで使用するために留保されます。LFおよび当組織のプロジェクト全体の年間総費用は、期間中に年間収益を超
える場合がありますが、赤字はそれぞれのプロジェクトの準備金で補填されます。当組織全体の総収益見通しには実績が反映され、プロジェクト費用には控えめな予測が反映されています。全体の準備金の詳細については、当ファウンデーションの最新
のForm990を参照してください。

Linux Foundationの収益は、メンバー会費と寄付金、プロジェクト サポート料、イベントの登録料とスポンサーシップ、トレーニングと認定料の4つの主要なソースから得られます。2022年の収益は2億4,357万ドルになると予測しています。

2022年、Linux Foundationは、私たちのミッションをサポートするために2億5,496万ドル以上を支出する予定です。

支出

 プロジェクト サポート費 59.2%

 コミュニティのインフラストラクチャー 9.8%

 運営費 7.4%

 コミュニティ トレーニング 7.3%

 コミュニティ イベント 3.1%

 コミュニティ ツール 5.4%

 Linuxカーネルのサポート 3.2%

 国際事業 1.5%
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世界のLinux Foundation

Linux Foundationのプロフィール

女性労働力の割合1 エグゼクティブ リーダーシップ: 
女性2

女性の 
ボード シート2, 3

1 �Susanne Hupfer and Jaime Austin, Women in technology statistics, Deloitte, 2021年12月1日、 https://www2.deloitte.com/us/en/
insights/industry/technology/technology-media-and-telecom-predictions/2022/statistics-show-women-in-technology-are-facing-
new-headwinds.html 。2022年12月5日アクセス。

2. 3 �Nikolina Cveticanin, Women in Tech Statistics: Girls Get Tech, DataProt, 2022年3月14日、 https://dataprot.net/statistics/women-in-
tech-statistics/ 。2022年12月5日アクセス。

 米国 85%

 カナダ 5.2%
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The Linux Foundationについて

The Linux Foundationは、オープンソース ソフトウェア、ハードウェア、標準、およびデータに 
関して、コラボレーションの世界をリードする拠点です。Linux Foundationプロジェクトは、 
Linux、Kubernetes、Node.js、ONAP、Hyperledger Foundation、PyTorch、RISC-Vなどを 
含み、世界のインフラストラクチャーにとって非常に重要です。 The Linux Foundationは、 
ベストプラクティスを活用し、コントリビューター、ユーザー、ソリューション プロバイダーの 
ニーズに対応して、オープン コラボレーションのための持続可能なモデルを構築することに 
フォーカスしています。 詳細については、www.linuxfoundation.org をご覧ください。.

こちらもぜひチェックしてください

548 Market St 
PMB 57274 
San Francisco, California 94104-5401 US

info@linuxfoundation.org 
www.linuxfoundation.org

twitter.com/linuxfoundation

facebook.com/TheLinuxFoundation

linkedin.com/company/the-linux-foundation

youtube.com/user/TheLinuxFoundation

github.com/LF-Engineering

mailto:info%40linuxfoundation.org?subject=
https://www.linuxfoundation.org
http://twitter.com/linuxfoundation
https://www.facebook.com/TheLinuxFoundation
http://linkedin.com/company/the-linux-foundation
https://www.youtube.com/user/TheLinuxFoundation
http://www.github.com/LF-Engineering
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